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　真っ白な砂浜、紺こん碧ぺきの海、途切れることのない潮しお騒さいと爽さわやかな潮風。

　相あい葉ばは真夏の海にいた。

　高校一年生の夏休み。一生に一度きりの夏を過ごしている場所は南の島だった。強烈な海の日差しを浴びながらこの場所で過ごしている。東京から離れてどれくらい経っただろうか。

「一週間よ」

　声に振り向くと、浜辺に寝そべる女性が笑っていた。プライベートビーチのため、相葉と彼女以外には誰もいない。

「あなたがこの島に来て私と出会ってから一週間」

　そうだ一週間が経っている。たった一週間だが、学校のあの思い出は遥はるか昔の記憶だった。霧きりの向こう側にあるかのようにおぼろげだ。

「ずっとここにいていいのかな」

　相葉は呟つぶやく。なんでここにいるのだろうと思った。どうして自分は南の島に？

「あたりまえじゃない。いつまでもここにいてほしい。この島の夏は終わらないんだから」

　終わらない夏。寄せては返す波のように、ずっと同じことを繰り返しているような気がする。

「ねえ、日焼け止め塗ってくれるかな」

　気づくと相葉は日焼け止めのボトルを握っていた。塗らなければと使命感に襲われる。そもそもこの島に来たのは日焼け止めを塗るためだったのかもしれない。塗って塗って塗りまくる時間の繰り返し。幸せな時間は終わらない。ずっとこの楽園で過ごすのだ……。

『……いば』

　日焼け止めを手のひらに垂らしていた相葉は、妙みような声に首を傾かしげる。

『おい、相葉』

　その声はどこか遠くから、別の世界から聞こえた。

　どくんと心臓が高鳴り、相葉は周囲を見回す。クリアな背景が粗雑になっていた。きめの細かかった砂浜はコンクリートのように、紺碧の海もペンキのように変へん貌ぼうする。

　逃げようと走った相葉は何かにぶつかり尻しり餅もちをつく。ぶつかったのは壁だった。青い空の絵が描いてある張りぼてだ。海は底が抜けたように水が引いていく。

　相葉の頭に様々なワードが浮かび降ってくる。『学校』『生活』『揉もみたかったんですか？』『日焼け止め』『終業式』『おっぱい』『現実逃避』『優しいゲームの世界』……思いだしてしまった。ここは南の島ではない。狭く汚い四畳半の──。

「うわああああ」

　落下する感覚に襲われ絶ぜつ叫きようする。足が砂浜にずぶずぶと沈んでいく。青い海も空も真っ黒になり相葉は降下した。

　気づくと相葉はゲームコントローラーを握り畳の上で固まっていた。薄暗く蒸し暑い空間は、紛まぎれもなく四畳半の自分のアパートの部屋だった。手足が痙けい攣れんするかのように震える。乾いた口から声が出ず、一週間人間と喋しやべってないことに気づいたのだった。

「よう、相あい葉ば」

　自宅玄関にバラの花束を抱かかえて立っていたのは速はや水み千ち種ぐさだった。

「……めて、ください」

「ん？」

「ドアを、閉めてください。外の光と空気が強すぎるんです」

　相葉は自分の体を抱きしめるようにうずくまった。扉が閉められ部屋は元に戻ったが体は震え続けた。それは千種が運んできた莫ばく大だいな情報によってだった。

　この闇やみの中でも千種は輝いていた。さらさらと揺ゆれる髪はつややかで、デニムのミニスカートから黒いストッキングを穿はいた脚が伸びている。バラの花束よりも甘い香りを発する千種は紛まぎれもなく現実の象徴であり、歪いびつに尖とがって相葉を傷つける毒だ。

「……しに来たんですか」

　何をしにここに来たのだと思った。千種のせいで相葉が一週間かけて作り上げた居心地のよい空間が無残なまでに破壊されてしまった。

「おめでとう。私はお祝いに来たんだよ。結果的に一学期に行われたゲームでお前は勝者となったじゃないか」

　千種は平然と部屋の中に入り、雨あま漏もり用のバケツにバラを生けている。

「勝者じゃないです。あんなの、違う……」

　一学期に行われたゲーム、それはあるチケットを集めるというものだった。十枚でコンプリートとなるチケット──通称おっぱいチケット。

　相葉たちはおっぱいチケットのために戦った。そして実際におっぱいチケットを完成させた男子もいる。彼らは大きすぎる報酬と恩恵を受け取り、失敗した男子たちも真実を見つけ日常に帰還していった。だが相葉は違う。勝者でもなく敗者でもない。それ故ゆえに未だに苦しんでいる。これは紛れもなくおっぱいチケットの呪のろいだった。

　故に相葉は一週間閉めきられたままの部屋で過ごしていたのだ。

　淀よどんだ空気と熱気のこもった暗い部屋。空腹を感じたのは最初の二日間だけで徐々に感覚は薄れていく。暑さも頭の痛みも感じなくなり、ただ画面を見つめる日々。外界との接触を遮断された空間の中で時を過ごす。相葉にとって四畳半のこの部屋がすべてだった。閉ざされた雨戸の向こう側の音も聞こえなくなり、まるでこの空間は自らを守る膜のように思えた。この膜の中で深くえぐられた傷を治していくのだ。いつの間にかテーブルに置かれたサボテンが枯れ、昼夜の区別はつかなくなり、相葉は考えるのをやめていた。

　そうして引きこもり続けるはずだった夏。しかしアパートの扉は開かれた。それは希望と混こん沌とんを運ぶ存在によってだった。

「もう夏休みが始まっているぞ」

　千ち種ぐさが窓に近づいたので相あい葉ばは必死に止めた。

「窓を開けないで！　夏休みなんて始まってない。外は雪に閉ざされた冬なんだ。だから河原でバーベキューしたり海に遊びに行っている男女なんかいない。みんな俺と同じように部屋に閉じこもって過ごしているんです」

　千種は死にゆくペットを看み取とるかのような憐あわれみの表情を浮かべた。
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「晴天続きの夏で、街には下着かと見まがうような薄着の女がうろつきまわっているぞ。男女で海や山に出かけ、お前以外のみんなは夏休みを満喫している。ここに来る途中でだって、小学生の男女が手を繋つないで歩いているのを見た」

「うわー聞こえない、聞こえない！」

　相葉は両手で耳を押さえてのたうち回った。

「相葉、私なら素晴らしい夏休みをお前に与えてやれる」

　この蒸し暑く異臭の漂う部屋の中で、千種はキラキラと輝くような笑えみを浮かべた。彼女は片かた膝ひざをついて相葉にそっと耳打ちする。

「この薄汚れた惨みじめな時間からお前を救ってやれるのは私だけだ。私はお前が持っておらず欲しているものを与えてやれる。その場を作ってやれるのだ」

「……そだ」

「お前は今度こそ完全な勝者となる。そして今度こそ女子のおっぱいを──」

「嘘うそだ！」

　相あい葉ばは肩に回された手を振り払って怒号を上げた。

「嘘だ、もう騙だまされない。何を言われてもこの部屋から出ません。何な故ぜなら世界は苦痛と悲哀に満ちているからです。楽しい夏休みなんて認めない。この部屋にいれば苦しくないですし、量子的にいえば観測しなければ夏は来ていないことになります」

「相葉、ずっとこの蒸し暑い部屋でゲームをしてるつもりか？　ほら、飲み物を買ってきたから冷たいものでも飲んで頭を冷やせ」

「もうおっぱいなんて卒業しました。そんな信仰を捨てたんです。馬ば鹿かげた幻想を捨てて俺は現実を生きることにしました。大人という存在に昇しよう華かしたのです」

「手に入れてないものを捨てられるわけがない。パープリンな女子大生がやる自分探しの旅のように無む駄だなものだ。元から持っていないものは見つかりもしないし捨てられない」

「もう俺は疲れました。現実ってやつを体が拒絶するんです」

『じゃあ海で遊んじゃおうよ』

　声はパソコンからだった。千ち種ぐさが相葉をそっと押しのける。

　画面の中は南の海だった。紺こん碧ぺきの空と海と潮しお騒さい。中央にはビキニの女性が表示されている。

『相葉君はずっとこの島で過ごせばいいよ』

「エロゲーにはまってるのか」

　千種が相葉の手からコントローラーを奪うばった。

「ち、違います。別に変なゲームじゃないです。人工知能搭載で実際に対話できるっていう、未来のロボット工学に役立ちそうなゲームなんです」

　相葉の声も認識し、声を掛ければ返答があるのだ。

『ねえ相葉君、塗って』

「何を塗るんだ？」

「サンオイルとか、日焼け止めとかチョイスできます」

「塗ってどうするんだ？」

「ただ塗るだけです。ずっと塗り続けるんです」

　千種がコントローラーを動かすと、手の形のカーソルが女性の胸に触れた。

『も、もう！　そこは頼んでないでしょ、相葉君のエッチ！』

　女性が恥ずかしそうに抗あらがいプルンと胸が揺ゆれた。

「な、な、な、なんですか、なんです？」

　別に悪いことをしているわけではない。パソコンは粗大ごみで拾い、ゲームソフトもクラスメイトに借りたもので正規のルートで手に入れた。内容は延々とオイルを塗るもので、目的は海辺の強い紫外線から女性を守る、というものだ。自分は彼女の肌を守るためにやっている、だからそんな目で見るな……。

「なあ、相あい葉ば」

　千ち種ぐさはコントローラーを置き、相葉の耳元で囁いた。

「お前は信仰を失っていない。胸の中には希望と野望が残っている」

「そんなこと、ありません。俺はもういいんです。おっぱいなんてどうでもいい」

「じゃあ、こんなゲームをしている最中にも大事そうに握っているそれはなんだ？」

　千種の言葉に相葉は体を凍りつかせた。

「お前は、まだ希望を捨ててない」

　相葉の手の中にあるのは十枚のチケットだ。

「これがお前の希望だ。しかし完成されたチケットを使うこともできないため、こんな偽物のちゃちな代替品でごまかしている」

「ち、違う、そんなんじゃない」

「お前は本物のおっぱいを求めている。だから、こうして大切に握っているのだろう？」

「別に大切に握ってないし……」

「では、私が預かろう」

　千種にチケットを奪うばい取られ、相葉は悲鳴を上げた。

「それは俺のです、返してください！」

「目を覚ませ、お前はこの呪のろわれたチケットに心を奪われている」

「返してよお、これは俺のなんだ」

　相葉は必死で千種から十枚のチケットを取り返し、そのままうずくまる。ほんの少しだけ体から離しただけで強烈な痛みを発した。すでにこれは自らの一部なのだ。肉体に深く根を張っているために離れることはできない。

　それは完成されたおっぱいチケットだった。チケットには高たか橋はし唯ゆいと名前が書かれている。一学期に行われたチケット争そう奪だつ戦で、相葉はクラスメイトである高橋唯のおっぱいチケットを集めることに成功した。それは彼女のおっぱいを揉もむことができる、という意味に他ならない。

　……しかし揉んでいない。

　チケットを完成させても揉む決意ができず、こうして抱かかえている。どうしたらいいのかと疑問と葛かつ藤とうが渦うず巻まく中、チケットは相葉の肉体の一部と化したのだ。

「それは長く持ちすぎると頭をおかしくする。人間が持っていいものではないのだ。おっぱいチケットが分割されているのは眩まぶしすぎる希望だからだ。完成されてしまったチケットは悪魔のように人間を蝕むしばんでいく。……だから早く使って消滅させろ」

　──おっぱいチケットを使用する。確かにそれが最良だ。しかし、おっぱいチケットを使って唯との関係を崩したくなかった。最後の一枚をくれたのは唯本人だったが、彼女は相葉が九枚を持っていることを知らなかったはずだ。このチケットを使うのは、唯への裏切りにならないか。ああ、おっぱいは確実に手の中にあるというのに、なんで揉めない……。

「使えないのなら──燃やせ」

　相あい葉ばは、唖あ然ぜんと顔を上げた。

「燃やせ、だと？」

「そうすればお前の魂は解放される。呪のろいを解き放つ唯ゆい一いつの方法だ」

　唯ゆいのおっぱいを燃やすだと？　燃え上がる唯のイメージを見て全身に鳥肌が立った。そんなことをできるはずがない。これは相葉が戦い手に入れた未来であり希望なのだ。

「これは俺のだ。俺が持ち主なんだ。愛いとしいチケット……」

　相葉はチケットに頬ほおずりする。こうしていると唯のおっぱいに触れているかのようだ。

「お前のものだと思うか？　すでにチケットはお前の手から離れ、お前を支配しようとしている。おっぱいチケットは持ち主の欲望に付け込むのだ。それを防ぐには炎に投げ込み灰にするしかない」

「そんなの嫌いやだ、ずっとこれを握って一いつ緒しよに暮らすんだ。いつか揉もめるだろうあれを想像して過ごすんだ。幸せだ、俺はこれですごい満たされる」

　完成されたおっぱいチケットさえあれば他に何もいらない。握り続けて気づいたのだ。これは使ってはいけない。ただ握っていれば幸せになる。おっぱいは有限の物質だが、想像力は無限大だからだ。

「このチケットをじっくり観察したりなでたり擦こすったり、時にはスケッチしたり匂においを嗅かいだりして過ごすんです。そしたらある日おっぱいが出現するんだ……」

「……手遅れか」

「だから放っておいてください。俺はこれで幸せなんです。ずっとここにいるんです」

『うれしい、ずっとここにいてほしい』

「こうしてると彼女も喜んでくれますし」

『うんすごい楽しい。女の子は特別なデートがうれしいの。プライベートビーチでふたりっきりで泳いだり、泳ぎを教えてもらったり、海に浮かんでふたりで月を見上げたい』

「積極的に会話に入ってくるんだな」

　千ち種ぐさはコントローラーを手に取った。日焼け止めアイコンをクリックすると、白い液体が女性の体にかかり、それを手のひらカーソルで伸ばしていく。

『やだ、くすぐったい』

「高たか橋はし唯に似ているな」

　千種が塗りながらボソッと呟つぶやいた。

「ユウカっていうんです」

　ユウカは確かに高橋唯に似ていた。だからこそ相葉は選択したのである。かつて相葉は一回だけ唯の水着姿を見たことがある。水泳部なので競泳水着なのだが爽さわやかで眩まぶしかった。

　現在の高橋唯は隣の席のクラスメイトという関係だ。しかし、それはおっぱいチケットを手に入れるまでの話だ。今の相あい葉ばは唯ゆいのおっぱいチケットを持っている。唯は手の届く場所にいる。いや、おっぱいを揉もめるということは論理的には彼女を手にしたと同義なのでは？

「唯は夏のような女の子なんです。爽さわやかで透き通っていて、でも秋の風のように涼やかで冬のような冷静な部分もあって……なんていうか想像力を掻かき立てるんですよね。そんな女の子がおっぱいを持っているなんて、ってびっくりしちゃうんです。アンバランスさの妙みようっていうんでしょうかね。サランラップに包んでフリーズして永遠に保存しておきたい」

「お前、いろいろとキモイなあ」

「たぶんこれは解答の出ない問題なんです。だから俺はこうして日焼け止めを塗り続けてたんです。塗り続ける、ただ純真に塗り続ける……」

　向こう側の世界も時間の概念があるので、空が少しずつ赤く染まっていく。夜になると女性はホテルに戻っていくので、朝になるまでぼんやりと待つことになる。なので今のうちに塗る必要があった。

　相葉は千ち種ぐさが操作する画面をじっと見つめた。至高の時間だった。自分は誰よりも幸せな時間を過ごしている確信があった。苦しく悲しみに満ちた外の世界と違い、この想像力の世界は優しく美しい。一日のほとんどをこの仮想の世界で過ごせばこちらが現実だ。痛みなどを感じない世界。だから塗って塗って塗りまくる……。

『サンオイル塗るの、うまいね』

　千種は異常に慣れた手つきで、ビューイングシステムで視界を変更しながら背中や腰のラインを塗っていく。オイルを塗るのは手の形のカーソルを介してだが、まるで自分の手で塗っているかのように錯覚する。オイルにまみれた肌の感触がリアルに伝わってくる。

　四畳半の部屋にザバザバと波が押し寄せてきた。足元は畳でなく真っ白な砂に変化し、木目の天井は夕暮れの空となった。素足を冷たい波が濡ぬらし潮風が相葉を包み込む。顔を上げると、目の前にはユウカが立っていた。

「相葉君、もっとサンオイルを塗ってほしいな」

　相葉は彼女にオイルをかけて、直接手でゆっくりと延ばしていく。手に跳はね返ってくる肌の弾力、サンオイルで醸かもしだされる何物にも代えがたい摩ま擦さつ、これがサンオイルの使い方なのか、至高の摩擦というものなのか。このまま手を滑すべらせた振りをして彼女の胸を……。

「じゃあ、また明日ね」

　島に夜が訪れユウカがホテルに戻っていく。幸せな時間が終わりを告げた。波も砂浜も消え失うせ、相葉は再び四畳半の部屋に戻った。パソコン画面には無人の砂浜が映っている。

「……え？」

　画面にふと人影が現れた。月明かりに照らされる浜辺に立っているのはユウカだった。

『戻ってきちゃった』

「ずっとこのゲームをやっていたから、ユウカと仲良くなったようだな。友好ポイントのような隠れパラメーター設定があり、一定以上超えたために夜でも塗れる」

　相あい葉ばはごくりと唾を飲み込んだ。夜で人目を気にしなくていいためか、ユウカの水着は今まで見たことがない極小布地のビキニに変わっていた。

『あ、気持ちいい……』

　そして初めて面するユウカの反応だ。これはどういうことだ？

　千ち種ぐさの手は少しずつ胸へと近づいている。一気にいかず、ときには指先や足の先などポイントを変える。この焦じらし方が素晴らしい。胸を触さわりそうで触らない、ときには手の平で、ときには指先で……。

「すげえ、もしかしたら揉もめるかも？　嫌いやがられずちゃんと唯ゆい、いやユウカのを……」

「お前、心の中で唯って呼んでただろ」

『恥ずかしいけど……水着の下も塗ってほしいな』

「きたー！」

　相葉は叫さけんだ。隠しコマンドがあるらしき噂うわさを聞いたことがあるが、本当に水着を脱いでくれるとは。

「早く、先輩早く」

「落ち着け。ここでミスったら最初からやり直しだぞ」

　千種は冷静にカーソルを動かす。カーソルをピンポイントで目当ての皮ひ膚ふに添え、決して急がず焦あせらない。塗りながら「きれいな肌だね」なんて褒ほめたりとしている。これが摩ま擦さつコミュニケーションの完成された形なのだ。そしてついに指はビキニのトップを結ぶ紐ひもへ……。

『ねえ、私との出会いを憶えてる？』

　ユウカが画面越しにこちらを見ていた。

『本当は泳ぐ気はなかったの。ただ傷ついた心を癒いやそうと海に来ただけ。もしかしたら私を追いかけてきてくれると思った、追いかけてきてほしかった。でも来てくれなかった』

　相葉はここで初めて、ユウカが失恋して南の海に来ていたことを知った。

『でもね、その代わりにあなたに会ったの。初めて会ったのに初めてじゃない気がした。心臓がドクンって高鳴って瞬まばたきしたの。そうしたら世界は変わってた。海も空も砂浜もこんなに美しくなってた。だから水着を買ったんだ』

　相葉とユウカは画面を介し二つの世界で見つめ合う。

『私をここから連れだして。瞬きしている間に私をさらってほしいの。女の子はいつでも待ってるの。男の子が勇気を出してくれるのを待ってる』

「ユウカ……」

『あなたは私との出会いを憶えていてくれてる？』

「もちろん、憶えてるよ！」

『……憶えてる？　最初に私は何色の水着を着てたかも憶えてる？』

「え、え、え？」

　画面に、赤、青という選択肢が出てきた。相あい葉ばは唖あ然ぜんとして千ち種ぐさを見る。

「何色だった？」

「そんなの憶えてないっすよ」

　ユウカとの出会いは浜辺だった。第一印象は唯ゆいに似ているな、ということだった。それから他のキャラクターには目もくれず、ひたすら彼女と過ごしていた。その時間が長すぎて最初の水着の色など憶えていない。

『それって私の好きな色なんだ。この銀色の砂浜にぴったりの色よ』

「たぶん、この選択に失敗するとユウカ攻略は不可能だな。最近のモードでユーザーはゲームにフェアさを求めている。やり直しができないということは、プレイヤーにとってマイナスではあるが、リアルに近づきフェアだということだ。つまり、一度大きな失敗をすれば取り返しがつかない」

「最初からやり直しってことですか？」

「違う。このゲームはキャラクターがランダム作成だ。性格や容姿、体つきに言葉遣いに名前。莫ばく大だいな要素をランダムで組み合わせて登場させる。それらの組み合わせは何百億通りになるはずだ。つまりユウカ攻略に失敗すると、このユウカは永遠に失われる」

「そんな……。じゃあ、どうすれば」

　相葉は千種から奪うばい取ったコントローラーを握って固まった。唯、いやユウカはどの色が好きなのだろうか。この選択に成功すれば水着越しじゃない胸を揉もめる。サンオイルをいっぱい塗ることができるのだ。

　ついにおっぱいを、オイルにまみれたおっぱいを揉める。相葉は画面を見つめながらじれったくコントローラーを握る。カーソルを選択肢に動かしてはキャンセルするを繰り返す。そのたびに視点がわずかに変わりユウカの胸が動いた。カチカチとボタンを押し視点を変えるとまるでユウカの胸が揺ゆれているように見える。カチ、カチ、カチ、カチ……。

　……おお、すごく揺れてる。

　カチ、カチ、カチ、カチ……。

　……なにしてるんだ？　俺はなにしてんの？

「うう……」

　呻うめき声は相葉の喉のどの奥から出たものだった。相葉は顔を覆って嗚お咽えつした。体の震えと動どう悸きが止まらない。

「どうした、相葉」

「苦しいんです。こうしてふっと現実に返っちゃうんです。こんなことをしている間にも、クラスメイトの女子たちはどうしているかって思います」

　──夏。画面の世界と同じく夏が来ているのだ。相葉は唯のおっぱいチケットを完成させ、他の女子も完成間際までいった。クラスの女子のほとんどのおっぱいを手にしかけたのだ。

「もしもこの夏に揉もまれたら、って思うと、苦しくなるんです。胸が痛くて痛くてたまらない」

　相あい葉ばは千ち種ぐさが買ってきたジュースを一気飲みして呻うめいた。

「だからこうして引きこもっていたのか？」

「せめて唯ゆいは守ろうって。だからチケットを握ったままこうして隠れてるんです。チケットを外に出さなければ大丈夫だって」

　完成されたおっぱいチケットは両もろ刃はの剣つるぎだ。少しでも危険を減らすためにはこうしてチケットと共に隠れるしかない。

「お前は大切なことを忘れている。おっぱいチケットを隠したからといって、おっぱいを守ることにはなりえない。おっぱいは隠すことも消すこともできない、たとえ一時的に失われたとしても何度でも蘇よみがえる。何な故ぜならおっぱいはすべての男子の夢だからだ」

　千種に言われるまでもなく理解していた。しかし、相葉は残酷な外の世界に出ることができなかった。やはりこれはおっぱいチケットの呪のろいなのだ。

「世界はおっぱいが増え続けている。世界の人口は一分間に約二百五十人増えているといわれている。半分の百二十五人が女だったとしたらおっぱいは二百五十個ずつ増加し、お前の憂ゆう鬱うつも増えていく」

「俺はずっとこんな感じで女の子たちのおっぱいを心配しなきゃいけないんですか？　そして唯の完成されたチケットを握って守り続ける。夜は心配して眠れず、日中は現実逃避しながらも女子たちの胸を心配して時を過ごす……」

　これが本音だった。この四畳半の世界を幸せだと感じたことはなかった。ただ辛つらく残酷な現実から目を逸そらしたかったのだ。

「おっぱいチケットなんてなければよかった」

　あまりに強い光を見たために目がくらんでしまった。もう自分はまともな生活に戻れないのかもしれない。

「助けて、助けて先輩」

　相葉は千種の脚にすがりついた。千種のストッキングを必死に抱きしめる。

「びしっと言ってください。誰々曰いわくみたいな感じの名言をくださいよ」

「えーと……」

　千種は画面に目を向けたまま首を傾かしげた。

「甘えるな！　誰かが曰く、パンツを見せてもおっぱいを見せるなと。女子は玉ねぎだ。一枚ぐらいいいやと脱いでいるうちにすべて消えてしまうのだ」

「ううっ、びっくりするほどなんのメッセージ性もない！　もっとびしっと怒ってよお」

「馬ば鹿か！」

　バシッと音がし頬ほほを平手打ちされた。相葉ははっと千種を見る。

「馬ば鹿か、クズ、間抜け、変態、脚フェチ、引きこもり、摩ま擦さつ、陰気野郎、おたんこなす！」

　千ち種ぐさは罵ののしりながら、相あい葉ばに平手打ちを続ける。

「痛い、ちょ、ちょっと待って、それじゃあただの暴力でしょ！」

　相葉は悲鳴を上げてうずくまった。

「相葉」

　そっと顔を上げると千種がすがすがしい表情をしていた。

「私はお前を助けるためにここに来た。おっぱいチケットの呪のろいは自分自身で解かねばならない。そのためのゲームを用意した。いや、もう始まっている」

「もうゲームは……」

「やるしかない、戦うしかないのだ。立ち向かうのが男だろ。答えがわかったような顔をして高校生活を送ってはならない。いつまでも探し続けるんだ」

「先輩……」

「もう夏は始まっているぞ、相葉」

　千種がそっと相葉の頭をなでた。妙みように体がふわふわとする。頭が働かず思考が混こん濁だくしていくのがわかった。なんだか海に浮かんでいる気分だ……。

　またも部屋に波が押し寄せてくる。相葉は海にいるイメージを見た。

　赤く染まる海をバックにした夕暮れの砂浜。そこに立っているのは真っ白なワンピース姿の女の子だ。彼女は波打ち際で遊んでいる。相葉の体は動かない。声もかけることができなかった。目の前の彼女はユウカでなく……唯ゆいだった。

　月が光を発し砂浜を銀色に染めた。ゆっくりと唯がこちらに近づいてくる。そして彼女はワンピースの肩かた紐ひもをほどく。ストンとワンピースが足元に落ち水着姿となる。

「相葉君」

　それは紛まぎれもなく唯の声だった。

　唯がこちらに手を差しだすのが見えた。暗くら闇やみの中で少しずつピントがずれていき、唯の姿が薄れていく。彼女の表情はとても寂しげに見える。

「相葉君、私を追いかけてきて」

　唯の声が小さくなった。

　そして暗転……。




　どれくらい時間が経っただろうか。目を覚ますと千種の姿はなかった。

　そばには千種が持ってきたらしいジュースの空き缶が転がっている。よく見るとそれはアルコール入りで、すきっ腹でこれを飲んだために眠ってしまったのだ。まだ少しだけ頭が痛い。

　パソコン画面を見ると、そこはまだ夜だった。ユウカのバストショットの前に選択肢が出た状態で固まっている。

　相あい葉ばはコントローラーを取ろうとして、テーブルの上に見慣れないものがあることに気づいた。それはスマートフォンのような機器だった。手に取ってみると、画面にメッセージが表示されていた。




　窓を開けて、そして夏を始めて。




　パソコン画面を見ると、ユウカが変わらず問いかけている。

『赤、それとも青？』

　画面に向かって話しかけたが返答はなかった。彼女はにこにこと笑ったまま相葉の選択を待ち続けている。一週間過ごした世界の時は止まったままだ。

　唯ゆいはどちらの色が好きなのだろうかと思った。しかし相葉は唯の電話番号はおろか、メールアドレスすら知らない。おっぱいを揉もむ資格を持っているというのに何も知らない……。

　──もう夏は始まっている。

　相葉は窓に近づき雨戸を開け放った。

　眩まぶしい光に目を細める。

「夏だ」

　確かに夏休みは始まっていた。

　そして相葉にとって一度しかない高校一年生の夏の始まりだった。
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　──夏。

　なんという残酷な言葉なのだろうか。学生たちの思い出の夏。マスメディアはこぞって高校生たちの性の乱れなどを特集し、当の高校生たちを焦あせらせる。何もない夏休みを送る高校生はいないのでは？　ぼんやりしているのは自分たちだけなのではないか？

　──スイカを割ろう。

　焦ったクラスの男子が言った言葉だった。

　夏といったら海だ。リア充たちは男女で海に泊まりに行って、スイカ割りをして、バーベキュー、花火、そして夜の浜辺を歩くのだ。自分たちも乗り遅れるわけにはいかない。何かしなければモノクロの夏休みで終わってしまう。なんの思い出もない夏休みなんて嫌いやだ、嫌だ……。

　そこで副クラス委員長の佐さ々さ木きが言った。落ち着け、と。まずは段階的に問題を解決していくべきだと。階段を上るには一段ずつだ。つまり一つずつ問題をクリアするのだと。

　で、スイカを割ろうとの言葉に繋つながる。

　相あい葉ばも思った。スイカを割れば何かが変わるのでは、と。

　そしてそのスイカ割りを決行する日は今日だ。カレンダーの今日に丸がつけられている。海ではなく公園でスイカ割りをすることになっていた。

　相葉は部屋の窓に群がる雀すずめに餌えさをやりながら外に出ようと決心した。外部の情報を遮断したからといって何も変わらない。相葉は一週間引きこもってその現実に気づいたのだった。

　顔を洗って歯を磨く。鏡の自分の顔はとてもげっそりとしていた。ほとんど飲まず食わずで彼女にサンオイルを塗り続けていたのだ。パソコン画面にはまだ選択肢が残っている。

「ユウカ？」

　返答はなかった。画面で微ほほ笑えむ彼女はじっと返答を待っている。使い捨てのキャラクターに最初は性的な視線を向けていた。しかし交流しているうちに少しずつ惹ひかれていった。薄暗い部屋に閉じこもっていた相葉の精神を救ってくれたのは紛まぎれもなく彼女であり、数億分の一の運命の出会いだった。

　答えを待ち続ける彼女を見て、もう無む邪じや気きにサンオイルを塗る関係に戻れないことを悟った。水着を脱ぎ捨てるほどの関係になるか、終わるかしかない。ずっと同じ関係を続けることは不可能なのだ。

「出かけてくるね」

　相葉はスマートフォンをポケットに入れ、彼女に背を向け一週間ぶりに外に出た。

　外に出ると強烈な熱気が相葉を襲った。日差しがじりじりと相葉の体力を削っていく。なんだか試されているような気がした。この夏と戦う意思があるのか、と。

　相葉はそんな夏の街をとぼとぼと歩きながら、未だに握っていたチケットをポケットに入れた。おっぱいチケット、これをどうするべきかの結論はまだ出ない。揉もむ関係に進むのか、それとも唯ゆいとの関係が跡形もなく消滅してしまうのか。問題は棚上げされたまま夏へと突入してしまった。

　おっぱいチケットとは物事が変化する特異点なのかもしれない。女子との関係は少しずつ変化していくわけではない。いつの間にかおっぱいを揉もんでいるということはありえず、ある特定のポイントでがらりと変わるのだ。ユウカの水着の色のように選択を迫せまられる。

　と、相あい葉ばは足を止める。石畳の路地に花屋があり、店頭を掃除している女の子の姿があった。路地を風が通り抜け彼女のスカートをふわりと揺ゆらす。

　相葉は反射的に目を逸そらしてしまう。ずっと引きこもっていた理由に女子たちとの関係の変化があった。一学期に行われたおっぱいチケット争そう奪だつ戦にて、相葉は女子たちのチケットをかき集めることに成功した。しかし、それは女子たちに知られることになった。

　つまりおっぱいを揉みたい、という感情が漏もれてしまったのだ。そこから相葉と女子たちの関係が少しずつずれていった。顔を赤らめたり、相葉を見つけると恥ずかしそうに逃げていったりと。相葉も彼女たちの目を見ることさえできず、ぎこちなさは増すばかりだった。そして相葉は耐え切れずに引きこもったのだった。

　恐る恐る視線を戻すと、秋あき野のマリがはにかむように微ほほ笑えんでいた。

「相葉君、おはよう」

　エプロン姿のマリが箒ほうきとちり取りを持っている。ふたりの視線はぎこちなく動きぴたりと合うことはなかったが、彼女の表情は自然なものだった。マリとは小学生の頃からの知り合いなので、おっぱいチケットの件があっても関係を維持できていたのか。

「手伝いしてるんだ。親戚のお店だっけ？」

　相葉の声は震えていた。マリに焦点が合わず全体がぼやけている。日常ではずっと自然に接していたはずなのに、どうやって会話していたのかすら思いだせない。

「うん、式場に花のセッティングに行くとお店に誰もいなくなっちゃうから店番で」

「そ、そっか、大変だね」

　それでも相葉はなんとか会話を維持する。認めたくないが千ち種ぐさがいいリハビリになったようだ。もしかしたら彼女は相葉たち後輩のことを思ってくれているのでは、と思った。

「相葉君はどこ行くの？」

　マリは相葉が引きこもっていたことを知っているのだろうが、あえて触れなかった。

「あ、ちょっとスイカ割りに行こうと思って」

「ふふっ、面白いね」

　マリはおかしそうに笑った。花に囲まれた彼女はまるで妖精のようだ。マリのふわふわした雰ふん囲い気きにはやっぱり花が似合う。ミカンは炬こ燵たつの上、ベイスターズは一番下、マリは花の中。薄着の彼女はとても眩まぶしくマリ自体が光を発しているかのようだ。エプロンをしているので正面から見ると何も着ていないかのように錯覚してしまう。雰囲気も含めて全体的に柔らかそうなマリだった。相葉はこのマリのおっぱいチケットも九枚まで集めることに成功したのだ。だとしたら、このエプロンをはぎ取る権利ぐらいはあるのではないか？　高校一年生の夏のマリの姿を隅々まで観察したい……。

「馬ば鹿か！」

　相あい葉ばがそばにあった電柱に頭を打ちつけると、マリが悲鳴を上げた。

「なんでもない。ちょっと暑くてふらふらしただけ。そろそろ行こうかな」

「そ、そっか、びっくりしたあ。じゃあちょっと待ってて」

　マリは店の中に入ってく。短めのスカートから無防備に足を露ろ出しゆつした後ろ姿だったが、相葉は必死に視線を逸そらした。こんなにも爽さわやかなマリを変な目で見るわけにはいかない。ただでさえ揉もみたい気持ちがばれているのだ。

　少しずつ関係を戻していこうと相葉は思った。焦あせる必要はない、この夏休みを使ってゆっくりと女子と仲良くなる。おっぱいチケット争そう奪だつの戦いはもう終わったのだ。パンツは光、おっぱいはふわふわの入道雲に昇しよう華かし──夏が到来した。

「はい、相葉君。いっぱいもらったから一つあげる」

　いつの間にかマリが戻ってきており、相葉に大玉のスイカを手渡した。

「マリたんは夏休みの間、ずっとバイト？」

「バイトと部活かな。相葉君も何かやればいいのに」

　マリは水泳部に入っているはずだ。

「まあ、友達と遊んでやらないといけないからさ。あいつら、相変わらず馬鹿だから」

　相葉はスイカを抱かかえながら答えた。

「男の子たちは変わったよ」マリは小さく笑う。「だから、相葉君も頑張って」







　マリの花屋を立ち去り、相葉は約束の公園にいた。

　ベンチに座ってクラスメイトを待つ。噴水では子供たちが水浴びをして遊んでいる。芝しば生ふの木陰に座る恋人たちの姿も見える。それらは健全な光景だった。空の入道雲は様々に形を変え、芝生に設置された日時計の影がゆっくりと動いていく。とても気持ちがよかった。淀よどんだ室内と空気が違う。

　相葉は男子たちを待ち続ける。チケット争奪戦の過程でむきだしの感情をぶつけ合いわかりあった友人たちだ。ほとんどの男子がおっぱいチケットを完成させることなく散っていったが、それでも真実を手に入れた。おっぱいの代わりに強固な友情を手に入れたのだ。

　中にはおっぱいチケットを完成させた男子もいる。師し匠しようと呼ばれる男子は、恋人の岩いわ崎さきさんのおっぱいチケットを完成させた。そして相葉の親友のウッチーこと内うち田だも、クラスのヒロインといわれる仲なか村むら愛あい美みのチケットを手に入れた。

　しかし相葉は彼らを恨うらんではいない。彼らは勝者だからだ。そしてそれ以外である相葉たちは、ゆっくりと傷を癒いやすしかない。だからこそ休息が必要なのだ。

「…………」

　スイカを抱かかえたまま時間だけが過ぎていく。まさか約束を忘れているのではないか？　いや、もしかしたら彼らは相あい葉ば以上に傷つき引きこもっているのかもしれない。

　そのとき公園の遊歩道を歩く男子たちの姿を見つけ、相葉は立ち上がった。

「おい、みんな！」

　相葉はスイカを抱えて走り安あん堵どする。彼らは無事だったのだ。

「おう、相葉」

　六人ほどの男子たちが相葉を見つけて手を上げる。

「早速やろうぜ。ほらスイカもらってきたし」

　彼らはぽかんとした様子で顔を見合わせた。

「ほら、スイカ割りする約束しただろ」

　少しだけ間が空き、彼らは弾はじけるように笑い始めた。

「男だけでスイカ割りなんてするわけないだろ」

「一段階ずつクリアするって言っただろ。リア充になるためにって。なあ、佐さ々さ木き」

　相葉は佐々木の姿を見つけて呼びかけた。しかし、彼は大きく溜ため息いきを吐つく。

「この夏休みは一生に一度しかないんだぞ。そんな馬ば鹿かなことに割さく時間なんてない」

「な、なんだよ」

　相葉は冷たい言葉に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「それより、相葉はずっとどうしてた？　終業式にも来なかっただろ」

「俺は家にいた。ちょっと、おっぱいチケットのことで傷ついてて……」

　佐々木はその言葉に苦笑いし、相葉の肩に手を添える。

「未だにおっぱいチケットとか言ってるのか。目を覚ませ、あれはただのお遊びだった」

「そういえば、そんなくだらないチケットがあったよな」

　男子たちも顔を見合わせて笑っている。こちらを見下すその笑いは明らかに嘲ちよう笑しようだった。なんで自分が笑われてるのか理解できず頭に血が上った。

「おい、俺たちは全力で戦ったんだろ。それをくだらないっていうのかよ！」

　相葉は佐々木の腕を振り払って叫さけんだ。引きこもっていた自分を笑われるのはまだいい。しかし、あの戦いを馬鹿にすることは許せなかった。おっぱいチケット争そう奪だつ戦は嗚お咽えつと苦痛にまみれながらも真実だった。すべてを吐はきだし戦ったのだ。

「おっぱいおっぱい、うるせえよ」

「なんだと？」

　相葉はそう吐き捨てた男子の胸ぐらをつかんだ。

「おっぱいは俺たちの青春だろうが。女の子はそれを大切にして、俺たちもそれを崇すう拝はいする。それなのにお前らの態度はなんなんだ。希望と絶望が表裏一体で神でもあり悪魔でもある。今ならそれが理解できる。おっぱいを神にも悪魔にもするのは俺たち次第なんだよ！」

「まあ、待て」と、佐さ々さ木きが割って入った。「よく考えろよ。あのシステムはおかしかった。おっぱいチケットって女子に失礼だと思わないか？」

「……え？」

「そもそも先におっぱいを揉もむっていう設定がおかしかった。社会的な常識からいうと、恋人になってから揉むんじゃないかって俺たちは気づいたんだ。揉みたいが先にあるんじゃなくて、好きだとか愛情とか純真なものが先にあるべきだろ」

「え、え、え？」

　相あい葉ばの手からドスンとスイカが落ちた。

「だから、おっぱいチケットよりも恋愛だよ」

　そんな声はほとんど相葉の耳に入らない。鼓こ動どうが激しすぎて意識を保っているだけで精いっぱいだった。足元にいくつもの水滴が垂れ落ち、雨が降ってきたのかと思ったが、それは自分自身の冷や汗だった。

「一番大切なのは女子の気持ちだよ。おっぱいが先じゃない」

　男子たちが相葉の背中をぽんと叩たたいて歩き去る。

「俺たちはもう、女子たちと何回もデートしてるぜ。相葉も夏休みを楽しめよ」

　相葉は彼らの後ろ姿を見送り立ち尽つくす。カラスの鳴き声が聞こえた。

「デート？」

　デートという単語が消化できずに口から抜けていく。しばらく考えて男女で遊びに行くことだと理解する。自分が引きこもっている間にそんなことになったのか？　離れていく彼らが絶望的な距離にいるように感じる。ほとんどの女子のおっぱいチケットを完成させる寸前までいったというのに、現実ではあっさりと追い抜かれた。やはりおっぱいチケットは幻想だったのか、それともここは異世界なのか……。

「俺はウッチーにはならねえ」

　最後にそうつぶやいて佐々木が歩き去っていった。

「え、ウッチー？」

　内うち田だがどうしたというのだ？　彼はおっぱいチケットを完成させた勝者だった。恋人という段階をすっ飛ばしておっぱいを揉んだはずだ。

　──男の子たちは変わったよ。

　相葉が引きこもった空白の時間に何が起こったというのだ。

「みんな変わってしまった」

　声に振り向くと、ひとりの男子がスイカを拾って歩み寄ってきた。

「師し匠しよう！」

　彼は相あい葉ばのクラスで唯ゆい一いつ彼女がいる男子であり、尊敬の念から師し匠しようと呼ばれている。そして、おっぱいチケットを完成させた人間だ。

「どういうことだ、何があったんだ？」

　相葉が詰め寄ると、師匠は悲しそうに首を振った。

「俺以外は変になっている。そしてウッチーは……壊れてしまった」




　　　　＊




　そこは河か川せん敷じきだった。

　真夏にもかかわらず野球をやっている光景があり、川を眺ながめるカップルもいる。そんな鉄橋下のなだらかな芝しば生ふにぽつんと座っている彼の姿があった。

「ウッチー……」
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　相葉は呆ぼう然ぜんと内うち田だを見つめた。内田は膝ひざを抱かかえてじっと空を見つめている。まるで石像のように動かない。

「呼びかけても反応しないんだ。数日前まですっごく楽しそうだった。俺は勝ち組でリア充の夏休みを過ごすんだってはしゃいでたのに、今では廃人のように河原で空を見つめる毎日だ。たぶん、ウッチーの心は壊れてしまった」

　何が内田を空っぽの人形のようにしたのか。座る内田はなんだかスカスカの空気のようで、瞳ひとみにはまったく生気がなかった。河原にあまりに溶け込んでいて、先ほどは犬にマーキングをされていた。

「……い、ば、か？」

「え？」

　相葉と師匠は内田を向いた。抜け殻のような内田が喋しやべったような気がしたのだ。

「あ、いば？」

「そうだ相葉だ。ウッチー、しっかりしろ！」

　相葉は膝をついて内田の体を揺ゆすった。彼の体には全く力が感じられない。

「何があったんだ？　ウッチーはおっぱいを揉もんだんだろ？」

　内田は微かすかに笑った。

「……おっぱい。なんだか懐かしい響きだなあ」

　相葉は愕がく然ぜんとする。内田がおっぱいという言葉を忘れるはずがなかった。一日中おっぱいのことを考え続ける男なのだ。それなのに何な故ぜ。

「間違っていたのかなあ。おっぱいを揉んだだけで高く跳とべると思っていたのかなあ……」

　内田はそれだけ言うと目を閉じた。そして相葉と師匠がどんなに呼びかけようとも反応しなくなった。再び内田の心は深い水底に沈んでいった。

　あまりに惨みじめな内うち田だの姿を見て、相あい葉ばの目に熱いものがこみ上げた。内田は揉もんだはずじゃないのか？　クラスのヒロインの仲なか村むら愛あい美みことアイミンのおっぱいを……。

「きっと何かが始まった。そしてウッチーは何かに失敗した」

　師し匠しようは悲しそうに首を振った。

「夏だ。この夏がいけないんだ」

　相葉はそう思った。夏っていうキーワードだけで誰もが焦あせってしまう。そして内田は焦るあまり足を踏ふみ外してしまったのだ。

「くそっ、惨みじめだ。あまりに惨めだ」

　相葉はぐっと歯を食いしばって涙をこらえる。師匠も両手のこぶしを握りしめ空を見上げていたが、ふと何かに気づいたように我に返った。

「どうした師匠？」

　相葉は川沿いの小道を歩いてくる女子の姿を見た。ブラウンの布地のロングワンピース姿で、ファッショナブルな麦わら帽子を押さえながら歩いてくる。あまりに綺き麗れいな歩き姿に相葉は息をのんだ。

「岩いわ崎さきさんとボートに乗る約束してるんだよね」

　師匠は「じゃ」と相葉に手を振り彼女である岩崎さんのもとへと走っていく。

「あの野郎……」

　相あい葉ばは悪態を吐つこうとして首を振った。ここはふたりを祝福してやるべきだ。赦ゆるしてやれ、聖人のような微ほほ笑えみを向けてやれ。恋人同士で過ごす初めての夏休みなのだ。師し匠しようは紛まぎれもなく勝ち組だ。うちのクラスで初めてのカップルであり、さらにおっぱいチケットを使っておっぱいを揉もんだのだ……。

「おええ」

　相葉は胸が苦しくなり強烈な吐はき気を感じた。師匠はすでにおっぱいを揉んだのだと、そんなことを考えるだけで胸が張り裂けそうになる。これは優しいゲームの世界ではなく現実なのだ。世界はとても残酷だ。

　川沿いを師匠と岩崎さんが並んで歩いていく。くすくすと笑う岩崎さんはとても楽しそうだ。

　相葉はそんな師匠の後ろ姿に向かって石を放り投げる。

「くそ、くそっ……」

　……くそっ、ちくしょう、俺は何をやっているんだ。




　　　　＊




　何が起こっているのか知る必要があった。

　相葉のクラスで何かが起こっている可能性が高い。クラスメイトを探すため、相葉が向かったのは学校だった。

　河原から住宅街を通り抜けて走る。学校には部活などで登校してくる生徒がいるはずだ。特に相葉のクラスの女子たちは部活動に打ち込んでいた。

　相葉が学校にたどり着いたとき、すでに空は赤く染まっていた。校門を抜けた先の校庭は閑散としている。大会を控えたサッカー部が練習を終えミーティングをしている程度だ。やはりもう少し早く来るべきだったか。

「よっ」

　ぼんやりと校庭を見つめる相葉の背中に声がかけられた。

　振り向くと陸上ユニフォーム姿の赤あか城ぎ泉いず美みが立っていた。ショートの髪、スレンダーな体つき、爽さわやかな雰ふん囲い気きは夏休みに入っても変わらない。

「何やってるの？　終業式も来なかったのに夏休みになったらスイカ持って登校？」

　赤城は首をすくめてみせた。

「あ、えっと……赤城さんは、部活？」

「うん、一年女子で自主練してて外を走ってきたんだ」

　見ると数人の女子が水飲み場で休きゆう憩けいしている。

「そっか、頑張ってるじゃん」

　相葉は赤城から目を逸そらした。何か妙みようだった。

　赤あか城ぎは、通学路の急な坂道を自転車で下っていたらブレーキが甘くなって止まれなくなったらしく、路肩の植木に身を投げ制服をぼろぼろにしながらも笑って登校してきた、というエピソードがあるほど大らかな性格だった。

　しかし、おっぱいチケット争そう奪だつ戦後、相あい葉ばに対する赤城の態度はぎこちなかった。おはようの挨あい拶さつは視線を逸そらして小声で、廊下で会っても走り去ってしまう。それは無理もなかった。チケット争奪戦にて、相葉は赤城のパンツを見てしまい、さらにチケットを九枚まで集めていたことを知られている。だが今の赤城の態度はおっぱいチケット争奪戦以前のものだった。

「で、何しに来たの？」

「えっと、赤城さんに……会いに来たんだ」

　クラスメイトの女子ひとりひとりに面と向かって会い謝りたかった。そして、現在何が起きているのか聞きたかった。が、意に反して赤城はどきりとしたように顔を赤らめる。

「バーカ、何言ってんの」

　赤城は相葉の足を軽く蹴り飛ばすと、女子たちと部室へと走り去っていく。

　おっぱいチケットのことは忘れているのでは？　と、思った。

　意識しているのは相葉だけだった。こんなことなら引きこもらずともよかったのかもしれない。女子たちはおっぱいチケットを集めていた相葉を許してくれた。小さなことを気にすることはなかったのだ。

　相葉は赤城の後ろ姿を見送る。生き地じの小さいユニフォームと短パンから伸びるすらりとした足を見て心臓が高鳴ってしまう。相葉は必死で視線を逸そらす。もう彼女に性的な視線を向けては駄だ目めだ、おっぱいチケット争奪戦は終わったのだ、落ち着け、平静を保て……。

「摩ま訶か般はん若にや波は羅ら蜜み多た心しん経ぎよう観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ行ぎよう深じん般はん若にや波は羅ら蜜み多た時じ照しよう見けん五ご蘊おん皆かい空くう──」

　相葉は般若心経を唱となえながら走りだす。

「きゃっ」

　声と衝撃に慌あわてて立ち止まると、目の前に小柄な少女が尻しり餅もちをついていた。

「あ、ごめ──奈な々なっち！」

　小さな女子はクラスメイトの牧まき野の奈々だった。

「いたた……あっ」

　奈々は慌あわててまくりあがったスカートを直している。

「ごめん、よそ見してて気づかなかった」

「ううん、こっちもスマホ見ながら歩いてたの」

　相葉は奈々に手を貸して立ち上がらせる。

「部活終わったの？　奈々っちって部活に入ってたんだ」

「うん、今年創設されたチア部です。中学の頃は器械体操やってましたから」

　奈々はポニーテールに結んだ髪を揺ゆらしてうなずいた。

「奈な々なっちに応援されたら頑張っちゃうよなあ」

　えへへと奈々は笑う。自然な会話だった。一週間引きこもっていた相あい葉ばとにこやかに会話してくれる。こんな彼女のおっぱいを揉ももうと考えていたことに罪悪感を持った。高校生とは思えないほど小柄で華きや奢しやでいて、無む垢くに微ほほ笑えむ彼女をそんな目で見てはいけなかった。

「ん？」

「あ、なんでもない。今度部活、見に行っていい？」

「恥ずかしいから駄だ目めです。じゃあ、また」

　奈々は鞄かばんを振り回しながら言い、小走りに走り去っていった。

　相葉は微笑みながら彼女を見送った。まるでおっぱいチケット出現以前に戻ったかのようだ。なかったことになったかのように……。

　相葉はすっと笑えみを消した。相葉の胸に発生したのは違和感だった。マリと会話したときから発生した違和感は膨ふくらみ濁にごっている。体から抜けていくことはなく溜たまる一方だった。

　相葉はポケットからチケットを取りだした。おっぱいチケットは存在する。今も相葉は持っているのだ。だからこそ、赤あか城ぎや奈々のあの態度は異常だった。

　おっぱいチケットがなかったことになったらどうなるのだ？

　あのぎこちない女子との雰ふん囲い気きは確かに消えるかもしれない。しかし、それはあの戦いをも否定することになる。発生した苦しみや喜びもなかったことになり、すべての感情は偽物になるのだ。

　気づくと学校は暗く静まり返っていた。校庭も閑散としている。それでも立ち尽つくしていると近寄ってくる人影があった。

「相葉君」

　相葉はその声に振り返る。

「アイミン」

　女性らしいラインのシルエットはクラスのパーフェクトガールと称され、笑え顔がおが可愛かわいくて誰にでも優しく胸も大きい、そしてあの内うち田だがおっぱいチケットをコンプリートさせた仲なか村むら愛あい美みだった。

「どういうことなんだ？」

　相葉は反射的に愛美の手首をつかんだ。

「え、どういうことって？」

「だから、どうなってるんだ？」

「私、奈々ちゃんに相葉君がここにいるって聞いて来ただけよ」

「俺を探してた？」

「ちょっと話が……」

「それよりウッチーのことだ。ウッチーが壊れてしまった」

　本来なら内うち田だは師し匠しようのように幸せになるはずだった。しかし今や廃人だ。

「……内田君は放っておいてあげたほうがいいよ」

「──揉もませたんじゃないのか？　おっぱいチケットを集めたんだろ。それなのに」

　相葉がそう言うと、アイミンの表情が冷えていった。

「気持ち悪い」

　──え？

　相葉はきょろきょろと周囲を見回す。しかし誰もいない。

「相あい葉ば君に言ってるの」

「あ、体調が悪いってこと？　大丈夫？」

「いえ、相葉君が気持ち悪いってこと。つまり、私は不快感を持っているんです」

　相葉は耳を押さえて首を傾かしげる。

「幻聴じゃないから。女の子にいきなりおっぱいとか言うのって、非常識だと思うし嫌いやな気分になる」

　愛あい美みの声には明らかに不快感が含まれていた。

「で、でも、おっぱいチケットの戦いは現にあったし、アイミンとも一いつ緒しよに……」

　そして相葉はその過程で愛美のスカートの中を二回も見たのだ。それは今でも目に焼きついている。あれが偽物であるはずはない。

「言っておくけど、パンツを見たからって、すべてを知った気にならないで」

　頭を殴なぐられたような気がした。思えば──相葉はパンツと女の子を結びつけていた。清せい楚そな女子は清楚なパンツ、活発な女子は活発なパンツを穿はくと。それを確認して女子そのものを知った気になっていた。また、思ったものと違うパンツを穿いているギャップもよいと……。

「相葉君にはがっかりだなあ」

　愛美の溜ため息いきに相葉は膝ひざから崩れ落ちた。

　許されていると思っていた。おっぱいで必死になる男子を許容してくれていると。それが相葉ダイナミズム的に受け止められているんじゃないかって。でも違った。相葉の一方的な思い込みだった。先ほどの赤あか城ぎも奈な々なもなかったことにしたのだ。あの態度は上っ面つらで彼女たちは相葉を許してはいない。愛されていると思っていたのに違った。

「じゃあね相葉君」

　愛美は立ち去っていく。彼女の態度が正しいのかもしれない。千ち種ぐさの影響で慣れてしまったが、冷静に考えればパンツを見るゲームなんておかしかった。なんだかんだでハッピーエンドになったと勘違いしていたが間違っていたのだ。たとえ挑戦者のご褒ほう美びであっても、おっぱいを賞品にしてはいけなかった。だとしたら同じように唯ゆいも不快に感じていたのかもしれない。

「……唯」

　相葉の口から小さく漏もれた言葉に愛美が立ち止まった。

「唯ゆいって誰？」

　相あい葉ばは愕がく然ぜんと目を見開く。
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　扉を開けるとカランと鈴すずの音ねが鳴った。

「いらっしゃい」

　カウンターの女性が微ほほ笑えんだ。

　喫茶店ローズ。相葉の幼おさな馴な染じみ、佐さ倉くらまどかの叔お父じが経営する喫茶店だ。店内には客がひとりしかおらず一角がなぜかパーティションで仕切られている。

「田た中なかさん、マスターは？」

　相葉はカウンターで競馬新聞を読んでいる中年男性に尋たずねた。

「いつものところだよ。相葉ちゃんはついていかなかったの？」

「ああ、そうか」

　マスターは沖縄方面の島にもカフェを持っており、夏は毎年そこで仕事をするのだ。相葉も島に手伝いに来ないかと誘われている。その期間はバイトの女子大生とまどかでこの店をきりもりしている。この個人経営の喫茶店はほとんど人が来ないからそれで大丈夫なのだ。

　カウンターに立ってカップを拭ふいているのが女子大生アルバイトのカオリだ。一年ほどここでアルバイトをしているが未だに謎なぞが多い。ナカムラカオリという名前と、バストがＨカップだとか妹がいるぐらいの情報しかない。それでも相葉にとっては気軽に話せるお姉さんのようなものだった。彼女は切羽詰まった相葉の表情を見ても平然としている。

「夏休みね。高校生の夏休みは大切よ。楽しんでる？」

「ええ、なんとか」

　普段ならカウンター席に座って軽口を叩たたくのだが、今の相葉はそんな気分ではなかった。

「あ、これ喫茶店で使って」

　相葉はカオリにスイカを手渡した。何回も落としたが割れない頑丈なスイカだ。

「じゃあお返しに何か作ってあげる。お腹なか空いてるでしょ」

　同時に相葉の腹が鳴った。この一週間まともなものを食べていなかった。そんな感覚も忘れてオイルを塗っていたのだ。しかしこうして外に出たことで、空腹感が蘇よみがえってしまった。強烈に腹が減っていることに気づく。

　カオリが手際よく料理を作っていく。ローズのメニューは昔ながらの喫茶店といった感じだ。目の前のカウンターテーブルに置かれていくのはナポリタン、玉子サンド、カレーライス、コーンとレタスのサラダ、アイスコーヒー。

「うまい！」

　相あい葉ばは必死で食べ物をかっ込んだ。ナポリタンはトマトケチャップにソースが混ぜられてありコクがある。カレーも前日から煮込んだ特製で辛から口くちなのがうれしい。久々の刺激がとても心地よく感じられる。

　相葉はナプキンで口についたソースをぬぐってさらに食べる。玉子サンドを頬ほお張ばるとコショウの香りが鼻び孔こうを抜けていく。なんて繊細な味わいなのだろう。卵のまろやかさとコショウの刺激がとてもマッチしている。

「うまっ、うまっ、うまい！」

　刺激された舌を休めるためにサラダを食べて冷たい水を喉のどに流し込む。咀そ嚼しやくするたびにエネルギーが体にいきわたるようだ。今まで自分は食事もとらずに何をやっていたのだ。美お味いしい食べ物はこんなにも人間を幸せにするというのに。

「ふー、ごちそうさま」

「いい食べっぷり」

　カオリが空になった皿を片づけていく。相葉はすべてを食べ終わると、香り高いアイスコーヒーを飲んで一息吐つく。幸せな時間だった。腹が減ったら飯めしを食え、という相葉家の家訓は正しかった。腹さえ満たされていれば決して惨みじめではない。

「あれ？」

　自分は何をしに来たのだったろうか。重要な目的があったような……。

「あら、相葉」

　店の奥から顔を出したのはまどかだった。

　一週間ぶりに見るまどかは変わっていない。華きや奢しやな体だが理知的で気の強そうな顔つき。店を手伝っていたのか赤いエプロンをしている。眼鏡めがねを変えたのだろうか。パソコン用のフィルターグラスかもしれない。

　相葉はポケットからスマートフォンを取りだし画面を確認する。

「……え？」

　どういうことだ？　顔を上げるとまどかは眼鏡に指を添えながら平然とこちらを見ている。

「どうしたの相葉？　ご飯食べに来たの？」

「なあ、まどかは昔から裏方が好きだったよな。クラスでやる出し物でもキャストよりスタッフにやりがいを感じていた。旅行の計画をするのも好きだし、スポーツはしないが戦略的観点から観戦するのは好きだった」

「まあ、そうかもね」

「クラス委員長もやるほど世話焼きで人間観察が好きだ。子供の頃熱中していた魔法少女アニメのカードゲームも、カードを集めるよりもデータ集めに熱中していた」

「だから、何？」

「まどかはプレイヤーでなく、主催者側を選択した」

　相あい葉ばは機器を見せた。画面の表示はこうなっている。
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「この画面には出会ったクラスメイトの名前が表示されることに気づいた。数字の意味はよくわからないけど、妙みようなシステムが作られている」

　しかし、目の前にいるまどかの名前は表示されていない。

「俺を取り巻く世界はがらりと変わった。それが人為的だったらと考えた。その場合、千ち種ぐささんが絡からんでいるのは確実だし、クラスの女子を巻き込んでやるには裏方が必要だ」

　千種が相葉の部屋に来たのはゲームへの誘いだった。

「別に、隠してなんかいないのよ」

　まどかはくすっと笑い、喫茶店を仕切るパーティションをどけた。

　相葉は息を呑のむ。その一角は大量のパソコンが置かれたサイバースペースとなっていた。起動された画面はリアルタイムで数値が動いており、フル稼か働どうするパソコンのファンの音が喫茶店に響いている。

「言い忘れていたけど、私は生徒会に入ることになったから」

　まどかは指に挟はさんだ生徒会バッチを見せた。

「千種さんに魂を売ったな」

「引き抜かれたの。私もこの学校の生徒会には興味があったしね」

「やっぱりこれは、おっぱいチケットと同じだったのか」

　生徒会主催のイベントだったのだ。しかしまどかが黒幕の一端を担になっていたとは。

「おっぱいチケットのことは忘れたほうがいいわ。マイナスになるから」

「どういうことだよ。あのときもまどかは、千種さんに怒ってただろ」

　おっぱいチケット争そう奪だつ戦のイベントではクラスメイトをかばっていた。まどかと千種は性格的に相あい容いれるはずはなかった。

「生徒会の持っているデータに興味があったの」

　まどかは並べられた大量のパソコンに目を向けた。

「歴代の生徒会が収集してきた情報はすごいわ。イベントなどで複雑に動いた生徒たちのデータが詰まっている。心理学や統計学、女性学や社会学の観点からも、これほどに素晴らしいものがあるのかって」

　それらは大学で心理学を学びたいと公言しているまどかの興味を惹ひくもので、生徒会のマイナスイメージを補って余りあるものだ。千ち種ぐさはそんなデータを餌えさにまどかを引き抜いたのだ。一年七組の善のファクターと評されたまどかは生徒会に堕おちた。

「この学校の生徒会なんて悪の枢すう軸じくだろ」

「昔はもっと悪かったらしいわよ。尾ひれがついてるんだろうけど、気に食わないことがあったら指を折っちゃう女子生徒会長がいたりして」

「つまりなんなんだ？　みんな少しずつおかしかったけど、これが原因なのか？　また千種さんがくだらないことをやったのか？　アイミンだっておかしかった。なんとかしてくれよ。せっかくの夏休みだろ。千種さんが絡からむと輝かしい夏がめちゃくちゃになっちゃう」

　相あい葉ばがまくしたてると、まどかはいきなりテーブルをばしんと叩たたいた。

「うろたえるな！」

「わっ」

　まどかに怒鳴られ相葉はびくっとした。

「ゲーテ曰いわく。バラが太陽の輝かしさを認めたら、どうして咲く気になるだろう？　私たちの誠実な努力はすべて無意識の瞬しゆん間かんに成じよう就じゆされるのだ。つまり結果的に輝かしい夏休みになるのであり、最初から光を見つめてはいけないのだ」

　びっくりするほどキレがなく、相葉はぽかんとした。

「……てね。意外にこれ、気に入ってたりして」

　どっと疲れた相葉は椅い子すに座り込んだ。カオリさんがホットコーヒーを淹いれてくれたので一息吐つく。マスターはオカマだが、この店のブレンドはとても美お味いしいのだ。

「で、千種さんもここを拠点にしているのか？」

「いいえ。なぜか千種さんってこの喫茶店に来ないのよね」

「……なあ、まどか。もしかしてこの喫茶店に千種さん除よけのお守りみたいのがあるんじゃないか？　鬼のお面とか髪が伸びる呪のろいの人形とか」

「まさかねえ。でも、もしかして……」

「失礼ね」と、カオリが苦笑いしながら割って入る。「変な噂うわさを流さないでちょうだい」

「冗談は置いといて状況を説明してくれ。これはなんなんだ？」

　相葉はまどかに向き直る。

「これはね……恋愛シミュレーションゲーム」

　まったく意味がわからなかった。

「それをモチーフにしたイベントなの。ほら、恋愛シミュレーションって、会話やデートを繰り返すことによって女の子の好感度が変化するでしょ。そんなシステムを取り入れている」

「取り入れているって、そんなこと──まさか、これ」

　相あい葉ばはあの機器を取りだした。そこには女子の名前と数値が表示されている。

「そうよ、それが恋愛値。恋愛値とは女の子の好感度をデジタル的に表現したもの。つまりぼやっとした恋愛というものを目に見えるものにしたということ」

「じゃあ、示し合わせて恋愛ゲームごっこをしているってことか？」

「いいえ、女子たちには最低限しか伝えてないわ。恋愛シミュレーションが行われているとは知らないはず。千ち種ぐささんがまた何か馬ば鹿かなことをやっているんだな、って思っているだけ」

「男子たちには？　俺は何も説明されていなかった」

「あなたは終業式に来なかったじゃない。男子たちにはそこで基本的な説明をしたの。だからすでにゲームは始まっている」

「説明しにきてくれたっていいだろ。結構重要なことじゃないか」

　男子たちが女子とデートしている、というのはこの関連だったのではないか？　だとしたら相葉は大きく出遅れたことになる。自分が引きこもって苦しんでいる間に、他の連中楽しい夏休みを過ごしていたなんて──。

「甘えないで」その声はとても冷たかった。「もう高校生よ。私はいつまでも相葉のお世話をしてあげることはできないの。ぽかんと口を開けてればいいと思ったら大間違い。自分で調べて動くのよ」

　相葉はまどかの言葉にうつむいた。

「でも、少しだけ助言してあげるわ」

　まどかは仕方なさそうに首をすくめ、手を差しだした。

「ん？」

「スマホ」

　相葉は握っていた機器をまどかに見せた。

「どこまで気づいてる？」

「まず出会った女子の名前が表示される。その好感度が数値で表現されるんだろ」

「そうね。……あっ、え？」

　まどかは画面を見て目を丸くしている。

「あんた馬ば鹿かね、何やってるのよ。昔からコミュニケーションが下へ手たなんだから。他人の気持ちに鈍どん感かんでマイペースで能天気。だからこんなことになる」

「別に俺は何も……」

「愛あい美みちゃんに何をしたの？」

「何って……。問い詰めただけだけど。おっぱいを揉もませたのか、とか」

「馬鹿じゃない？」まどかは呆あきれたように首を振る。「よく考えて。クラスメイトの女子におっぱいなんて言う男子が現実にいると思う？　いないでしょ」

「いや、俺だってふざけておっぱいって言ったわけじゃないよ。おっぱいチケット関連で聞かなきゃいけないことがあったし、そういうのを口にするのって意外性がある男の子だってプラスに受け止められているものとばかり……」

「それも原因ね。このシステムは皆の協力が必要なの。世界観作りみたいなのがね。だからそれぞれの役割を厳格にこなす。つまりゲームのことについて聞くのは禁きん忌き、大きなマイナス」

「だから数値が下がったのか？」

　いや数値だけじゃなかった。愛あい美みの態度も今までにないくらい冷たかった。

「30前後が普通のクラスメイトって感じかしら。だから愛美ちゃんは相あい葉ばにかなり嫌けん悪お感を持っていることになる」

　相葉は愕がく然ぜんとした。なんでこんなシステムを取り入れたのだ？　これでは七組の男女関係を崩すだけではないか。

「そしてマックスは[image: 100]になる。マックスになると告白できて恋人になることができる」

「そ、そんなの無理だ。女の子の気持ちだってあるだろ。テレビゲームとは違う」

　思えば相葉のやっていたオイル塗りゲームは、ただ塗っているだけで仲良くなった。仲良くなるに従い、きわどい水着を着てくれたり価値の高いだろう皮ひ膚ふを触さわらしてくれた。しかしこれは現実だ。リアルの人間関係なのだ。

「相葉も女の子の気持ちを考えるようになったのね」

　まどかはくすっと笑い続ける。

「だからこそ女の子の気持ちが重要なの。男子たちは女子の恋愛値をマックスにするために全力を尽つくさねばならない。女の子と話したりデートするのもそうだけど、何よりも自分磨みがきが重要。勉強したり運動したりってね」

「勉強するのか？」

「恋愛シミュレーションゲームってやったことある？　一般的に広まったのは九十年代前半。今まではパソコンのアングラで女の子とエッチなことをするものだったけど、画期的だったのはただ恋愛するゲームが出現したこと。即物的なものでなく、疑似恋愛を楽しもうということになったのね。恋愛ゲームの主人公は自分磨きをして女性を追いかけることになる」

　相葉は現実の恋愛について考えた。確かに勉強やスポーツができるのは女子を引きつける要素のひとつだ。

「たとえば赤あか城ぎさんは男子に運動能力を求めている。運動パラメーターを上げるのが攻略のキーとなるわ。すべての男子に勉強だったら文系や理系とか隠しパラメーターが設定されているの。その上積みの数値は重要よ。恋愛値ってひとくくりにしているけど、尊敬や友情、恋心なんていう子細なものが組み合わさった……おっと、ヒントをあげすぎね」

「でも時間がないだろ。ゲームではすぐにパラメーターが上がるけど、現実ではそうはいかない。三年間これをやるつもりか？」

「期間は七月中。つまりあと十日程度ということね」

　相あい葉ばは顔をしかめた。恋愛を完結させるにはあまりに短い期間だ。

「つまり恋愛ごっこってことか？　みんな本気じゃなくってレクリエーションみたいな」

「いいえ、恋愛値がマックスになれば必ず付き合うことになる」

「でも時間的に……」

「そのために生徒会が用意したのが時間短縮──時短システムなの」

[image: ]

「時短システム？」

「そう。あなたたち男子は十日間で夏休みすべてを過ごすの。未来を先取りして恋愛を成じよう就じゆさせるのよ。詳くわしくはローズタイムズを見なさい。ペーパー版はこの店で配られて、電子メールでも配信してるわ」





　時短システムとは？

　one periodと表記されたカード、通称ＯＰカードを購入し未来の時間を買うことができる夢のシステムです。

　ワンピリオド二時間となっており、夏休みの二時間を先取りします。女の子とデートするなり勉強や運動をして自分磨きに利用するなり自由に使用することができるのです。

　つまりそのカードを使った時点で、デートや自己鍛たん錬れんに二時間を費やしたことになるのです。能力アップはもちろんのこと、カードを出すだけで女の子の恋愛値が上昇するという素晴らしいカードなのです。

　夢のＯＰカードを使って、充実したリアルライフをお過ごしください。






「たとえば勉強・文系って書いて提出したら二時間分勉強したことになって、文系パラメーターが上がるのよ」

「つまり自分の夏休みの時間を切り売りするってことか？」

「そうね。デートも時短システムでできるの。デートプランを提出し、それを見て私が恋愛値の増減を判断する。恋愛値によってはデートに応じないときもあって、その場合はその二時間は戻ってこない」

　──デート。

　相葉は男子たちの言葉を思いだした。何かおかしいと思っていたのだ。あの奥手な連中が女子たちをデートに誘えるわけがない。つまり連中は時短デートを行ったのだ。

「それらを繰り返して恋愛値をマックスにする。晴れて恋人になるということ」

「女子はそれを受け入れるのか？」

　所しよ詮せん一方的な恋愛値だ。ある程度の増減は本人が調節できるかもしれないが、まどかの恣し意い的な増減もありえる。こんなシステムで付き合えるとは思えない。と、そんな相あい葉ばの気持ちを敏感に察したのか、まどかはニヤッと笑った。

「結果は私たち生徒会が責任を持つわ。恋愛値がマックスになった場合、今まで時短で行っていた行動を後にすべて行い、恋人までもっていく。つまりこの恋愛ゲームのハッピーエンドはそのまま現実のものになる」

　この自信はどこから来るのだろうか。まるでパズルではないか。パズルのピースをバラバラに作り、それをあとから組み合わせる。そんなことで綺き麗れいな模様を生みだせるというのか。

「そういうのって順番にやらなきゃいけない。どんな関係でデートしたかも大きいだろ。そんなずれが積み重なってうまくいかない」

「アトラクター理論って知ってる？　大おお雑ざつ把ぱに言えばね、どんな条件を与えられても最終的にそのポイントへ誘引される、ということ。つまり条件さえ揃そろえば、どんな軌き跡せきを描えがこうとも落ち着く場所に誘引されるのよ。現にデータが証明している」

　まどかがパソコンのキーを叩たたくと、画面に沢たく山さんの男女の顔写真がスクロールし流れていった。

「このゲームは過去十年間生徒会主催で行われている。つまりそれだけ莫ばく大だいなシミュレーションをしてきたということ。データを収集しフィードバックしシステムをシェイプアップした。そして現在の時短式恋愛システムがある。そして過去に恋愛値をマックスにし、後に恋人までいった確率は──九十八パーセント以上」

　異常に高い確率だった。それは莫ばく大だいなデータ量故ゆえだろうか。まどかは、それらのデータを求めて生徒会に入ったのだ。

「私たちには時間がないの。勉強や部活、委員会に家族と過ごす時間に友達と遊ぶ時間。そして恋愛までしなければならない。この中で特に恋愛は時間がかかる。一番時間がかかるのは恋人になるまで。だったら、その時間を省けば効率的だと思わない？」

「効率的ってそんなものなのか？」

「それが時代よ。どんどんスピード化してるからね」

「どこまで女子たちは知ってるんだ？」

「それは自分で調べることね」

　恋愛値という数字が公開され、それによって行動を変えている可能性が高い。現に愛あい美みの態度は恋愛値と比例して冷たかった。

「私は大切な友達に充実した学生生活を送ってもらいたいの。だからこそ千ち種ぐささんに手を貸した。恋愛も含めて学校生活をいい思い出にしてもらいたいってね」

　まどかの顔は優しげだった。

「まどか……」

「だから、うちの男子が恋愛するに値しない人間たちだったら、さっさと見切りをつけさせて。そのほうが女子たちにとって幸せだわ」

　表情と裏腹に口調はぞくりとするほど冷たかった。

「相あい葉ば、戦いなさい。ぼうっとしていると夏休みはすぐに終わっちゃう。ほしいものがあったら戦うの。獰どう猛もうに戦って手に入れるのよ。それが嫌いやなら逃げなさい。ゲームの影響が届かない南の島にでも落ち延びるの。どちらにしろ決断と行動は早くするべき」

　何を言っても無む駄だだと悟った。昔からまどかは何かに夢中になると突き進む癖くせがある。

「夏休みが終われば、がらりと人間関係が変化するわ。ぼんやりしていたら、そのスピードに取り残されることになる」

　立ち去る間際に相葉は一番気になっていたことを聞いた。

「唯ゆいは？　唯ちゃんはどうしてる？」

「唯って誰？」
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　特殊イベントを知っていますか？

　特殊イベントは女子の恋愛値を大きく上げられるチャンスです。

　そんな夢の時間はゲーム中に三回用意されています。

　彼女を誘って夢の時間を過ごしましょう。





　　二十五日　夏祭り

　　二十七日　学校主催バーベキュー

　　三十日　　花火大会




　　ゲーム終了　三十一日午後十時








　スケジュールを確認すると、期間は七月三十一日まで。その間に三回のイベントがある。イベントは大きく恋愛値を上げることができるチャンスらしく、実際に女子とデートをすることになるようだ。その他の時間は何をするかというと──。

　時短式恋愛。

　女子との関係を前借りし、ゲーム内で恋愛を成じよう就じゆする。後に前借りした行動を生徒会のフォローの下もとで再現し、現実に恋人となることができる。過去行われたゲームでハッピーエンドにたどり着き、実際に恋人となったのは九十八パーセント以上という。

　気づけば相あい葉ばはそんな異世界に放り込まれていた。このシステムに疑問を感じることは確かだった。相葉は思う、おっぱいチケット争そう奪だつ戦はむきだしの感情そのものだった。揉もみたい感情は真実であり相葉たちは燃え尽つきるまで戦った。おっぱいチケットは社会の規則や校則などに縛しばられない純粋なものだったのだ。

　しかし、これは違うのでは？　おっぱいを揉む前に恋人となる必要がある。それはあまりに常識的すぎる。世界が子供たちに押しつける格式ばった規則だ。

　ともあれゲームは始まってしまった。相葉の意思など関係ないのだ。他の男子たちはそのルールを受け入れ動きだし、街を走り回っている。

　学校に行けば部活にいそしむ赤あか城ぎや奈な々な、その他の女子がいた。いずれも男子たちと楽しそうに話しており、それは相葉に向ける笑え顔がおとあまりに差があった。すでに恋愛値で大きく差をつけられているのだ。花屋ではマリがアルバイトをしているが、マリ目当ての男子たちが花を買うようになっているらしい。花を買うことによって恋愛値が上昇するのかもしれない。現にマリはうれしそうに接客をしていた。

　一年七組という組織は大きく動きだした。何もない夏休みではなく思い出に残る夏休みを選択し、そのために走りだした。

　一方、相葉はというと──。

「もう少し離れていただけますか？」

　仲なか村むら愛あい美みは敬語を使うようになっていた。

　愛美の前で相葉は正座をしていた。美術部の彼女は公園のベンチに座って写生をしている。

　女子側も何かの装置を持っており、会って会話などすれば恋愛値が変化するはずだ、との予測があった。たぶんそれは当たっている。しかし愛美と会うたびに恋愛値は急降下し、ついにはマイナスになってしまっていた。

　愛あい美みは虫けらを見るような視線を向けている。

[image: ]

「こっちを見ないでください。あなたの視線って服の下を見てそうで嫌いやなんです」

「ただ、俺はアイミンと仲良くしようとしてるだけで」

「あなたと仲良くするならカタビロトゲトゲと仲良くするほうがマシです」

「ほんとに誤解を解きたいだけなんだ。アイミンが許してくれるまで、ここを動かない！」

　相あい葉ばが強い決意を口にすると、愛美はベンチにスケッチブックを置き仕方なさそうに立ち上がった。彼女は近くの自動販売機でジュースを買って戻ってくる。

「はい」と、愛美が相葉にジュースを差しだす。

「アイミン……」

「これをあげるから、帰ってくださいね」

　空回りだった。まずは恋愛値の低い愛美をなんとかしようと思ったのだが、負のスパイラルに陥おちいる一方だ。やはりリアルに会って恋愛値をなんとかしようとするには限界がある。

　ではどうするか。やはりあの時短システムしかない。

「アイミン、またね」

「もう来ないでください」

　相葉は公園を駆かけ抜け、カフェローズへと走る。

　この時間帯は閑散としているはずのローズは、七組の男子たちでほぼ満席だった。相あい葉ばが店内に入っても彼らは椅い子すに座って一心に何かを書き込んでいる。昨夜はゲーム時間外だったので男子たちがいなかったのだ。

「いらっしゃい」カフェの奥ではまどかが足を組んで座っている。「ここを利用するなら何か注文してね」

「えっと、水。ナチュラルフリーウォーター」

「相葉君、立て込んでるから」

　カウンターではカオリが忙しそうにコーヒーを淹いれている。仕方なく相葉はツケでアイスコーヒーを頼んでカウンター席を確保する。

「カードは一枚百円ね。カードはツケはなし」

　まどかが時短カードを提示する。

「くっ、こんな強欲なところを真ま似ねする必要ないのに」

　千ち種ぐさもゲーム中にえげつない商売を行っていた。しかし買わないわけにいかず、虎とらの子の小こ銭ぜにでカードを購入する。

「ここにいるの、みんな相葉ちゃんのクラスメイトなんだろ？」

　隣に座る常連客が競艇雑誌を見ながら話しかけてくる。

「田た中なかさん、申し訳ないです。ちょっと忙しいんで」

　相葉は手に入れたはがき大のカードを手に取る。これは希望と破滅が混在するカードだ。相葉の運命を左右する未来であり、貴重な夏休みの時間の結晶であり、リア充への突破口。

　まずはどうしたらいいのか？　どうするのが攻略への近道なのか。

「なあ小こ暮ぐれ、どんな感じでやってる？」

　相葉は隣に座っていた男子に聞く。

「馬ば鹿か、教えられねえよ。自分で考えろよな」

　小暮は書いていたカードをさっと隠した。

「そんなこと言うなよ。俺出遅れてるのに」

　相葉が困った顔をすると、小暮は仕方なさそうに溜ため息いきを吐つく。

「とりあえずデートだろ。デートして好感度を上げるんだよ。簡単に上がる。あとは勉強とかして自分の隠しパラメーターを上げることも重要だ」

　見ると、男子たちは買い込んだカードをまどかに提出している。あれは自己パラメーター上げの行動だ。まどかはそのカードを見てデータを打ち込み、そのデータが恋愛値にフィードバックされる。

「パラメーターを上げるつもりなら、先に沢たく山さんの女子と会っとくのが重要だ。パラメーターは恋愛値が表示された女子にしか影響しないからな。あとは自分で考えろ、これから野球部の部活に出なきゃならないんだから邪じや魔ますんなよ」

　相あい葉ばは機器の画面を見た。表示されているのはたった四人だ。そして気になっていることがあった。相葉がおっぱいチケットを握っている唯ゆいとはまだ出会えていない。彼女はこの夏休みどうしているだろうか。もしもこのゲームで唯を奪うばわれたら、持っているおっぱいチケットはどうなる？

「佐さ倉くらさん、これお願い」

　カードの束をまどかに渡しているのは佐さ々さ木きだ。あいつは金に物を言わせて自己パラメーターを上げている。佐々木はすでに唯と出会えてのだろうか。そんなことを考えると鼓こ動どうが高鳴る。さらに他の男子から提出されたのは女子とのデートだ。カードにデートプランを書き込んでまどかに出すらしい。つまり未来に行うデートで得るはずの好感度の前借りだ。

　ふと相葉は思った。これは極めてシンプルではないか？　デートを繰り返して好感度を前借りするだけでいいのだ。相葉は急いでカードに書き込みまどかに持っていく。

「アイミンとのデート」

「却下」

　まどかはカードをちらりと見ただけで首を振る。

「な、なんで？　なんでそんな嫌いやがらせをすんの？」

　相葉は唖あ然ぜんとし、まどかに詰め寄った。

「愛あい美みちゃんの恋愛値を見なさい。相葉と一いつ緒しよにデートに行くと思う？」

　……確かにそうだ。これは厳格なルールが存在する時短恋愛システムだ。ただ作業のようにプレイするだけでは駄だ目めなのだ。と、同時に別の疑問が発生する。

「なあ、俺の未来の二時間はどうなったんだ？　前借りしたけど無む駄だになったよな」

「そんな時間は生徒会が引き取るわ。つまり、なんらかの形で二時間生徒会に奉仕してもらうことになるかしら」

「なんだと」

　冷たい汗が流れた。千ち種ぐさ率いる悪魔の集団に時間を渡してしまうだと？

「本来ならデート失敗によりカードが破棄され時間も失うんだけど、今回は特別に返してあげる。もっと慎重にやることね」

　まどかにカードを突き返された。

「俺、マリたんとのデートね」

　後ろに並んでいた小こ暮ぐれが相葉を押しのけカードを提出する。相葉は小暮を殺す勢いで睨にらみつけた。マリとデートするだと？　マリが誘いに乗るはずなど……。

　まどかがデータを打ち込み、小暮が「よし」っとうなずいた。機器に表示されるマリの恋愛値が上昇したようだ。もしも小暮がこの調子で恋愛値をマックスにしてマリと付き合うことになれば、今提出したデートも実際に行うことになる。これは机上デートではなく、あくまで現実の行動だからだ。

　相あい葉ばはカウンター席に戻りカードを手に取る。わかったことはある程度恋愛値が高くないとデートに誘えないということだ。だが逆説的に考えれば一定ポイントあれば誘える。相葉はカードにゆっくりと文字を書き込む。どこにでも行けるのであれば、たとえばこんな場所やあんな場所でも……。

「なんちゃって」

　相葉は自分自身に突っ込んだ。この結果が最悪の事態を引き起こすのはさすがに察知できる。まずは健全に遊びに行くことだ。相手はマリ。マリを他の連中に渡すわけにはいかない。そして最高の場所を考える。やはり地価の高い場所ほど高評価なのではないか？　中なか目め黒ぐろとか有ゆう楽らく町ちようとか汐しお留どめとかだ。

「まどか、これを頼む」

　今度はまどかはカードを受け取ってくれた。

「有楽町でデートするのね」

　まどかは手を差しだした。

「え？」

「だから、お金。食事したり交通費とか」

「お金も払うのか？」

「当然じゃない。成功したら後に実際に行くことになるの。割り勘にする？　それともおごり？　食事はどうするの？　それによって恋愛値の変化も違うわよ。だから慎重に考えなさい」

　まどかにカードを突き返される。

「なんだよ……」

　なんて夢のないシステムだ。あまりに現実すぎて吐はき気がする。つまり女の子と仲良くなるにはお金が必要だというのか？　好きという純粋さにお金などが絡からむなんて、なんて汚れた世界なのだろうか。

「おら、相葉どけよ」

　相葉を押しのけたのは佐さ々さ木きだった。

「これお願い。二ピリオド四時間のデートプラン」

　……水族館デート。昼食は館内のファストフード、イルカショーを見る、などなど。費用は佐々木持ち。

「ふふっ」と相葉は笑った。

「あ、なんだよ？」

「なんか中学生のデートみたいだな。ハンバーガー食って水族館」

　佐々木はもっと物量的というか金をかけたデートを考えると思っていたのだ。だが、佐々木も所しよ詮せん高校生だ。

「なあ相葉」佐々木は憐あわれみのこもった視線を向けた。「俺たち高校生が行く場所はそんなもんだろ。ホテルのプールとか高級レストランとかドライブとかは、大人になってから行けるんだ。重要なのは女の子との関係でデートもどれだけ楽しいかだ。女の子は人間でゲームキャラクターじゃないんだぞ。女の子を思いやって考えるんだ」

「うへっ」と、相あい葉ばは絶句した。「ねえみんな聞いた？　佐さ々さ木きがまともなこと言っちゃってるぜ！　おっぱいチケットを必死にかき集めたりしてた佐々木が真ま面じ目め！　イルカショーだって、佐々木がイルカ！」

　カフェは静まり返っていた。冷たい視線を集めたのは相葉だった。

「なあ、俺たち真剣にやってるからさ」

「相葉もそろそろ大人になれよ」

「いいからお前、座っとけ」

　相葉は首根っこをつかまれ、どすんと強引にカウンター席に座らされた。こいつらなんなの？　と心底思った。つい十日ほど前まではおっぱいおっぱい言ってた連中だったのに、なんでまともなことを言い始めてるの？

「相葉君も頑張らないと」

　優しく声をかけてきたのはカオリだった。

「でも、こいつらおかしくない？」

「おかしくないよ。恋愛に頑張るのは普通だもん。だから相葉君も変わらないと」

「カオリさんは、相葉君はずっと変わらないでいてね、とか言ってたじゃないか。初恋の男子の面おも影かげがあって、少年の心を失わない相葉君を見ているだけで心が癒いやされるって」

「本当に変わらなかったら、それはそれで困るし、後半は言った覚えがないし」

　仕方なく相葉はデートシミュレーションを再開する。まず機器に名前が表示されている女子でないとデートはできない。恋愛値が低すぎる女子はデートにすら誘うことができない。

　相葉は表示された奈な々なの名前を確認する。彼女の恋愛値は38だ。近場のデートなら了承してもらえるだろう。たとえば公園の並木道をふたりで歩いてボートに乗ったり……。

　よく考えるとこれはすごいシステムではないか？　相葉を含む七組の男子たちは女子と一対一でデートなどした経験はなかった。実際に誘うとなると強い決意と勇気がいる。直接誘うかメールか電話か、さらにどこに行けばいいのか、断られたらどうするのかとの様々な葛かつ藤とうと雑音が発生する。しかしこのシステムではその心配はまったくない。

　相葉は必死で考え、書き直したカードをまどかに持っていく。

「ふーん、相手は牧まき野の奈々ちゃん。場所は公園ね。ふふっ、小学生みたい」

　まどかに失笑されたがぐっと耐える。金銭的余裕がないために近場しか行けず、出会っている女子も少ないために選択の幅もない。

「ジュースをおごってあげる、か。はい百二十円」

　相葉はまどかに金を支払った。基本的に女子におごる分の金は前払いするようだ。

「公園を歩いてお話しする感じね。じゃあデータをインプットするわ」

　しばらく待つと奈な々なの恋愛値に変化があった。
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「一ポイントしか上がってないけど」

　貴重な未来の二時間が……。

「デート前の38の恋愛値には様々なデータが詰まっているの。相あい葉ばの基本的パラメーターへの反応、今まで半年間の交流、基本的な友情度、信頼度、共通する趣味など」

　まどかはカタカタとパソコンを叩たたきデータを抽出している。七組のこの半年間のデータがまとめられているようだ。

「デートのシミュレーションをすると、特に会話も弾はずまず歩くだけ。スカートを穿はいているのにアスレチックを強要したり、奈々ちゃんを子ども扱いして不快にさせる。最後に、なんで私を誘ったのとか言われる始末。つまりデートはあまりうまくいかなかったってこと」

　残酷な言葉に相葉は唖あ然ぜんとする。

「そんなデートになるわけないだろ。意地悪してる、こんなのおかしい！」

「みんな平等よ。いろいろ失敗を繰り返しながら必勝法を探している。恋愛はそんなもんでしょ。最初からうまくいくんだったら、恋愛なんて言葉は生まれない。今だけじゃなくずっと探して追い求めるものなんだから」

「お説教はいいよ、さっきの百二十円返して！」

「奈々ちゃんを完全攻略したら、その後にデートを設定してそのときに使うわ」

「じゃあ、失敗したら？」

「そのお金はまとめて『卒業式にとりあえず有名人を呼ぼう基金』に流すから」

「ぼやっとしすぎだろ」

「とにかく地道に行動することね。恋愛値を上げる方法はいくつかある。たとえば明日の夏祭りイベントはチャンスよ。実際にデートして仲良くなれる。低い恋愛値を挽ばん回かいできる」

「どうでもいいよ！」

　相葉はばしんとテーブルを叩たたいた。

「みんなおかしいと思わないか？　なんか違うと思うだろ？」

　相葉の叫さけびは届かず、男子からの返答はなかった。

「な、なあ落ち着きなよ、相葉ちゃん」

「田た中なかさんは口を挟はさまないでください」

　相葉は男子たちを睨にらみつける。

「確かにカードでデートもできて、女の子との関係も簡単に深めることができる。でも違わないか？　そういうのって、もっとリスクを負うべきだ。バブルの崩壊だってそうだった」

　目先の金ばかりに目がいき、いつの間にか大切なものを失っていたのだ。

「世界は金じゃない。金がすべてだとかいう意見はわかりやすくて格かつ好こういいかもしれないけど違う。大切なのは心だ。形がないものこそ重要なんだ」

「じゃあおっぱいは？」と、誰かが言った。

「おっぱいは物質じゃない。女子という状態を表現する言葉であり、観測されなければ存在もわからない量子的なものだ」

　相あい葉ばの演説に店内が沈ちん黙もくする。

「……だからって相葉はどうなんだよ」

　男子のひとりが反論する。

「相葉は学校で女子をデートに誘ったりしたのかよ。できなかっただろ。それなのに威張るなよな。だから俺たちは俺たちなりに必死でこのゲームをやってる」

「俺はできるさ。デートぐらい実際に誘ってみせる」

「嘘うそだね。相葉ができることは、こそこそおっぱいチケットを集める程度だ」

「できる！」

「チキンの相葉ができるわけないだろ！」

　相葉と男子たちが睨にらみ合う。パソコンのファンとコーヒーサイフォンの音だけが響き、まどかがソーサにコーヒーカップを置く音が聞こえ、しばらく沈ちん黙もく。そして長い沈黙を破るようにカランとドアのベルが鳴った。

「……マリたん」

　開いた扉に立っていたのは花を抱かかえたマリだった。店に飾る花を注文しているため、マリが配達に来たようだ。

「カオリさん、どうしたんですか？」

　マリは店内の雰ふん囲い気きに戸惑いながらも、カウンター越しに花の包みを渡している。

「コーヒーを飲んでいたのよ。それだけ」

　カオリは平然と笑い、男子たちはマリから視線を逸そらしている。

「じゃあ、また明後日あさつて持ってきますので」

　相葉は、立ち去ろうとしたマリの前に立ちはだかった。

「マリたん、あの……」

　勇気だ、勇気を出せ。はっきりと意思表示するのだ、人間関係は実際に動かねば変化しないと証明してやれ……。

「相葉君、どうしたの？」

「明日──俺とデートしよう」

　きょとんとしたマリだが、にこりと笑ってうなずく。

「うん、わかった」




　　　　＊




　次の日の夕方、相あい葉ばは駅前でマリを待っていた。

　デートプランは特に決まっていない。デートとはそんなものだ。初めからプランが決まっているデートなど何が面白いのか。

　しかし、小学生からの知り合いとはいえ、どこか気恥ずかしさを感じ、時間が迫せまるに従い妙みように緊張してしまう。最後にマリとふたりで遊んだのはいつだったか。

　記憶は小学校時代までさかのぼる。確かマリが遊園地のプールのチケットをもらったのだ。そして相葉がついていくことになった。夏休みのプールは混雑しており、まともに泳げず、ウォータースライダーもマリの身長が足りなかったために滑れなかった。

　貸し切りにできたらいいのにね、とマリが笑っていた。大きくなったら自由に泳げるプールが欲しいんだ、と。そして水着なんか着ないで裸で泳いじゃうの。そのときはケンちゃんも誘ってあげるからね……。

　無む邪じや気きな小学生時代の思い出だった。

　あのときと比べると、マリは体も心も成長したが、あの笑え顔がおだけは変わっていない。高校生になっても同じ笑顔を相葉に向けてくれる数少ない女子だった。

　──が、マリは来ない。

　駅前を浴衣ゆかた姿の女の子が通り過ぎていく。マリの姿はない。

「どういうことだ？」

　相葉は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。空が暮れ始め、神社の方向から太たい鼓この音が聞こえる。

　夏祭りが行われているのだ。それは近所の神社で行われる町内イベントで、自治体や相葉の学校なども協力して出店やイベントなどを行う。生徒会も参加しているはずだ。

　──夏祭り。

　確か進行中の恋愛ゲームにおいても……。

　相葉は意を決して神社へと走った。

　鳥とり居いをくぐり神社の参道に入ると、沢たく山さんの人々が楽しげに歩いていた。両サイドに出店や屋台が連なり、たこ焼きやお好み焼きのソースの匂においが充満している。そんな参道を相葉はよろけるように歩く。

　そして──見た。

　朝顔柄の浴衣姿のマリがいた。声をかけようとした相葉は硬直する。マリの隣を歩いているのは佐さ々さ木きだった。楽しそうに会話しながら参道を歩いている。

　すっと血が引くのがわかった。視界がモノクロになり体温が下がり音が消えた。まるでテレビ画面を見つめているかのような疎そ外がい感に襲われた。

　約束したはずなのに、なんでマリは佐さ々さ木きと歩いているのだ？　どうして自分はひとりで突っ立っているのだ？　どうして、どうして……。

　よく見るとマリだけではなかった。クラスの女子たちの姿があり、いずれも男子と仲良く時を過ごしている。笑え顔がお、笑顔、笑顔……。表情を凍りつかせているのはこの夏祭り会場で相あい葉ばだけだった。いや、たぶんこの瞬しゆん間かん、相葉は東京で一番空っぽの表情をしていたはずだ。

　相葉はふらふらと夢遊病者のように歩く。自分は勘違いをしていたのでは？　ゲームに熱中する男子たちを馬ば鹿かにして自分のプライドを保っていた。しかし本当に愚かなのは自分だ。自分の感情に正直になれず恋愛ゲームに興味のないふりをしていた。未だにおっぱいチケットを握り締めて幻想を追いかけていた……。

　走りだした相葉は参道でつんのめって転んだ。驚いた人々は避けて歩くだけで誰も気を留めない。相葉はポケットからおっぱいチケットを取りだした。

　──捨ててやる。悪夢のチケットを捨てやる。

「……くそっ」

　捨てられない。こんな状況でもチケットを破ることはできなかった。

　必死で相葉は涙をこらえる。泣くな、こんな場所で泣いてはいけない。涙をこらえて立ち上がる相葉の目に映ったのはあるテントだった。屋根だけの簡易テントの下には机が並べられ、見たことのある人間が座っている。それを目にした瞬間、相葉はこらえきれなくなった。

「うわあああああ」

　相葉は叫さけんで、生徒会本部と表記されたテントに駆かけ込んだ。

「助けて、助けて！」

　相葉はテント下にいた浴衣ゆかた姿の女性の脚にすがりつく。

「わっ、なに、なに？」と、驚いたのは千ち種ぐさだった。

「先輩、俺を助けてよお。こんなのゲームじゃない！」

「なんだ相葉か。どうした？」

　千種ははぎゅっと脚に抱きつく相葉に苦笑いしている。

「……ううっ、パンストはいてない」

「お前、結構元気だろ」

　千種がゴツンと相葉の頭を叩たたいた。

「辛つらいんです。現実が冷たくて尖とがってて痛くて……こんなことなら出てこなきゃよかった。あの四畳半に閉じこもってずっとサンオイルを塗り続ければよかった。こんなことなら何も感じることのない花や草に生まれればよかった」

「まあ座れ。焼きそば食べるか？　各部活でも出店を出してるんだ」

　生徒会は夏祭りに来る生徒たちの監視や出店の管理をしているらしい。

「みんな楽しそうに夏を満喫してる。それってマスメディアの捏ねつ造ぞうかと思った。でも、本当に楽しんでいる人間っているんだ。事実だったんだ……」

　相あい葉ばは泣きながら焼きそばを食べた。いかにも体育会系が作ったソースの味しかしない伸びきった焼きそばだった。それでも相葉はかっ込むように食べる。こんなときでも焼きそばがうまいということに情けなくなる。

「すっぽかされたのか」

「デートしようって約束したのに」

「この日の七組の女子の二時間は生徒会が買い取っている。女子たちには選択がないのだ」

　相葉ははっとする。

「じゃあ、夏祭りのデートを約束しなきゃいけなかったのか」

「そのデートの約束も機器のボタンを押すだけででき、恋愛値が高い女子と夏祭りを過ごすことになる。そういうのは男子たちで談合して調整するんだ。先走って勝手に約束するからこんなことになる」

　あの後に佐さ々さ木きがマリとのデートの約束を取りつけたのだ。それしにしても、なんでマリなのだ？　佐々木はおっぱいチケット争そう奪だつ戦から唯ゆいを狙ねらっていたはずだ。では、マリを誘ったのは相葉への嫌いやがらせだったのか。

「……このゲームに参加していない女子もいるんですよね」

　もしかしたら、唯を誘いたくても誘えなかったのかもしれない。唯が参加していないのなら、少しだけ相葉の傷は癒いやせる。誰も唯と付き合うことは不可能であり、唯とのデートもそうだ。

「いや、全員参加だ。管理側のまどか以外は全員攻略対象だぞ」

「そんなあ。もうこんなゲームやだよ。もっと楽しいゲームがよかった。たとえば女子と協力して風船を割るような一昔前のバラエティ番組みたいなのがよかった。せっかくおっぱいチケットを集めたのに、もしも、もしも誰かに……」

　誰かに先を越されたらこのおっぱいチケットはどうなるのだ？

「そうなった場合は、そいつにチケットを譲ゆずってやるんだな」

　千ち種ぐさが相葉の心を読んだかのように言った。

「なんですと？」

　本当に日本語なのか、と思った。それほどに千種の言葉が理解できなかった。あまりにきょとんとしていたため、千種は溜ため息いきを吐ついてもう一度言う。

「その、チケット、あげる。わかる？」

「あげるだって？」相葉は悲鳴を上げた。「あんた何言ってるの？」

「おっぱいチケットの対象者が他の誰かと付き合ったとして、それでもお前は揉もむのか？　あまりに倫理に反しているだろ？　だったら気持ちよくチケットを恋人の男子に渡してやれ」

「ば、ば……」

　ばっかじゃねーか、と思った。

「そ、そっ、お、うおっ……」

　そんなことになったらお前のおっぱいを揉もんでやる。おっぱいチケットで揉めなかったら、私のを揉ましてやる、との確約は忘れていない。

「お前、表情で思っていることがダダ漏もれだぞ」

　千ち種ぐさは呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「所しよ詮せん、お前のおっぱいに対する気持ちはそんなものだ。おっぱいを物質としか見ていない。綺き麗れい事を言うだけで心の中は真っ黒だ」

「そもそも、なんでおっぱいを揉んではいけないんですか？」

　なんで揉むにはチケットが必要なのか、様々な制約が必要なのか。

「別に自由に揉んでもいいけど？」

「え、本当？」

　相あい葉ばは思わず千種の胸に手を伸ばしてしまう。

「……うわあああ」

　千種に指をひねられ相葉は悶もん絶ぜつした。

「と、まあこうするのも自由ってことだ。ちなみにこのテクニックも生徒会伝統でね」

「『指折りの』生徒会長がいたとか」相葉はうずくまりながら呻うめく。

「お、フィンガーブレーカーを知ってるのか？　私がまだ可愛かわいい一年生のときに、あの人が三年の生徒会長だったんだ」

「千種さんに可愛い一年生のときがあったんですか？」

　千種は高校入学時から三年をやってそうなイメージがある。

「彼女には五歳下の妹がいて、下校時に妹が性的ないたずらされそうになった過去があるんだ。で、思わずその犯人の指をへし折ったらしい。その音が心地よくなって、折って折って折って折って折って折って、さらに泣き叫さけぶ犯人の指を折って折って折って折って……」

「も、もういいです、やめてください」

「まあ話半分だろうがな」

　半分だとしても五本は折ってることになるじゃないか、と、相葉はぞっとする。

「高校でもセクハラをされそうになった教師の指を──」

「折ったんですね」

「あまり表ざたにしたくなかったから、関節を抜いて戻してを繰り返したらしいよ。で、彼女やその妹の胸を揉もむ人間は悪夢を見ることになるだろうと恐れられた。私がおっぱいを使ったゲームをしているのは、そのアンチテーゼなのかもなあ」

　千種は懐なつかしそうに空を見つめている。

「とにかく疑問はお前自身で晴らすべきだ。おっぱいチケットは人間を選ぶ。選ばれし人間でないと使いこなせない。悪意ある人間が使えば……壊れる」

　相あい葉ばはどきりとした。おぱっぱいチケットによって壊れた人間……。

「ウッチーのことですか？」

　内うち田だは本当に揉もんだのか？　揉んだのならあのようになるはずがない。

「内田がおっぱいチケットを完成させたのは真実だ。そして私はそのあとのことは知らない。揉んだのか先延ばししているのか。しかしどちらにしろ、おっぱいチケットを少しでも疑えば、真っ白なチケットに少しでもくすみを発生させたなら──真っ黒になる」

　相葉はおっぱいチケットをまじまじと見つめた。これで揉めるのか、そもそもおっぱいというものが本当に世界に存在するのか。相葉はそんな疑問にずっと苦しめられている。揉めばその苦しみが終わると思っていた。しかし、違うのでは？

　揉んでも、少しでも疑いを発生させればそれは増ぞう殖しよくする。自分が揉んだものはなんだったのか。そんな疑心の鎖くさりに体を蝕むしばまれる。そして内田は──心を壊した。

「ウッチーを戻してやってくださいよ。俺たちは後輩でしょ。助けてください！」

「甘えるな」千ち種ぐさは静かに言った。「お前たちがどうなろうと私は関係ない。運命を選択するのはお前たち自身だからだ。私は常に場所を与え、そしてどう行動するかはお前たちの自由だ」

「でも、そんなことおかしい！　間違ってる！」

「私に意見するな。立場をわきまえろ」

　千種の視線に相葉はすくんでしまった。距離が縮ちぢまったと思っていたがそんなことはなかった。この人間はやはり先天的な異常者で暴君だ。

「弱っている人間の心は隙すきだらけだ。簡単に洗脳できる。もう少ししたらあいつはおっぱいのことは忘れ去るだろう。そんな性せい癖へきも初めからなかったかのように失う」

「おっぱいを忘れるだと？」

　そんなはずがない。内田の頭を占めるのは九割が性関係でそのうち半分がおっぱいだ。ずっとおっぱいのことばかり考えていた人間が変われるはずがない。もしも変わったとしたら、もう内田は内田でなくなることだろう。

「他人のことを心配している暇はないぞ。今のお前は凝縮された夏休み、いや高校三年間を過ごしている。このゲームで作られた恋人関係は、後に生徒会が責任を持つ。だが、同時に悪化した人間関係もそうなる」

　相葉はどきりとした。今日も愛あい美みに会って罵ば倒とうされたが、その人間関係が現実に持ち越されるというのか。そんなことになったら……。

「なんでこんなことを」

　後輩の人間関係を崩壊させて楽しんでいるだけなのだ。振り返ればおっぱいチケットもそうだった。一歩間違えれば一年七組はバラバラになっていた。

「お前は一生のうちの黄金時代を過ごしていることを自覚しろ」

　千ち種ぐさは冷たく相あい葉ばを見下ろしている。

「私の周囲には屍しかばねのような大人が沢たく山さんいる。プライドだけは高く虚飾と嘘うそを塗り固めてモノクロの日常を過ごしている。ほんの少しでも傷つくのが嫌いやで壁を作って引きこもっている。まともにおっぱいも揉もめない大人たちだ」

「……え？」

「それは女子たちにもいえる。自分の持っているおっぱいの価値がわからず大人になれば、それは単なる打算と脂肪の塊になり下がる。輝きを失い一気に色あせる。輝きを喪そう失しつさせるのは男だ。周囲におっぱいと真ま面じ目めに向かい合う男子がいなかったからだ」

　見ると、ほんの少しだけ千種の表情は寂しげに見えた。

「先輩……」

「おっぱいについて考える時間は短い。だから動け、走るんだ。虎こ穴けつに入いらずんば虎こ子じを得ず、スカートをめくらねばパンツは見られず、真実を見つけねばおっぱいは揉めない」

　千種はそう言い残すとテントから出ていく。そのとき彼女の頬ほおに光るものを見た。千種の姿が消えても相葉は立ち上がれなかった。体に力が入らない。

「大丈夫ですか？」

　顔を上げると、机でパソコンを入力している三年男子がいた。

「副会長……いや、マスター」

　彼は生徒会副会長だった。おっぱいチケットを完成させたこともあるおっぱいマスターだ。

「千種先輩は、何を考えているんですか？　俺にはよくわかりません」

「確かに会長は周囲から、わがままで変人で独裁的で何を言っているかよくわからないと評されますが……それでもフェアな人ですよ」

　副会長は周囲の浴衣ゆかた姿の女性たちに目もくれず、淡たん々たんとキーボードを叩たたいている。

「ちなみに先ほどの態度ですが『冷たい態度を取りつつも実は心の底で後輩を心配しているパターン』という演技なんで気にしないでいいですよ。数パターンあるので気をつけてください」

「……あの野郎、もう少しで心を許すところだった」

「会長の肩を持つわけではありませんが、つまらない大人は沢山いますがね」

「おっぱいを揉まなかった人間ですか？」

「いいえ、おっぱいを揉む揉まないは単なる結果です。重要なのは戦うことです。これはこの学校のサッカー部ＯＢ会活動記録ノートに書かれていた文章です。文章に出てくる先輩が誰のことだかはわかりませんが、心に響くものだったので暗記してしまいました。それは戦うことなく高校生活を終えた人間の末路……」

　副会長は顔を上げると遠い目をした。

「……先輩主催のＯＢ会っていつもセクシー居酒屋ですよね」

「はあ？」

　呆ぼう然ぜんとする相あい葉ばをよそに副会長は遠くの空を見つめている。セクシー居酒屋とはこの街にある店のことで、エッチなコスチュームの店員がいる。と、ローズ常連客の田た中なかから聞いたことがあった。

「僕が一年生で球拾いに追われていたとき、先輩はバイトに明け暮れていた大学生で、ＯＢ交流会と称してセクシー居酒屋に連れていってくれましたよね。

　──俺は毎晩こんなところで飲み歩いてるぜ。金が余ってしょうがねえから。

　そう言って笑ってましたよね。

　仲間や高校生の童どう貞ていどもにおっぱいを見せてやるんだ。これが本物のおっぱいだってな。

　って、目を輝かせて語ってましたよね。

　あれから十年経って、ＯＢ会を開いたらやっぱりセクシー居酒屋です。僕も大人になりましたが、そこに行くのは先輩と一いつ緒しよのときだけです。別にこの店が悪いって言ってるわけじゃないんです。でも、この店の女の子って所しよ詮せん胸をアピールした衣装だけが特徴で、特にお酒も美お味いしいわけではありません。水着姿の女の子は自称高校生ですが、絶対にあの子たちは三十代です。別に女の子がいる店でなくとも僕はいいんです。僕らも大人になって、もっと落ち着いた女性と落ち着いた店を知っているはずの年齢ですよね。

　でも、今の先輩を見ると、女の子の胸を食い入るように見ている先輩を見ると、僕はどうしても別の店に行きましょうと言えなくなるんです。

　先輩がセクハラで仕事を首になったのを知ってます。

　新しく入ったバイト先で、女子高生にゴミ扱いされているのも知ってます。

　胸の大きい女子大生目当てに喫茶店に通い、いつか揉もんでやろうと息いき巻まいているのも知ってます。

　でも、もうやめましょう。十年前と同じ店でおっぱいを語らないでください。そんなの戦っている高校生、そして過去に戦ったことのある男子だけに許されるものなんですよ。

　おっぱいの真実を知らないあなたに、おっぱいは語ってほしくないのです」

　喧けん騒そうがいつの間にか聞こえなくなっていた。どこかで叩たたかれる太たい鼓この音だけが耳に届く。

「……惨みじめだ。なんて惨めな生き物」

　相あい葉ばの目から涙が止めどなく垂れ落ちる。相葉は物語の先輩のほうに感情移入してしまった。まるで自分が先輩になったかのように思えた。この高校時代におっぱいと向き合い思い切りぶつかるしかないのだ。でないと某先輩のように距離感がわからず揉めることのないおっぱいを遠くから見つめるだけの人生になる……。

　もしもここから逃げだせばずっと敗者だ。惨めな先輩のような敗者になってしまう。

「ですから戦うのです。刀折れ矢尽つきるまで戦うのですよ」

　──戦え。

　相葉はよろけながらも立ち上がった。
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　夏祭りが終わってもゲームは終わらない。七組の男子たちの恋愛は落ち着くどころか、さらに過熱していた。

「いらっしゃい」

　カフェローズのドアを開けると、座席は七組の男子たちで埋まっていた。彼らは時短システムにて女子たちの恋愛値を上げ続けているのだ。誰もが一心にカードに書き込み、未来の時間を使っている。店内はプラスの空気というか和気あいあいとした雰ふん囲い気きがあった。

　彼らは街を走り回りローズに戻るという生活サイクルだ。街に出るのは女子と直接会って恋愛値を上げる他、未だに会っていない女子探しという理由もある。攻略対象を増やすということには様々な利点がある。まず攻略対象が多ければ選択の幅が広がる。そして何よりも時短システムが効果的に働くのだ。

　たとえば隠しパラメーターと呼ばれる自分の能力は、時短システムで簡単に上げることができる。理系や文系の勉強、芸術系や技術系や運動。それらを上げれば、すべての攻略対象の女子に影響するのだ。当然それぞれの女子の上昇率は違うが、総計的に多くの数値が上昇することになる。

　その後、ある程度上がった女子を、今度は個別で時短デートに誘い恋愛値を上げていく。それが男子たちが見つけた効率の良い方法らしい。そして目指すは二回目のイベント、二十七日の生徒会主催のバーベキュー。イベントは大きく恋愛値を上げるチャンスだ。

　しかし相あい葉ばは他の男子に大きく後おくれを取っていた。まず攻略対象の女子が少なすぎる。未だに四人程度で、唯ゆいとも出会えていない。さらに金銭的な理由から安易に時短システムを使うこともできない。

　それでも最低限は時短システムに頼らねばならない。そこで相葉が行ったのは時短式アルバイトだった。カフェローズでのアルバイト代の前借りだ。その資金でカード代金やデートの費用を捻ねん出しゆつする。この攻略対象の人数では自己能力パラメーターを上げるよりも、直接女の子とデートしたほうがいいはずだ。

　相葉はカードにデートプランを書き込んでまどかに提出する。

「プール？　二人で行くには早すぎね。マリの水着を見たいっていう邪じや念ねんが見えすぎてる。いくら小学生からの知り合いだからといっても駄だ目め。もっと段階を踏ふむことね。ということで、デートはなし」

「プールぐらいだったら、まどかともふたりっきりで行ったことあっただろうが」

「それは小学生の頃でしょ。もう相葉のピークの時期は終わったの。前を向きなさい」

「泳ぎを教えてやった恩を忘れている。練習を見られるのが恥ずかしいからって、夜に中学校のプールに忍び込んでまで教えてやった」

　その中学校のプールを囲う柵さくには小さな穴が空いており、まどかが穴を通り抜け鍵かぎを開けることができたのだ。

「感謝しているわ。でもそれは別のお話ね」

　マリとのデートは却下されてしまった。デート費用もローズから前借りしての渾こん身しんのプランだったというのに。

　プールデートは男子たちの流は行やりだった。成功させている男子は数多くいた。夏といえばプール、プールといえば水着……。そんな短絡的な連想からプールという場所に考え至ったのだ。

　そして水着といえば男子たちの行きつく先はおっぱいだ。相あい葉ばが盗み見した限り、やはり胸の大きな女子が人気を集めることになっている。つまり七組のビッグファイブ。師し匠しようの彼女を抜いての四人、秋あき野のマリ、本ほん田だ有ゆ華か、春はる野の典のり子こ、仲なか村むら愛あい美みに人気が集中する。

　なんだかんだと言っても、彼らはおっぱいの幻想を捨てきれてはいない。そしておっぱいチケットでの失敗から何も学んでいなかったのだ。パーフェクトガールと呼ばれる愛美はどんな水着を着るのか、控えめな春野典子の水着は？　着やせするタイプの本田有華の水着も見たい。成長したマリの水着姿も気になる。

　そんな相葉を横目に、男子たちは次々にデートを成功させていく。歓喜に沸わく男子たちの目は喫茶店の店内でなく、どこか遠くを見つめていた。目に映しているのは未来の光景だろうか。机上デートだが未来に手にすることのできるデートのシーン。水しぶき舞うプールに、笑え顔がおを浮かべる水着姿の女子……。

「ふざけんな！」

　相葉はプールデートプランを提出しようとする大おお崎さきの胸ぐらをつかんだ。

「なんだよ相葉、邪じや魔ますんなよ」

　相葉はカードを奪うばい取った。デート対象はマリだった。

「なんでマリたんとふたりでプールに行ってるんだよ」

　自分のほうがマリと親密である自信がある。それなのに自分は行けずに、なんでこいつはデートできるのだ？

「馬ば鹿かだな、俺はもうマリたんと何回もデートしてるぜ。手だって繋つないだ」

「嘘うそだろ、くだらないこと言うんじゃねえ」

「相葉は手も繋いだことないのかよ」

「……実際に手を繋いだわけじゃないだろうが」

「でも実際に起こる未来だ。それに恋愛値が上がるたびに花屋に行くけど、マリたんが俺に向ける笑顔が明らかに変わってるのがわかる。花屋とここを往復する毎日だぜ。これからまたマリたんとプールに行くからよ」

　大崎は相葉からカードを奪い返して笑う。

「てめえ、プールのどさくさに紛まぎれて変なことを……マリたんのおっぱいを揉もんだりしたら許さないからな」

　相あい葉ばの言動に大おお崎さきは呆あつ気けに取られた表情をした。周囲の男子たちと視線を合わせ、一いつ瞬しゆんの間の後、店内がどっと沸わいた。

「こいつ、未だにおっぱいとか言ってやがるぜ」

「おっぱいを揉むだって」

「小学生かよ」

　げらげらと笑われ、相葉は唖あ然ぜんと立ち尽つくす。

「何がおかしい！」

　叫さけんでも周囲の笑いは止まらない。

「おっぱいを揉みたい気持ちを否定するなよな。そんな気持ちがあるのを俺たちは受け入れたんだろ。そしてこのゲームにもそんな気持ちがあるはずだ」

　相葉はおっぱいチケットをぎゅっと握りしめて反論した。

「ねえよ、バーカ」

「お前だけなんだよ、相葉」

　なんなんだ、と思った。相葉に向けられる嘲ちよう笑しようと軽けい蔑べつの視線。こいつらは本当に自分のクラスメイトなのか？　おっぱいチケットを賭かけて戦った仲間なのか？

「おっぱいよりも恋愛だろ？」

「揉むにしても先に恋愛だ。まずおっぱいっていうお前の考えは下品だよ」

「そうだ、まず女の子と付き合うんだよ。おっぱいはそのおまけにすぎない。恋人になっていい雰ふん囲い気きになったら揉めるんだ。そんな順序だ」

　相葉は口々に責められながらも反論する。

「お前たちはおっぱいを直視していない。揉みたくて何が悪い？　それって自然なことだろ？　みんな揉みたいんだろ」

「相葉、揉みたいを顔にも口にも出さない。それが大人だよ」

「嘘うそだ！　お前たちは嘘を吐ついている。ついでに二枚舌だ」

　そんな混こん沌とんとした雰囲気の中でコーヒーを飲んでいた常連田た中なかが、にやにやと口をはさんだ。

「そんなにおっぱいに興味あるなら、俺が大人の店に連れていってやろうか？　大人の世界ではお金を払えば自由に揉めるんだぜ」

「うるさい！」

　相葉がガツンとカウンターを叩たたくと、田中は「ひっ」と悲鳴を上げた。

「それは大人の意見だ。へらへら笑って俺たちの純真な質問に答えない汚れた大人の戯たわ言ごと。俺たちが求めているのは偽物のおっぱいではなく──真実だ」

　相葉は男子たちに向き直る。

「俺たちは社会や大人に反抗していた。だからこそおっぱいチケットという自由を求めた。でも、今のお前たちは汚い社会に飲み込まれている。初めからある他人の出した答えで満足している偽物の人間だ！　それが大人だというなら俺は──大人にならない！」

　叫さけぶ相あい葉ばを男子たちが取り囲む。そしてひとりが相葉の握っているものに気づいた。

「……こいつ、おっぱいチケットなんて持ってやがる」

「や、やめろよお！」

　おっぱいチケットを奪うばわれそうになり、相葉は悲鳴を上げた。

「夏休みになったのに、まだおっぱいチケット持ってるやついるんだ」

「触さわるな、俺のおっぱいチケットに手を触れるんじゃねえ！」

「なあ、破いちゃおうぜ」

「やめてええ、やめてよおお！」

　相葉はチケットを守るようにうずくまる。

「バーカ、バーカ、おっぱい野郎」

「やめろ、やめてー」

　取り囲んだ男子たちが相葉を足あし蹴げにする。

「ちくしょう、ちくしょう……」

　相葉はおっぱいチケットを必死で守りながら嗚お咽えつした。
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「くそお、ちくしょう……」

　相葉は目を擦こすりながら歩いていた。あれから相葉は逃げるようにローズを出て、どこに行く当てもなく街をさまよっている。

　夏なのに体が冷え切っていた。なんだか惨みじめで涙が止まらない。

　……自分が間違っているのでは？

　男子たちの意見はあまりに正論だった。女子を見てまずおっぱいのことを考えてしまう相葉は汚けがれているのだ。そして握っているおっぱいチケットも同じく。

　それでもおっぱいチケットという希望を捨てることができずにあがいている。これは呪のろいなのだ。純真に熱く戦う高校生たちの光はこの夏に負けないほどに強かった。しかし、おっぱいチケットの闇やみはその光を飲み込むほどに深い……。

　捨てるしかない。おっぱいチケットを破くのだ。千ち種ぐさの言うとおり、これは人間が持っていていいものではない。人間の邪じや念ねんと欲望を増ぞう殖しよくさせ滅ぼす存在だ。

　……駄だ目めだ。

　相葉は真まっ青さおな空を見上げた。捨てることなんてできやしない。おっぱいチケットを完成させた最後の一枚は唯ゆい自身からもらったものなのだ。それを破くということは、唯のおっぱい自体を否定することになる。

　──かっこよかったと思うよ。

　相あい葉ばは唯の言葉を思いだした。唯が最後の一枚をくれたとき、そう笑っていた。その笑え顔がおは今でも眩まぶしい光と共に目に焼きついている。

　──かっこよかったと思うよ。ほんの一いつ瞬しゆんだけど最後の一枚をあげてもいいかなって、つまり揉もませてあげてもいいかなって思ったの。私、相葉君のこと好きになっちゃったのかな。だってこんなに心臓がどきどきしてるの。ねえ相葉君触さわってみる？

　確かそんな内容のことを言っていたはずだが、少しだけ記憶があやふやだった。ここまで言っていただろうか。

　とにかく、唯からもらったチケットを捨てることはできない。そして思う。唯はどこにいるのだろうかと。ずっと探していたが未だに見つからない。夏祭りでも姿はなかった。

　気づくと相葉は学校にいた。唯の行きつけの店や家も知らず、唯ゆい一いつ会えそうなのは学校だからだ。彼女は水泳部なのだが最近は部活に出ていないようだが。

　校庭は閑散としている。あまりの暑さに校庭での運動は控えているのかもしれない。熱せられた街で自分は何をしているのだと思った。本当に別の世界に来てしまったみたいだ……。

「……相葉君」

　声に相葉はぎこちなく振り返る。

「学校に何か用があるの？」

　声の主はマリだった。

「いや、別に」

　時短システムを使いある程度マリの恋愛値は上げている。なのでこうして姿を見かければ、気さくに話しかけてくれるのだろう。しかしこれには演技も交じっているのだ。

「相葉君、昨日のことだけど。ごめんね、いろいろあって」

「あ、あ、い、いや、別にあれでしょ。ゲー……」

　相葉は出かかった言葉を飲み込んだ。このシステムのことを話すのは禁止行為だ。大きく恋愛値を下げる要因となる。

「マリ、本当は相葉君と一いつ緒しよに行きたかったんだけど」

　マリの口調は寂しげだった。それは演技のように思えず顔を上げた。

「別に気にしてな──」

「相葉君の姿が見えたから、どうしても謝りたくて抜けてきちゃったの」

　目の前には水着姿のマリが立っており、相葉は慌あわてて目を逸そらす。彼女は水泳部なので紺色の水着姿だ。競泳用なので体のラインがはっきりとわかる。

「じゃ、じゃあまたね」

　マリは手を振ると校庭を走りプールに戻っていく。校庭で水着というアンバランスさが異様にセクシャルに感じ、鼓こ動どうが高鳴ったままだ。体は成熟しても、あっけらかんとした性格は小学生時代から変わっておらず心配になるほどだ。

　それともこれはゲームだからだろうか？　謝ったのも、このシチュエーションも設定のうちなのか。もしかしたらと思う。女子がこのゲームを受け入れたのは、おっぱいチケットのせいなのではと。

　おっぱいチケットの件で、女子と男子の関係はぎこちなくなった。おっぱいチケットを集めていたのは相あい葉ばだけだとされているが、女子は薄々気づいている。意識したくないがために、相葉だけが集めていたと思い込んでいるだけだ。

　そんな女子たちは、ぎこちなさを埋めるためにゲームを利用した。恋愛値と態度をリンクさせ、ある意味日常を演じることで自然に振る舞っている。

　だとしたら、おっぱいチケットを持っている限りゲームは続くのではないか？　なぜならおっぱいチケットは非日常の存在だからだ。ゲームを終わらせるためには、おっぱいチケットを捨てるしか……。

　──めでたしめでたし。でも、終わってからも日常は続くんだよね。

　頭に響いた声は唯ゆいのものだった。

　唯は姪めいっ子に本を読んであげると隣の席で笑っていた。いつもハッピーエンドの本を選ぶのだが、沢たく山さん読んでいるうちに気づいたのだという。物語は終わってからのほうが長いということに。

　ふたりは幸せに暮らしました。でも、残りの人生を幸せに暮らすのって大変だよね。幸せを追い求めているときが一番幸せだったって残りの人生で気づくんだと思う。辛つらくても苦しくても刺激的な時間だったはずだから。

　相葉も同じだった。おっぱいチケットを完成させて、めでたしめでたしにはならなかった。完成させたあとの高校生活のほうが長いことに気づいたのだ。いや、揉もめたとしても、揉んだあとの人生のほうが長い。

　だが、この苦しみも振り返ってみれば幸せな思い出になるはずだ。だとしたら安易に扱ってはいけない。でなければ、残りの人生が辛く残忍なものになってしまう。

　相葉は校舎内を歩き一年七組のドアを開けた。夏休みの教室には誰もいなかった。空っぽの教室はどこか他人行儀だった。久しぶりに見る空間はどこかよそよそしい。

　この高校生活自体が非日常なのかもしれないと思った。振り返ってみれば一番輝いていた時間となるかもしれない。

　──意見箱を作りませんか？

　教室の棚の上に赤と青の箱が置いてある。それは唯の発案でできた意見箱だった。男子から女子への意見は赤い箱に入れ、女子から男子への意見は青い箱に入れるというものだ。

　夏休みにクラスで遊ぼうとか、クラスでフットサルチームを作ろうとか、なんでもいいんだよ。先生も戻ってきたし、千ち種ぐささんにいろいろかき回されちゃったし、今度こそクラスで一つにまとまろう、と、唯ゆいは少しだけ恥ずかしそうに言っていた。

　今なら唯の提案の意味もわかる。唯は男女間のぎこちなさを少しでも埋めようと尽じん力りよくしたのだ。クラスのためを思っての提案だった。おっぱいチケットを集めるゲームのプレイヤーは男子だったが、女子たちも高校生活というゲームに殉じゆんじている。

　何を焦あせっていたのだろうと思った。スイカを割ったりリア充の夏休みを求めたりとパニックになっていた。しかし、振り返ってみればこの時間はキラキラと輝いている。これほどに可愛かわいらしい女子と一いつ緒しよに時を過ごしているではないか……。

　青い箱を触さわるとこつんと音がした。そこに何かが入っている。

　箱を覗のぞくと封筒が入っていた。青い箱は基本的に副クラス委員長の佐さ々さ木きが管理するのだが、他の男子も見ていいことになっている。相葉はその封筒を取りだし開けてみた。

　それはペーパーのローズタイムズだった。





　ゲームの経過はどうでしょうか。

　素晴らしい夏休みを過ごしていると確信しております。

　さて、このローズタイムズを見ている方にお誘いがあります。

　きたる七月二十七日、イベントを開催いたします。招待状を同封するので、興味のある方はふるってご参加ください。

　もしかしたら、新しい出会いがあるかもしれません。

　そして世界ががらりと変わるでしょう。
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　①　ジグソーパズルと目覚まし時計ののったテーブル

　②　洗面台

　③　歪ゆがんだ鉄てつ格ごう子し

　④　トランク

　⑤　非常口

　⑥　部屋の出口









　七月二十七日。

　二回目のイベントの日だった。河原で行われる生徒会主催のバーベキューパーティーは、個別に誘うことはできないが、クラスの女子たちも出席し恋愛値を上げるチャンスとなる。

　しかしその日、相あい葉ばは河原ではなく学校の旧校舎にいた。

　薄暗い密室に集まっていたのは相葉を含めて七人。すべて七組の男子だった。

「バーベキューに行かなかったのかよ」

　相葉は横で突っ立つ佐さ々さ木きを見た。

「あれは馬ば鹿かどもへの目くらましだ」

　佐々木も相葉と同じく招待状を発見したのだ。ここに来ている男子たちは唯ゆいがいないことに気づいており、そして唯を探していた。女子たちが不自然に唯を隠いん蔽ぺいしているのは、それがこのゲームの設定のひとつだからだ。おそらく招待状は唯に関連する場所に隠されていた。唯を探す過程でここに来るように設定されていたのだろう。

　唯と付き合いたい。皆はそんな気持ちを持っている。はっきりとそう思ってなくとも、攻略対象に入れておきたい、と。

　やっと唯と会える。相葉はただそう思っていた。

　夏休みが始まってからなんだか胸にぽっかりと穴が空いた気分だった。その穴は唯と会えれば埋まるかもしれない。唯は七組において積極的なタイプではなかったが、そこにいるだけで明るくなる。七組にとって唯ゆいは重要なファクターなのだ。

　──新しい出会いがあるかもしれません。

　調べたところ、男子たちの持つ機器に出現していない名前は唯だけだ。新しい出会いがあるとすれば唯しかいない。

　七人に会話はなく、相あい葉ばは周囲を見回した。ここは旧校舎の一階だが、この部屋は改造されている。出入り口は二か所あり鉄てつ格ごう子しがはまっている。生徒会のＯＢなどがこの場所で脱出系ゲームなどのイベントを行うので本格的に改造されたのだ。床は板張りを取り去りコンクリートが剝むきだしだ。天井には赤いランプが灯ともっており全体的に赤く見える。中央の丸テーブルには布が掛けられており、さらに壁際に大きなトランクがあるのが気になる。

　佐々木は身じろぎしないが、視線をじっと周囲にさまよわせている。これからなんらかのゲームが始まると踏ふんでいるのだろう。ただ、他の五人は機器を気にしたりと落ち着かない。恋愛値が気になっているのだ。ここにいると恋愛値を増やすことはできない。本当ならバーベキューかローズに行きたかったのだろう。

　だが、そうまでしても唯を攻略対象に入れたいのだ。

　──そうはさせない。

　だとしたら自分が先に恋愛値を上げてやる。他の女子と違って、まだ出現していない唯攻略は同時にスタートすることになり、出遅れた相葉のハンデはない。

　いきなりベルが鳴り響き、七人はびくんと体を硬直させた。

　まず動いたのは佐さ々さ木きだった。テーブルに掛かった布を取り払う。目覚まし時計が置かれており、佐々木がベルを止めた。

「……なんだ？」

　相葉はテーブルの上に散乱しているものをまじまじと見つめた。形が様々なパレット状の物が積まれている。

「パズル？」

　誰かが呟つぶやいた。確かにこれはジグソーパズルだ。

　七人は困こん惑わくした様子で視線を合わせる。相葉もパズルの山を見てぽかんとしていた。こんな場所まで連れてこられて何な故ぜパズルなのだろうか。

「とにかく、作ろう」

　声を出したのは佐々木だった。佐々木の掛け声によりパズルの組み立てが始まる。直線を含む端はし部分を集めたり、同じような色合いでまとめたりと手分けする。

　相葉はパズルのピースを組み合わせながら疑問を感じた。これは協力プレイなのだろうか。この集まった七人で協力してゲームをクリアするのだったらピリピリする必要はない。いや、まだ警戒する必要はないということだ。唯攻略においてはこの七人はライバルとなる。

　だが今は協力するべきだ。何より大切なことは唯に会うことだ。唯と出会い同じクラスになってから二週間も会わないのは初めてだ。顔だけでも見たい、という感情が相あい葉ばの胸を占めている。せめて居場所だけでも……。

　協力プレイということがわかったからか、雰ふん囲い気きは少しだけ緩和した。お互いに声を出し合い、少しずつピースを組み合わせていく。

「椅い子す？」

　背もたれがこちらに向いている。さらにすらりとした両足。椅子にまたがるようにして誰かが座っている。

「……春はる野のさんじゃね？」

　相葉は顔部分のピースを手に取った。パズルの絵柄はクラスメイトの春野典のり子この写真のようだ。さらにピースをはめていくと、その全体像が見えてくる。ワイシャツ姿の春野が、背もたれを前に足を広げて座っているという、なかなか色っぽいものだった。

「『氷の微笑』の、シャロンストーンみたいだな」

　趣味が映画鑑賞である佐さ々さ木きは昔の名作を口にする。

「ワイシャツの下、スカート穿はいてないだろ。ちょっとマズくないか？」

　相葉はパズルを作りながら、ごくりと唾を飲み込んだ。まるでパジャマ代わりにワイシャツを着た感じで、すらりとした生脚が伸びている。背もたれは櫛くし状になっているので、このまま完成させるとワイシャツの裾すそからパンツが見えてしまう。

　春野は千ち種ぐさに利用されたのだろうなと思った。内気でとても優しい彼女は、現国の授業で小説を朗読しては涙し、担任の女性教師が彼氏に捨てられれば自分ことのように悲しがった。彼女をこのまま社会に出せば、悪い連中に食い物にされるのは火を見るより明らかだ。

　同時に春野と結婚したら、毎朝こんな風景を見られるのだろうかと思った。外では内気で恥ずかしがり屋だが、家の中では大胆に……。

「……このまま完成させていいのかな？」

「いや、いいだろ。別にやらしい気持じゃないし」

「そ、そうだよ。生徒会主催のゲームだし」

　パズルが完成に近づき部屋の温度が上昇していく。

「落ち着け、ひとつずつはめていこう」

　残りのピースはわずかだ。恥ずかしそうに微ほほ笑えんでいる春野の顔は完成した。無防備に広げる両足も埋まっていく。背もたれに乗っかる大きな胸も作った。相葉の鼓こ動どうが高鳴る。

「焦あせるんじゃない。背景とかから先にやるんだ。焦じらして焦らしてまだはめない」

　最後の一つが最重要なピースであることが望ましい。これこそジグソーパズルの真しん骨こつ頂ちようだ。バラバラの模様が意味のあるものに変化する瞬しゆん間かん、その爆発を感じたい……。

「……え？」

　七人は唖あ然ぜんと顔を見合わせた。

　最後の一ピースが見当たらない。重要な部分のピースがぽっかりと空いている。これではまったく意味がない。

「おい、意地悪すんよな」

「もったいぶるなよ、隠すんじゃねえよー」

　七人は視線を合わせながらにやにやと笑う。

「もー、やめろよ、なあ……」

「…………」

　皆の顔から笑えみが消えた。

「なんだよ、こんなのありかよ」

　相あい葉ばは胸を押さえた。このぽっかりと空いたパズルの穴は、自分の胸の穴そのものだ。

「もしかしたら、このピースを探すゲームなんじゃないか？」

　誰かが言い、皆はうなずいた。当然このままでは終われない。

　七人は急いで部屋に散らばる。小さな一つのピースだが、他のピースすべてを合わせたよりも重要な価値がある。まるでおっぱいチケットだ。最後の一枚が最重要であるように。

　とにかく相葉も部屋を捜索した。十畳ほどのスペースには目立ったものはほどんどない。部屋の両サイドは鉄てつ格ごう子しで仕切られ、まるでこの場所は牢ろう獄ごくのようだ。相葉は片側の鉄格子を調べる。鉄格子の向こう側には『EXIT』と緑のランプがぼんやりと光り、その下に扉が見える。ただし鉄格子の扉には鍵かぎがかかっており、こちらからでは開けられない。向こう側の床を確認するが、パズルのピースらしきものは見当たらない。

「ん？」

　見ると一番端はしの鉄格子が微び妙みように歪ゆがんでいる。その歪みを利用して向こう側に行けそうだった。……が、相葉の体では通り抜けることは不可能だ。小学生ぐらいしか無理だろう。

　相葉は次に逆サイドの鉄格子を調べる。こちらも同じような感じで、鉄格子の向こう側に大きな扉がある。扉には大きく『部屋からの出口』と張り紙がしてある。やはりパズルのピースは見当たらない。

「てことは、あそこだな」

　佐さ々さ木きが振り向いた先では残りの男子が集まっている。彼らが囲んでいるのは、最初からこれ見よがしに置いてある大きなスチール製のトランクだ。

「開けられそうか？」

　佐々木が近づいたが、男子たちは首を振りトランクの側面を指さす。

「鍵がかかってる。ナンバーロック」

　相葉も確認すると、確かに四桁けたのダイヤルがついている。

「誰かナンバーを見たか？」

　相葉の問いに誰もが首を振る。この部屋を探したが四桁けたの数字は誰も見ていない。

「探せ、早く探すんだ」

　佐さ々さ木きの号令で男子たちが部屋に散らばる。そんな中で相あい葉ばはさらにトランクを調べる。何か微かすかに音が聞こえるような気がした。トランクから空気が漏もれているような……。

　相葉はコンコンとトランクを叩たたく。……何も変化はない。

　揺ゆすってみるが特に変化はない。横に倒してみるがやはり変化はない。

「くそっ」

　相葉はトランクを蹴けり飛ばした。

「……むぐっ」

　妙みような音が聞こえ、相葉はきょろきょろと周囲を見回す。誰も声を出してはいない。

　恐る恐る視線を戻してもう一度トランクを確認する。まさか……。

「佐々木！　トランクを蹴るんじゃねえよ」

　相葉はトランクから距離を置いて叫さけんだ。

「……は？　何か言ったか？」

　佐々木は怪け訝げんな顔をしたあと、すぐに声を上げる。

「あった！　これだ。数字が書いてある」

　佐々木がジグソーパズルを裏返した。そこにマジックでナンバーが書いてあるようだ。春はる野ののパンツはダミートラップだったのだ。

　相葉は、そっとトランクを横にすると佐々木から聞いたナンバーをダイヤルに合わせる。カチリ、と音がすると同時に激しい勢いでトランクが開いた。

「じゃじゃーん！」

　覗のぞき込んでいた男子が腰を抜かす。トランクから飛び出てきたのは、派手なコスチューム姿の──牧まき野の奈な々なだった。

「……奈々っち」

「いいえ、奈々じゃないのです！」

　奈々は相葉に指を振り笑ってみせた。ずっとトランクに入っていたからか汗だくだ。カラフルな生き地じを貼り合わせたような派手な衣装が、華きや奢しやな奈々に似合っている。

「私は妖精です。甘い香りを振りまき優ゆう雅がに蝶ちようと遊ぶ、お花の妖精なのです。ですから蹴ったり乱暴に扱っては駄だ目めだったのです！」

　奈々が佐々木をキッと睨にらむ。佐々木のせいにしておいてよかった、と相葉は安あん堵どした。

「とりあえず奈々っち、早く救護室に行こう」

「違う、暑さでやられたんじゃありません！」

　奈々は額ひたいに添えられた相葉の手を振り払った。

「ここは魔王の居城なのです。私は魔王に閉じ込められていたのです」

　奈々は周囲を警戒する仕草をした。ここでやっと気づく。これはこのゲームの配役なのだ。奈な々なはこの部屋では、妖精という役柄を受け持っている。

「私はある王国の花畑に住む妖精でした。ですからこれは仮の姿……」

　一生懸けん命めいに話す奈々を見て可愛かわいいなあと思った。出口が開いていたら、奈々を担かついでさらっていきたいくらいだ。奈々を構成するパーツはすべて小さく精巧で愛らしい。確かに妖精という役柄がぴったりだ。鳥かごに入れて世話をしたら、毎日が楽しいだろうなあ。

「王国は平和でした。花畑では妖精たちが遊び、泉では人魚たちが歌い、長きにわたって平和を維持していたのです。しかし、それはある日終わりを告げました……」

　奈々は悲しげに目を伏せる。男子たちの「頑張れ！」という声が聞こえたような気がした。小さな奈々は、何をやっていてもつい応援したくなる。

「魔王の軍勢が攻めてきたのです。もちろん王国の騎士たちは勇気を持って戦いました。しかし魔王の魔法によって剣つるぎは折れ、盾たては砕くだかれてしまったのです。魔王の目的は王国のお姫様でした。そこで王国の魔法使いは姫君を守るために究極の魔法を使ったのです……」

　究極の魔法。それは別の世界に飛ばす魔法だった。

「そうです、つまりお姫様はこの世界に飛ばされたのです。この世界で人間の姿を借りています。そして私たちもお姫様と一いつ緒しよにこの世界に来たのです」

　奈々はくるりと回ってみせた。器械体操をやっていただけあって身軽だ。

「ですから、これは仮の姿。この世界の高校生の体を借りていますが、私は妖精なのです」

　おおっ、と相葉たちはパチパチと拍手をした。

「ただし、この世界に飛んできたのは私たちだけではありません。お姫様を追いかけて──そうです魔王も来ています。さらに、魔王はお姫様が逃げる寸前に邪じや悪あくな魔法をかけたのです。その魔法によってお姫様は……」

　奈々がトランクから取りだしたのは女の子の人形だった。お姫様の末路だった。彼女は魔王の魔法によって人形にされてしまったのだ。

「かわいそうに」

　物語に感情移入してしまった相あい葉ばは、奈々に近づき人形をそっとなでた。

　と、そのときピコーンと妙みような音がした。首を傾かしげた相葉はあの機器を取りだし声を上げた。

　機器の画面に高たか橋はし唯ゆいと表示されている。いつの間にか唯が攻略対象になったのだ。と、すぐに疑問が発生する。自分はいつ唯と会ったのだ？

　相葉は目の前の人形を凝視する。まさか……。

「唯ちゃんなのか？」

　この人形、つまりお姫様は唯だったのだ。

「マジか！」

　気づいた男子たちが人形に群むらがる。やはりまだ誰も唯を攻略対象にしていなかった。このミニゲームは唯に出会うイベントだったのだ。

「早くローズに行こうぜ」

　男子たちが色めきだつ。カフェに戻って時短システムを使う気なのだ。そんな中、相あい葉ばは疑問を持つ。本当にこれで終わりなのか？

「お姫様を元の姿に戻すには魔王を倒すしかありません。魔王を倒す武器も存在するのです。王国の魔法使いも魔王が姫君を追ったと知り、お姫様と仲の良い人魚たちをこの世界に飛ばしました。なぜなら人魚は魔王を倒す伝説の武器を持っているからです。私もその武器を持ってきたので差し上げますね」

　奈な々なは包みを取りだす。白い包装紙にリボンが結ばれているというシンプルなものだ。と、いきなり奈々の表情が変わった。

「……しっ」

　奈々が口に人差し指を添え周囲を警戒する。ふっと天井の明かりが消えた。暗がりの中、ぎぎっと扉のきしむ音が聞こえ誰かが入ってくる。異様な緊張感に相葉たちは体を硬直させる。

「魔王です。見つかってしまいました！」

　同時に薄く明かりがつき、男子たち七人は目を見開いた。

　真っ黒なワンピースを着ているのは愛あい美みだった。そしてその背後に控えるように立っているのは本ほん田だ有ゆ華かだ。黒いワンピースはふたりの体のラインを無防備に浮かび上がらせている。

「姫君は私のものだ」

　アイミンは冷たく言い奈々の手から人形を奪うばった。彼女も魔王の演技をしている。

「アイミン。魔王だったのか」

　相葉たちは困惑しながらも愛美と対たい峙じする。

「あ、あなただけちょっと離れてもらいます？」

「え、え、なんで？」

「お願いします、離れてください」

　なんで魔王なのに、恋愛値が低い設定を持ち込んでいるのだ？　相葉に向けられる冷たい視線は、明らかに恋愛値マイナスのものだった。落ち込む相葉をよそに話は進む。

「人間ごときが恐れ多いですよ。魔王様にひざまずくのです」

　本田が言った。本田は魔王の部下の役柄を与えられているらしい。

「アイミンが魔王なの？」

　鈴すず木きが軽口を叩たたくと、愛美は顔をしかめた。

「私は魔王だ。無礼な口を利くと魔法を使うぞ」

　本来なら優しい愛美が魔王の演技をしている姿は可愛かわいく、男子たちは笑ってしまった。

「愚おろか者め、私の強大な魔力を思い知れ！」

　愛美が杖つえを持った右手を掲げる。──が何も変わった様子はない。

　相葉が首を傾かしげていると、突とつ如じよ鈴すず木きの悲鳴が響いた。

「わ、わああああ、やめてええええ」

　先ほど愛あい美みと会話していた鈴すず木きがうずくまり、床でのたうち回る。顔には苦く悶もんの表情が浮かんでおり、明らかにリアルな痛みをさらしている。

「どうした鈴木！」

　佐さ々さ木きが駆かけ寄る。まさか本当に魔法が──。

「恋愛値がああああ。やめて、下げないで！」

　表示された恋愛値が下がっている。愛美だけではなく他の女子たちのもだ。魔王の魔法の威力だった。それを見た他の男子たちは急いで床にはいつくばる。相あい葉ばも急いで床を舐なめる勢いで土下座した。

「許してください、魔王様！」

　恋愛値。それはただの数字だが、男子たちにとって夏休みの結晶であり命である。相葉もその痛みが理解できた。たった一ポイントのためにどれだけ努力をしているか。そんな数字をあっさり下げることのできる愛美は悪魔だ、いや魔王だ。

「お前たちはここに閉じ込められて死ぬのよ」

　冷気を感じた。魔王の凶きよ悪あくさと冷酷さはリアルだ。そして魔法も本物だった。

「ふふふ、この世界の人間男は従順ね。……嫌いじゃないわよ」

　愛美はひざまずく男子たちの脇わきを歩き微ほほ笑えんでいる。

「痛いです」

　杖つえのような棒で背中を突かれ佐々木がうめく。なんてサディスティックなんだ。

　だが相葉のそばまで来ると、「ちっ」と舌打ちをして戻っていった。

「魔王様……」

　ひどすぎる。あまりに態度が違いすぎる……。

「お前たちの従順さはわかった。だが、この姫君は私のものだ」

　愛美は姫である人形を手に持ったまま出口に向かう。

「俺のおっぱ、いや、唯ゆい……」

　ドシンと扉が閉まる。愛美たちが出ていくのを相葉は見送ることしかできなかった。

「怖かったな」

「でも、色っぽかったよな」

　沈ちん黙もくした部屋の中で安あん堵どした男子たちの声が聞こえる。杖で突かれた男子たちはどこか満足げだ。それにしてもと相葉は思った。あのふたりが薄着で並ぶと壮そう観かんだった。七組のビッグファイブのうちのふたりなのだ。このミニイベントをするにあたって、あえてあのふたりを揃そろえたのだろうか。愛美の恋愛値の回復は無理だとしても、本田とは一いつ緒しよにプールに行ったりと水着姿を見ることができるかもしれない。

　部屋の照明の光量が上がり魔王出現前に戻る。なんとなく背後を向いた相葉は「あっ」と声を上げた。非常口側に人影があった。白いワイシャツを着た彼女は──。

「春はる野のさん、何やってるの？」

　相あい葉ばは非常口に駆かけ寄る。彼女は春野典のり子こだ。鉄てつ格ごう子しの向こうで春野はワイシャツの短い裾すそを押さえながら立っている。パズルの絵柄と同じくワイシャツだけでスカートも穿はいていない。もちろん下着はつけているだろうが、まるで裸にワイシャツだ。

　男子たちも非常口側に殺到し「パズルと同じ！」などと興奮している。

「ここから、出るには私を……」

　春野はもごもごと何かを言っている。

「もしかして、まだ何かあるの？　大丈夫だから説明して」

　相葉は優しく春野に話しかけた。

「ここから出るには私を、倒して……」

　春野は裾を押さえ、上目づかいでこちらを見ている。控えめで内気な春野は演技をすることに慣れておらず、顔が真っ赤だ。

　それを見た男子たちから「かわいー」との声が上がる。

「別に私なんか可愛かわいくないです。それに今はそういうのじゃなくて……」

「春野さんはもっと自信を持ったほうがいいと思う。あれでしょ、パズルだってさあ千ち種ぐささんに強要されたんでしょ。嫌いやだったらはっきりと言ったほうがいいよ」

　相葉が言うと、春野はさらに顔を真っ赤にして口をもごもごさせる。

「……そうですか？」

「うん、ちゃんと意思表示をしたほうがいい。俺たちがついてるから大丈夫」

　相葉が言うと、春野は大きく息を吸ってから叫さけんだ。

「お前たちを殺してやる！」

　意外な言葉に相葉たちは目を丸くした。

「私は魔王様の手下の魔法使いなのです。私の悪夢の魔法の恐ろしさを知りなさい。あと十分です。十分であなたたちは死ぬのです」

　春野の言葉に男子たちは顔を見合わせる。

「おい」と、声を出したのは佐さ々さ木きだった。「スマホの画面を見てみろ」

　画面を確認して相葉は目を見開く。そこに表示されていたのは爆弾マークだった。そしてカウントダウンも始まっている。

「爆発したらどうなるんだ？」

　男子たちは顔を見合わせ蒼そう白はくになる。

「す、すべてはゼロになる、のです。それだけです、すいません」

　春野はそう言い、ふうっと大きな溜ため息いきを吐ついて背中を向けた。

　男子たちの顔が青ざめていく。先ほどの魔王の傷がまだ残っているからだ。すべてはゼロになる、というのは恋愛値のことを言っているのでは、と容易に連想できた。

「どうすればいいんだ？　爆発を止めるには？　ねえ春はる野のさん」

　相あい葉ばの呼びかけに春野は応えない。一気に室内が混こん沌とんとする。パニックがパニックを呼び収拾がつかない。それはリアルな混乱だった。恋愛値がほとんどない相葉でさえ動どう揺ようしているのだ。他の男子たちの恐怖は相葉とは比にならないだろう。

「ご、ご安心を！　その魔法は、魔王の居城でしか効果がありません。それに魔王の部下は魔法は使えますが、力は弱いのでびびる必要などないのです」

　自分の役柄を思いだした奈な々なが声を張り上げた。

「とにかく、ここから出られれば魔法は消滅します」

「じゃあ、出ればいいのか！」

　男子たちが出口側の鉄てつ格ごう子しに走るが、そこは堅く閉ざされている。

「開かない、鍵かぎがかかってるよお。春野さんこっちを開けてよ」

　男子が春野に呼びかけるがやはり反応しない。

「大丈夫です、私が鍵を持っています」

　呼びかけに男子たちが殺到し、奈々が青ざめたのが見えた。

「馬ば鹿か、奈々っちを怯おびえさすんじゃねえ」

　相葉は駆かけ寄ってきた男子たちを蹴けり飛ばす。

「奈々っち大丈夫？」

「あ、相葉君、平気だから……あっ、そうだ。鍵はですね、出口がある向こう側の鉄格子を開けるものです。私はこっそりと魔王から奪うばっていたのです。でも、この中のどれなのかわからないのです」

　奈々がトランクから取りだしたのは角ばった白いマグカップだった。その中にカラフルな鍵らしきものが何本も差さっている。

「しかし条件があります。この魔法の鍵はひとり一本しか使えません。そして、扉から出られるのは、鍵を使ったひとりだけ」

　その言葉に男子たちは顔を見合わせ固まった。……ひとりだと？

　ということは六人は出られない。魔法の餌え食じきとなってしまう。これでは意味がない。せっかく唯ゆいを攻略対象にしたというのに、すべては終わってしまう。

　マグカップに鍵は十本ほど。ひとり一本選ぶとしても、全員が外す可能性もある。

「早いもの勝ちですよ。先につかんだ人のものとなります。でも、試すことはできません。別のを選ぶ場合は、一度鍵を手放してから別のを選んでください」

　奈々はマグカップを床に置いて後ずさった。男子たちの必死の形相に怯えている。このゲームのセッティングが恐怖を生みだしているのではない。プレイヤーの必死さが恐怖なのだ。

　マグカップに男子たちが群むらがる。とりあえず我先に鍵を握っている。相葉はそれに出遅れてしまった。いや、佐さ々さ木きも鍵かぎを手にせずじっと考え込んでいる。

　鍵を手に取った男子たちは、お互いを牽けん制せいするように視線を交わしている。

　どれが本物の鍵だ？　疑問と疑心。この時点で誰かか脱出に成功すれば、同時にゲームは終了だ。この密室で死ぬことになる。生存率は七分の一以下……。

　牽制し合う男子をよそに相あい葉ばは鉄てつ格ごう子しへと向かう。ヒントは鍵穴にあるはずだ。雰ふん囲い気きに怯おびえている奈な々なもトコトコ相葉についてくる。

「…………」

　鍵穴はなんの変哲もないものだった。六角形の窪くぼみがあり、その中央に鍵穴がある。鍵を入れてみなければどれが合うかはわからない。

「どけ！」

　突っ立っていた相葉は、男子に突き飛ばされる。

「鈴すず木き」

　鈴木が硬い表情で鍵を持っている。そして鍵穴に突っ込んだ。すり減る時間のプレッシャーに耐えられず鍵を試したのだ。

　がちっと鈍にぶい音が響く。それは冷酷な音だった。……扉は開かない。

「うう……くそお」

　鈴木はその場に崩れ落ち嗚お咽えつする。この時点で鈴木の生還はなくなった。魔王の居城にて死ぬのだ。

「あと──五分」

　誰かのつぶやきが聞こえる。いつまでも鍵を試さないわけにはいかなかった。しかし、安易に試せば鈴木のようになってしまう。

「こんなことなら、ここに来なきゃよかった……」

　鈴木の悲痛な声が聞こえる。鈴木は愛あい美みのファンなのだ。おっぱいチケットでも愛美のチケットを集めていた。もしかしたら、愛美攻略の過程でこのイベントを知ったのかもしれない。いや、今はそんなことはどうでもいい。

　──脱出の方法は？

　これは仮想のゲームではなかった。死と絶望が隣り合わせの現実だ。

　見ると他の男子たちは必死の形相で鍵を調べている。自分が持っているものが正しいのか、別の人間が持っているのか、それともまだマグカップの中なのか……。

「パズルか」

　声に振り向くと、佐々木がテーブルの横におり、じっとパズルを見つめている。春はる野のがポーズを取っている絵柄だ。

　ここで相葉は奈々が握っている包みを思いだした。魔王を倒す武器が入っているはずだ。

「開けていい？」

　奈な々ながうなずくのを確認し、相あい葉ばは包みのリボンをほどく。包みは柔らかい紙で、中に入っていたのは玩具だった。

「水鉄砲？」

　プラスチック製の水鉄砲だ。これをどうしろというのだろうか。それとも、あくまで魔王を倒す武器であり、ここでは使わないのか。

「なあみんな、一回鍵かぎを戻してみないか？　このままだとみんなゲームオーバーだ。落ち着いて考えればみんなが助かる方法もあるかもしれない」

　相葉は鍵を確保する男子たちに呼びかけた。

「それがいい。このままだと確実に終わるぞ」

　同意したのはこちらに戻ってきた佐さ々さ木きだった。

　呼びかけに応じ、鈴すず木き以外の男子は鍵をマグカップに戻した。それでも彼らはいつでも鍵を取れるような位置にいる。時間のない中で仲間すらも警戒している。

　相葉は鍵を確認する。カップにある鍵はちょうど十本。カラーリングされた派手な鍵だ。赤や黒や青、模様が描えがかれていものまである。

「変な柄があるな」と、佐々木が鍵を指さす。

「確かに。シンプルな色から、ドット柄とかチェックやボーダー……」

　相葉は言葉を止める。ふっと頭に浮かんだ光景があった。それはおっぱいチケット争そう奪だつ戦の激闘だった。苦悩や熱気、荒ぶる感情が交こう錯さくする中、ふわりと舞うスカート。その下に隠されていた様々な色や柄……。

「パンツだ」

　相葉はそうつぶやいた。同時に佐々木が春はる野のを向く。その動きで相葉も理解した。がっちりとパズルが組み上がった気がした。

「春野さんのパンツの色だ」

　相葉はつい声に出してしまった。後ろを向いていた春野がびくっと反応する。あのパズルにおいて春野のパンツのピースだけなかったのもメッセージだったのだ。

「そうだパンツだ、パンツの色だ！」

　男子たちが鍵を取ろうとして固まった。春野のパンツと鍵の色がリンクしているとする。しかし、肝かん心じんなことがわからない。それは春野のパンツの色だ。

「春野さん、俺にパンツの色を教えて」

「いや、俺だけに教えて！」

　非常口側の鉄てつ格ごう子しに男子たちが群むらがる。

「や、やだ、嫌いやです」

　春野は背を向けた状態で怯おびえている。

　さらに男子たちは這はいつくばったり、鉄てつ格ごう子し越しに春野のシャツに手を伸ばしたりとする。焦あせりと恐怖からもう恥も外見もなくなっている。

「お願い、じゃないと出られないんだ」

「ちょっとだけ見せてくれればいいから」

　男子たちの悲鳴のような声が部屋に響く。

　相あい葉ばは動かず思考する。おっぱいチケット争そう奪だつ戦にて春はる野ののパンツを見たことを思いだしたのだ。確かそのときのパンツは──。

　相葉は水玉柄の鍵かぎに手を伸ばし、首を振る。自分はあの戦いで何を学んだのだと思った。パンツというのは女子の制服ではない。その日の気分によって変わる女子の体の一部なのだ。このような安易な考えは身を亡ぼす。

「これだ！」

　佐さ々さ木きが相葉の手から水鉄砲を奪うばい取った。

「魔王を倒す武器。これで魔王の部下も倒せるってことだ」

　佐々木は洗面台で弾倉に水を入れると、春野のいる鉄格子へと走る。相葉も続いた。春野の衣装がワイシャツ一枚というのもヒントだったのだ。つまりこの水鉄砲で──透けさせる。

「きゃああ」

　春野の悲鳴が部屋にこだまする。佐々木が春野の背中を撃うったのだ。

「相葉、やめろよ！　いくらなんでもひどいぞ」

「え、え？」

「相葉君、ひどいよ」

　春野はこちらに背中を向けたままうずくまっている。

「いや、俺じゃ……違うんだ」

　否定しつつも濡ぬれた春野の体を確認する。まだ透けるほど水がかかっておらず、これではパンツの色がなんであるかわからない。

「もっと、もっと撃ってくれ」

　必死の形相の男子たちに迫せまられ、佐々木が銃口を春野に向けトリガーを引く。

「やだ、やめてえ！」
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　身を守るように背を向けた春野に水がかかる。

「相葉、春野さんに失礼だぞ」

「やめろよ、相葉、やめろよー」

　こちらを見ない春野をいいことに、男子たちが相葉に責任を押しつけている。

「違うよ、俺じゃないって」

「相葉が、相葉が、相葉がー」

「違うんだ、春野さ……お……」

　相葉はごくりと唾を飲み込む。濡れた春野につい目がいってしまう。ワイシャツを濡らした春はる野のは、なんというか色っぽかった。はっと横を向くと、男子たちも緩んだ表情をしている。この緊張感すらも癒いやしてくれるパンツはやはりすごい。

「もっと上だよ相あい葉ばー」

「相葉やめろー、でも、もっとちゃんと狙ねらえよー」

　男子たちが佐さ々さ木きに指示を出す。噴射され飛び散る水、水、水！

　これは素晴らしいゲームだ。思えば自分たちはパンツを見るためには、スカートをめくるという方法しかないと思い込んでいた。どうやってパンツを守る衣服を取り除くかと頭を悩ませ続けていたが、世界にはもうひとつの方法が存在したのだ。

　それは強引に衣服をはぎ取る北風のような方法ではなく、スカートを太陽で照らして透かすような優しいものだ。衣類を邪じや魔まなものとするのではなく、衣類すらも利用するという官能的で芸術的な手法、服と水の化学反応、ケミストリー、シースルー。

「ふふふ……」

　相葉は戦いを忘れ温かい気持ちになってしまった。今日の春野さんはどんなパンツを穿はいているのだろう、と相葉は濡ぬれる彼女を見つめる。これはくせになる。水鉄砲がこれほどのポテンシャルを秘めているとは知らなかった。

「あ……ん……」

　か弱い悲鳴を春野が漏もらす。

　そこで相あい葉ばは我に返った。パンツを見ることではなく、ここから脱出することが目的だったのだ。春はる野ののパンツの色は──。

「見えない」

　春野はパンツを穿はいている。しかしワイシャツ下の色が見えない。色や柄がついているなら透けないはずがないのに。他の男子たちも鉄てつ格ごう子しをつかんで食い入るように見ているが、未だに色を判別できないでいる。

　では、ワイシャツと同じ白か？

　いや、鍵かぎの中に白はなかった。白に近い色もない。アイボリーやクリーム色などという薄い色もない。それでは春野が穿いているのは何色なのだ？

　水を掛けられる春野を見ながらふと思った。何な故ぜパズルだったのだろうか。ナンバーを探すだけなら、わざわざパズルを作らせる必要はない。春野のパンツの色がヒントであったとしても、目的が薄いような気がする。では、パズルを選択した理由は何か。

　パズル……残り一ピースのパズル。完成させるにはぴったりとはまるピースが必要だ。形と大きさが同じピース……。

「まさか」

　相葉が気づいたときはもう遅かった。すでに佐さ々さ木きが動いた後だった。

　佐々木は鍵の入ったマグカップを手に取ると、入っていた残りの鍵をすべて床に落とす。そして逆サイドの鉄格子へと走った。まずい──。

「白だ、春野さんのパンツは白だ！」

　相葉は追いかけたが、佐々木はすでに鉄格子にたどり着いている。

　佐々木は六角形の穴にマグカップの底を入れた。六角形のマグカップと窪くぼみはぴったりだったのだ。窪みは装飾ではなかった。その証拠にガチンと音を立てて──回った。

　マグカップの色は──白。春野のパンツと同色。

　扉が開いた。相葉たちは動けなかった。扉を抜けられるのはひとり。もうこの時点で相葉たちに生還の資格はない。

　立ち尽つくす相葉たちをよそに、佐々木は鉄格子を抜け、水鉄砲を持ったまま扉を抜けて部屋から脱出した。その時点で残り──一分。

　……終わった。勝者と敗者が決定したのだ。

　残りの人間はすべてがっくりと膝ひざをついた。残りのタイムリミットは脱出の時間でなく、自分の間抜けさと愚おろかさを呪のろう時間と成り替わった。絶望へのカウントダウン。

「ちくしょう！」

　相葉がガツンとテーブルを殴なぐりつけると、パズルがバラバラに散らばった。

「きゃっ」奈な々なが悲鳴を上げた。

「ご、ごめん」

　奈な々なを怯おびえさせてどうする。間抜けなのは自分じゃないか。

　あと三十秒。

　奈々との恋愛値もゼロになる。積み上げた関係が終わるのだ。たとえ演技が混じっていたとしても苦しい。いや、その演技が日常に持ち越される可能性もあった。それだけこの世界で自分の間抜けさをさらしたのだ……。

「くそう」

「相あい葉ば君、しっかりして」

　絶望する相葉に奈な々なが心配げな顔を向ける。彼女は状況を理解していないのだろう。最低限の役割を教えられてここにいる。相葉たちが大切なものを賭かけているのも知らないのだ。妖精役としてここにいるだけだ。

　なぜ妖精が奈々なのだろうかと思った。……小さいからか？

　魔王役の愛あい美みと比べると奈々の体は小学生のようだ。愛美だけではない、部下役の春野や本ほん田だと比べてもそうだ。……あの三人を揃そろえたのは何かのメッセージなのではないか？

　残り二十秒で相葉の頭に光が散った。様々なワードが混こん濁だくしながら降ってくる。

『小さい奈々』『諦あきらめるな』『パズル』『今日は白か』『一回しか使えない鍵かぎ』『おっぱい』『これで終わり？』『扉から出られるのは鍵を使ったひとりだけ』

「まだ鍵は残っている」

　相葉はぎゅっと奈々の手を握った。

「え、相葉君？」

「奈々っち、行こう！」

　相葉は奈々の手を引き走る。絶望に打ちひしがれている男子たちの横を走り抜ける。走った先は佐さ々さ木きが脱出したのと反対側、春はる野のがへたり込んでいる非常口側だった。

　残り──十秒。

「奈々っち、ここ通り抜けられるよね」

　相葉が誘導したのは鉄てつ格ごう子しが歪ゆがんでできたスペースだった。男子は無理だ。そして胸のある愛あい美みや春野や本ほん田だでも駄だ目めだろう。しかし奈々なら……。

「うん、行ける」

　ぎりぎりだった。奈々というピースはすっぽり鉄格子にはまった。スペースに奈々の体がぎりぎり入った。

「開けて、そっちから！」

　鉄格子を通り抜けた奈々は、内側から扉のロックを外す。

　奈々も鍵だったのだ。マグカップに入っていた鍵はすべてダミーで、本物はマグカップと奈々の二つだけだった。

　相葉は鉄格子を抜けると出口への扉に飛びつく。

　残り時間は──。

　外に出る瞬しゆん間かん、見たのは悲痛に叫さけぶ男子たちの顔だった。

　扉が閉まった。
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　二つの世界は繋つながっています。

　平和と慈じ愛あいに満ちた世界は、もうひとつの世界に影響します。愛情や優しさが伝わり二つの世界は幸せになります。

　しかしそれは混こん沌とんと悪意も同じく、一方が乱れたとき、もう一方にも闇やみが訪れます。

　魔王は混沌の象徴です。魔王を倒さねば姫君は元に戻らず、世界は混沌の闇に沈みます。泉は血となり花は枯れ王国は崩壊します。

　またこちらの世界の魔王の呪のろいも解けません。

　人間たちは魔王の残した呪いと悪意に苦しみ続けるのです。

　繁栄を取り戻すには愛の象徴である姫君を取り戻すのです。魔王を倒し、姫君を救出することで、二つの世界に再び幸せが訪れることでしょう……。






　　　　＊




　日常は再開された。

　渇かつ水すいと都市部のゲリラ豪ごう雨う。マスメディアは異常気象と声高に叫さけぶある意味変わらぬ夏。しかし、相あい葉ばたちの夏はがらりと変化していた。今までに経験したことのない特別な夏、そしてたった一度きりの夏であることは確かだった。

　相葉の視線の先には川べりに並んで座る男子たちの姿があった。内うち田だ、そして魔王の呪いをかけられた五人。五人は膝ひざを抱かかえてじっと流れる川を見つめている。夏の強烈な日差しをものともしないスカスカさ。敗北者という名の抜け殻だった。

　彼らの夏は終わったのだ。深い深い闇に飲み込まれ──彼らは考えることをやめた。

　しかし彼らは幸せなのかもしれない。夏からの離脱は、苦しみや悲しみからの離別でもある。眩まばゆい光を放つ夏を放棄するかわりに、彼らはこれ以上身を焼かずにすむ。

　相葉は彼らに背を向け歩きだす。気になることはまだある。唯ゆいは未だに姿を見せない。確かに名前は記載され攻略対象にはなった。しかし彼女とまだ出会えない。数字だけの存在確認は逆に寂しさを増加させる。本当にあの人形が唯だったのではないか、と、そんなことさえ思った。魔王が愛あい美みの体を借りて世界に降臨し混沌を持ち込んだ。

　いや、混沌は現実に持ち込まれている……。

　相葉はカフェローズにたどり着き扉を開ける。同時に重々しい空気を感じた。霧きりが立ち込めているかのような視界の悪い店内だった。カウンターには常連の田た中なかが座っているが、空気の悪さに居心地が悪そうだ。

「さあ今日も存分にイベントを楽しんでください」

　まどかの明るい声に反して男子たちの反応はない。カフェの開店と共に時短システムが利用可能になるのだ。なので相葉を含めて八人の男子が席に座っている。強制されているわけではないが来ないわけにはいかなかった。最初は気軽な気持ちだった。数字の上昇と共に女子との関係が良好になるというだけのシステムが徐々にエスカレートする。ここまで来たら引き返せない、突き進むしかない。七組男子の夏はそんなチキンレースと化していた。

　相あい葉ばの現在の目的はシステムの解明であった。相葉の資金では全員の恋愛値を上げていく物量作戦は不可能だ。だからまず攻略法を見つけたかった。しかし、確固たる必勝法は見つからずにゲームは中盤を迎えてしまった。

　そしてもうひとつの目的である唯ゆいの居場所は──。

「彼女に時短システムは使えないの。なぜなら、未来に魔王から取り戻せているという確約はない。不安定すぎる未来によって、時間を先取りすることができないの」

　攻略対象になったはずの唯の恋愛値を上げることはできなかった。そして、まどかの言葉からもあの魔王がいる世界観が続いていることがわかる。店内には佐さ々さ木きの姿は見えない。相葉と同じく唯を攻略対象にした佐々木は、どういった行動を起こしているのか。

　佐々木は脱出ゲームにおいての勝者なのだ。相葉の知らない情報を得ている可能性は高い。相葉がこうして焦じれているうちに、唯と仲良くなっていたら、と考えると苦しくなる。唯が他の男子と笑え顔がおを交わしていることを想像するだけで胸が痛いというのに……。

　しかし、店内は相葉より深刻な状態の人間たちで占められている。序盤と違って浮かれた雰ふん囲い気きはまったくなかった。男子たちの顔に浮かんでいるのは焦しよう燥そうや絶望だった。

「これしか上がらないのか？」

　時短デートプランを提出した男子が、まどかと揉もめている。

「連続デートでマンネリだからかしら。よく考えて、恋愛値が高いっていうことは、女子が男子に求めるものが大きくなるということ。単なる友達とは立場が違うのだから」

　まどかは冷静にパソコンを操作している。

「なあ、何もしてないのに恋愛値が下がってる。バグじゃないか？」

　真まっ青さおな表情で問い詰める男子もいる。

「思わせぶりな態度を取ったのに放っておいて、高い恋愛値を維持するのは不可能だわ。何もしない期間が長ければ気持ちは冷めていく。つまり、友人という恋愛値に収束するということ」

　やはり一ひと筋すじ縄なわでいかないゲームだった。男子たちは霧きりの中で迷っている。恋愛という深い深い霧、道しるべなど存在しない。

「落ち着け、大丈夫か？」

　相葉は座席で震えている男子の肩に手を添えた。

「ちょっとした数字の上下で胸が痛くなるんだ。辛つらい……」

「それは仕様だよ。現実の恋愛だってそうだろ。気分によって変わるんだって」

　相葉は恋愛など語れなかったが、それでも慰なぐさめる。

「俺は行けなかったけど、昨日はバーベキュー大会に行ったんだろ？」

「遠目に見ていただけだった。だって怖くて」

「女子と会わなかったのか？」

「会って失敗して下がったらやだろ。だから参加だけしたんだ。対面しても恋愛値って変わる。たぶん面と向かって評価されてるんだ。つまんない会話をしたら、女子は冷酷に評価を下げる。だったら時短システムを使ったほうがいい」

　恋愛値は実際に会っても変化するのだ。そのシステムがどうなっているのか、未だに判明していない。本当に女子たちの評価なのか。

「まどか、評価がどうなっているか説明だけしてくれ」

「直接会って恋愛値が変化するのは本当だけどシステムは企業秘密よ。ただ、学校生活を思い返しなさい。日常で会話するくらいでは大した変化はしないわ」

「そうだ、まどかの言うとおりだ。減っても微減だろ、たった一ポイントぐらいだ」

「相あい葉ばぁ、お前はわかってない」

　彼のコーヒーを飲む手が震えている。

「一ポイントの重要性がわかってない。その一ポイントで態度が変わるんだぞ。一ポイント上がれば俺のことをそれだけ好きになって下がれば嫌いになる」

　さらに隣に座っていた男子に震えが感染する。

「本当はもっと上がっているはずだった。でもなかなか上がらない。だから会うなんて無理だ。理想と現実の乖かい離りが辛つらいんだ」

　重い、カフェを覆う霧きりは真っ黒でとても重い。

「俺たちは今どこにいるんだ？　どこで何をしているんだ」

「助けて、誰か助けて……」

　それらの声を聞いて相葉は叫さけんだ。

「ストップ！　終わりだ、中止です！　もうやめよう、こんなの辛いだけじゃないか」

　これは恋愛というぼやっとしたものにデジタルを持ち込んだ矛む盾じゆんなのだ。そして足を踏ふみだしてわかった。平凡な夏休みの幸せさを。日常は安全な場所だったと。

「みんなもそれでいいだろ？　終了だ、ゲームは終わりにする」

「なかったことにするなら、それで」

「うん、それでいい」

「──駄だ目めよ」

　冷たい声はまどかだった。

「ゲームの中止はありえない。ちょっと不利になったからってゲームを中止するなんて、ルールに反している。そんな勝手が許されるとでも？」

「これ以上やめてくれ。泣いてるやつだっているんだぞ」

「ねえ相葉。こんなのおしとやかなシステムよ。社会に出ればもっと厳しい現実がある。その辛つらい現実にぶつかったとき、中止です、なかったことにします、なんて通ると思う？　いい加減に大人になって。いつまでも駄だ々だをこねる子供でいないでちょうだい」

　汚物を見るような視線だった。幼おさな馴な染じみに向けるようなものではない。恋愛ゲームをモチーフにしているのなら、だいたい幼馴染みは優しくしてくれるというのに。

　相あい葉ばは男子たちに向き直った。

「ゲームクリアするしかない。恋愛ゲームのゴールって告白だろ？　恋愛値がマックスになったら、絶対に告白成功するんだろ？　誰かマックスは？」

　しかし誰もが青ざめた顔で首を振る。

「恋愛値が高いほど上がりにくくなるって、さっき言っただろ」

「じゃあ時短だ、時短システムを一気につぎ込むしかない。みんなで情報を共有して、一番効果的なプランをつぎ込むんだ」

　恋愛はスピードだ。一気に恋人まで持ち込むしかない。

「一ポイントでも減るとまるで身を削られるようなんだ」

　立ち上がったのは大おお崎さきという男子だった。

「だから時短システムを使った。未来の夏休みの時間をつぎ込んだんだ。未来チケットをどんどん買って──」

「もっと買うんだ。買うしかない」

「買って買って夏休みの時間を削っていって……もうなくなった」

　七組の男子たちは霧きりの中の細い一本道を歩いている。足を踏ふみ外せば奈落の底に転落する。背後も霧だ。もう戻ることはできない。できることは進むことだ。ゴールがどこかわからなくとも進み続ける……。

「じゃ、じゃあ会えばいいんだよ。時短システムを使わず、会って上げる」

「無理だ、ずっと時短システムを続けてたら対人恐怖症になっちゃった」

「諦あきらめるな！　明日だ、明日はイベント３がある日だろ。確か花火大会だ。イベントは恋愛値をドカンと上げられる。ゴールできるんだ。恋愛を成じよう就じゆすることができる」

「会うのが怖い。恋愛値が下がったらどうしうようって、マイナスのことばかり考える」

「とにかく一人に絞るんだ。対象を一人だけに絞って攻略しろ。諦めるな！」

　相葉の声に別の誰かが首を振る。

「爆弾マークって知っているか？　恋愛値が高い子を放置すると発生するんだ。爆弾を放置したままだと爆発して──すべてはゼロになる」

　──呪のろいだ。魔王の呪いがここまで浸食している。

　さらに嗚お咽えつは続く。

「最初は恋愛値が上がるのが楽しかった。恋愛っていうものが、はっきりと目に見えた気がしたんだ。だからほとんどの女子に会って上げた。恋愛値をいっぱい上げた。でもさあ、気づいたんだ。全員と付き合えるわけがないって」

「そうだ、仲のいい女子グループがいるだろ？　彼女たち全員の恋愛値を上げると、二ふた股またとかかけることになって、がっつり下がっちゃったんだ。これってただの作業じゃなかった」

「俺たちは現実の女子を見てなかったんだ……」

　嗚お咽えつと呻うめきでカフェが満ちている。それでも相あい葉ばは叫さけんだ。

「戦え。おっぱいチケットでも戦ったように、最後まで戦うんだ。戦意を失った時点で闇やみに堕おちるぞ。ウッチーのように廃人になるぞ！」

　しかし、目の前の大おお崎さきは頭を抱かかえてうずくまるだけだった。

「だめだ、俺はもう駄だ目めだ」

「しっかりしろ、気持ちが切れたら堕ちるぞ！」

　相葉はしっかりと大崎の手を握ってやる。

「相葉……」大崎の目は虚うつろだった。「お前が正しかった。俺たちは恋愛っていう形のないものをわかった振りをしていた。それは霧きりのようでつかもうとしても触さわれない。眩まぶしすぎて直視することもできないんだ」

「俺を見ろ、お前は大丈夫だ。まだしっかりしている」

「おっぱいを揉もみたいって正しかった。まず揉みたい気持ちがあるってのは純真な気持ちだった。でも、それをなかったことにしたからおかしくなった。俺たちは闇の中で迷ってしまった」

　おっぱいチケットはこの世界のものではない。物質と精神の狭はざ間まで誕生した存在だ。神秘的な光を放つおっぱいと、男子たちがそれに向けるマグマのような熱い感情を物質化した。天から降ってきた聖なるチケット……。

「揉みたいって叫べ。そしてそこに突き進むんだ。おっぱいは深い霧の中の道しるべだ。おっぱいチケット争そう奪だつ戦を思いだすんだ！」

　おっぱいチケットは男子たちを導く聖なる光だった。だからこそ、この混こん沌とんとした世界でさえ光を失わない。

「も、も、お……」

「そうだ大崎、心の底から叫べ！」

　大崎は震えながらも声を絞りだす。そして喉のどから漏もれた言葉は……。

「……おっぱいって本当にこの世にあるのか？」

　禁断の言葉だった。大崎の瞳ひとみから理性が失われていき光がすっと消えた。おっぱいを疑ったために大崎は足場を失ってしまった。暗黒の宇宙に放りだされてしまったのだ。彼はそのまま机に突っ伏し考えることをやめた。

「大崎、大崎！」

　相葉は肩を揺ゆすり続けたが彼が反応することはなかった。

「本当にあるのか？　だって誰も見たことがないよ」

　ぽつりと声が出る。

「馬ば鹿かやろう！　ある、おっぱいは存在する！」

「おっぱいがなかったら、俺たちのやっていることはなんだったんだ」

　次々と尊とうとい火が消えていく。

「信じろ、信じるんだ」

　相あい葉ばは男子たちを抱きかかえながら涙した。

「おっぱいはある！　ウッチーの家でみんなでエロＤＶＤ鑑賞大会やったじゃないか。もしも男湯に女の子が一人で入ったら？　っていうシチュエーションのやつだ。エロ雑誌だっていっぱい見ただろ。あるんだよ、おっぱいはあるんだよ！」

「……本当？」

　ひとりの男子がすがるように顔を上げる。

「お前もいたじゃないか。おっぱいは現実に存在する」

「でもさあ騙だまされてるんじゃないか？　所しよ詮せん印刷や画面の向こうのおっぱいだ。もしかして嘘うそなのかも。社会とか宗教とかが俺たちを騙しているのかも。だって、俺はこの目で本物を見たことがないもん──うわあああ」

　精神のバランスを崩して落ちる、落ちていく……。

　──自分は誰が好きで誰と恋人になりたいか。

　それは難しい問いかけだった。遥はるか遠くにあり正解のない解答。だからこそ、おっぱいだった。おっぱいを揉もみたいという純真な感情さえ燃え上がらせればたどり着ける境地。恋愛より先におっぱいを揉みたい、は正しかったのだ。しかしそのおっぱいを疑ってしまったら……。

　──本当におっぱいはあるのか？

　確かに現実の生おっぱいを見たことがない。故ゆえに本当におっぱいであるかの証明は不可能だ。身内のおっぱいを実際に見たことがあるって男子は多いはずだ。しかしと思う。それとクラスメイトのおっぱいは果たして同じなのか？

　クラスメイトのおっぱい。それは近くにあって遙か彼方かなたにある存在だ。もしかしたら身内のそれとはまったく違うという可能性も否めない。いや、その可能性のほうが高い。

　何な故ぜ、雑誌や映像でおっぱいの情報がこんなにも簡単に手に入るのか。反してクラスメイトのおっぱい情報は厳重に管理されている。隣の席の彼女のおっぱいには視線を向けることすら許されない。

　この状況はなんなのか。何故これほどに情報が偏っているのか。……答えは簡単だ。

　自分たち高校生は騙されている。つまりクラスメイトのおっぱいは違う。何がと聞かれたら答えに窮きゆうするが、とにかく特別なのだ。それ故に偽の情報を与えられ、クラスメイトのおっぱいを見た気になっている。そして実際に見た男子は優越感を得て、相葉のような弱者に嘲ちよう笑しようを向けて何も言わない……。

　相あい葉ばの体がぐらりと揺ゆれた。気づくと相葉は漆しつ黒こくの闇やみの中だった。全く光がなくどこに進めばいいのかわからない。安易に足を踏ふみだせば闇に転落する。ぐらぐらと体が揺れるのがわかった。バランスと立て直そうとするとさらに揺れ、相葉は必死で手を伸ばす。

「揉もみたい。おっぱいを揉みたい……」

　はっと気づくとそこはカフェだった。全身に水をかぶったように汗をかいている。震える手を見ると、握っていたのはおっぱいチケットだった。おっぱいチケットが引き戻してくれたのだ。このチケットはおっぱいの存在証明だ。

「なあ、そんなにおっぱいが見たいなら、俺の行きつけの店に行くか？」

「黙だまれ田た中なか！　お前の見てきたおっぱいは俺たちの求めているのとは違うんだ！　黙ってスポーツ新聞のエロ記事読んでろ！」

　相葉は田中が座る椅い子すを蹴けり飛ばし、皆に呼びかけた。

「みんな、これを見るんだ。おっぱいはあるんだ」

　相葉はおっぱいチケットを掲げた。

「……え？　みんな？」

　気づくと誰もいなかった。すべての男子たちは机に伏せていた。疑心と恐怖が感染し増ぞう殖しよくし爆発してしまったのだ。そして自らの精神を守るために、分厚い殻からに閉じこもった。

「ああ」と相葉は呻うめく。助けてやれなかった。彼らが散っていくのを黙って見ていることしかできなかった。力なく膝ひざをつき自分の体を抱きしめる。ボロボロと涙が流れ落ちた。

　カランと音が鳴り誰かが入ってきても相葉は動けなかった。

「……遅かったか」

　顔を上げると、悲しそうな目をする佐さ々さ木きが立っていた。

「だが、お前たちの犠ぎ牲せいは無む駄だにしない。魔王の呪のろいは俺が解き、世界に秩ちつ序じよを取り戻す」

「まさか佐々木、お前は唯ゆいの居場所を……」

「そうだ。魔王を倒して姫を手に入れるのは──俺だ」




　　　　＊




　魔王との対決は意外な場所でだった。

「本当にここなのかよ」

　相葉と佐々木が立っているのは巨大な門の前だった。アーチ状の門の向こうには青々とした芝しば生ふが広がり真っ白な邸宅がそびえ立っている。

「魔王を倒せば、残り期間があってもゲームは終わるのか？　恋愛ゲームなのに」

　このゲームの期間は七月中だと説明されている。

「恋愛はゲームの一要素に過ぎない。プレイヤーが入りやすいように、大きなラインのストーリーを設定しその解決を目指す。俺は昔の恋愛ゲームを調べてみたが、どれもそんな感じだった。そして今回のストーリーラインは魔王に奪うばわれた姫君を取り返す、ということだ」

　魔王は仲なか村むら愛あい美みだ。姫は……高たか橋はし唯ゆい。

「唯を……姫を助けだしたら、どうなる？」

「当然ながらハッピーエンドだろ。姫を助けたんだからな」

　唯の恋愛値はどうしても上がらなかった。時短システムが通用しない。

「唯はゲームの特殊キャラだ。イベントをこなすことで恋愛値を上昇させる。つまり助けだした時点で恋愛値マックスだ」

「そんな……。唯のおっぱいチケットは俺が持ってるんだぞ」

　相あい葉ばが言うと、佐さ々さ木きはさげすんだ視線を向けた。

「お前はまだそんなことを言ってるのか？　相葉は女の子を大切にしていない。おっぱいの所持者扱いしているんだ」

「そんなことない！」

「おっぱいは副次的要素だ。女の子を好きになって恋愛して──あとからついてくる」

「馬ば鹿かな。そんな考えだとお前は負ける。魔王に勝てないぞ。そんなことを言っているから、あいつらは壊れたんだ」

「俺は勝つよ。魔王を倒す武器もある」

　佐々木が水鉄砲を見せた。魔王の居城からの脱出と共に武器を持ちだしていたのだ。

「そして壊れた連中も助けてやる。魔王を倒せば呪のろいが解ける。恋愛値という存在も消え失うせるからだ。元通りの日常を与えてやれる」

「そうなのか？」

　魔王を倒せば何もなかったことになるというのか？　真っ白な灰になった連中たちを救ってやることができる。あの平凡で安全だった夏休みが戻ってくるのだ。

「そうだ、俺以外は元通りだ」

　やはりこいつは唯が目的なのだ。唯と恋人になって、そして唯の、相葉が揉もむはずだったおっぱいを……。

「お待たせしました」

　門の向こうに現れた人影が現れる。ゆるやかにカーブした髪、全体を包む清せい楚そな雰ふん囲い気きは──妹せの尾お瑠る衣い、七組の女子だ。

「妹尾さん？」

　門を見ると妹尾、という名札が貼ってあった。ここは妹尾邸だったのだ。お嬢様と聞いていたが、これほどまでだったとは。ライトパープルのワンピースは清楚でいて気品がある。優ゆう雅がな私服姿の妹尾を見て相葉は圧倒された。相葉とは住む世界が違うのだ。

　だが気にするな。自分は妹尾のパンツを見たことがあるのだ。だからオドオドする必要はない、と相あい葉ばは気持ちを持ち直した。

「ここが対決の場だ。お前は引っ込んでな」

　佐さ々さ木きは相葉の手を振り払うと、門の中に入っていく。

「唯ゆいと付き合うのは俺だ。俺はおっぱいを揉もみたいというお前の下げ種すな考えを否定する」

　佐々木は門越しにそう囁ささやくと、敷地の中に入っていく。相葉も続こうとしたが、妹せの尾おに止められてしまった。

「招待券はありますか？」

「持ってないと、入れない？」

　脱出ゲームのようにチケットがないと入場は不可なのか。

「お友達だったらいいのですけど、相葉君とは……」

　相葉は急いで機器を確認する。妹尾とは今知り合ったばかりで恋愛値は30しかない。

「でも、俺はあいつの戦いを見届けないと」

「規則、いいえ、やっぱり仲良くないと」

　相葉はぐっと唇くちびるを噛かんだ。そういえば日常で妹尾とほとんど会話したこともなかった。おっぱいチケット争そう奪だつ戦で彼女のパンツを見ただけの仲なのだ。もっと彼女と交流しておけば……。

「──ペス！」

　相葉は敷地内を見て声を上げた。同時に門に駆かけ寄ってきたのはゴールデンレトリバーだった。ペスは門の鉄てつ格ごう子し越しに相葉の顔をペロペロ舐なめて喜んでいる。

「あの、ペスじゃなくてキャロラインですけど」

「お前、飼い犬だったのか。そうだよな、首輪してたもんな」

　相葉の頭にペスとの記憶が蘇よみがえった。深夜たまに相葉のアパートの前の公園に遊びに来ていた犬だった。その頃、孤独だった相葉はペスを自分の飼い犬のようにかわいがっていた。しかし、現時点で飼い主から降格してしまった。主従関係から友人へと。

「ペス、妹尾さんに俺を招待するように言うんだ。こっそり脱走してたのは黙だまってやる」

　相葉が耳打ちすると、ペスは「キューン」と頭こうべを垂れた。

「ペスと俺は友達なんだ。だからペスの友達として招待してよ！」

　相葉が懇こん願がんすると、ペスも妹尾に尻尾しつぽを振る。

「……もう、しょうがないですね」

　妹尾は仕方なさそうに笑った。その表情は演技ではなく自然なものだった。

「佐々木君たちはプールに行きましたよ」

　この豪邸にはプールもあるのだ。相葉は門を抜けて走る。

「ペス、プールだ。プールに案内しろ！」

　相葉の声にペスが駆けだす。庭には彫像やバラの花壇、噴水などがありまるで公園だ。もしも相葉の家に知らない人間が入っていれば即殴なぐり合いだが、ここでは自然に挨あい拶さつしてしまいそうな雰ふん囲い気きすらある。

「ペス、どこだ？」

　バラ園の小道を駆かけ抜けていったペスを追って相あい葉ばは走る。女の子のはしゃぐ声が聞こえたのでバラ園を抜ける。見えたのはペスと楽しそうに遊ぶ女性の姿だった。彼女は溢あふれんばかりの笑えみをたたえてペスの頭をなでている。

　相葉は慌あわててそっぽを向いた。ペスと遊んでいたのは千ち種ぐさだったのだ。

「見てないです、見てないから」

　千種はすっと表情を変えて相葉ににじり寄ってくる。

「見てないです。痛い、ミュールのヒールで踏ふまないで。俺サンダルですから」

　千種は的確に足の小指を狙ねらってくる。やはり千種はこのゲームにかかわっており、魔王との対決の場にも出てきているのだ。

「貴様も戦いの場にたどり着いたか。だがそこには絶望しかないぞ」

　さっきまでびっくりするほどの笑え顔がおで犬と遊んでいた千種が、相葉を睨にらみつける。

「いや、ほんと見てないですから」

　相葉は視線を逸そらしたまま歩きだす。目の前に広がるのは個人のものとしては大きすぎるほどのプールだった。プールサイドにはパラソル付きのビーチチェアが並んでいる。

「こんなところで最終対決が？」

　平和な風景だった。楕だ円えん形のプールには綺き麗れいな水が満たされ空の青を映している。プールサイドには佐さ々さ木きの他に数人の女子の人影があった。

「入ってこれたのかよ」

　佐々木が舌打ちをする。その横にクラスメイトの西にし山やま香か織おりが立っていた。そして距離を置いて本ほん田だ有ゆ華かと春はる野の典のり子この姿もある。脱出ゲームでは魔王の部下の配役だったふたりだ。

「千種さん、プールで泳いで対決ってことですか？」

「泳ぐのではない。舞台はあそこだ」

　千種が指さしたのはプールに浮いている小さな二つの浮島だった。それは円形のゴムボートほどの大きさで、乗ってオールで漕こぐというプール用の遊具だ。

「名づけて、水着ＤＥバトル」

　なんという昭和臭漂う響き。インターネットの動画でしか見られない感じがしてならない。と、相葉はどきりとする。

「水着ということは、まさかオイルを塗るんですか？」

「いいから下がってろ？　興奮してもいいけどお前じゃないから」

　相葉は佐々木にたしなめられ、パラソル下の椅い子すに座った。

「とにかく対決に勝てばいいんですね。僕の選んだ女子がアイミンに勝てば」

　佐々木が千種に向き直る。

「ねえ、西にし山やまさんが戦うの？」

　相あい葉ばは脇わきに立つ西山に聞いた。

「ううん。私は佐さ々さ木き君の協力者として一いつ緒しよに来ただけ。佐々木君の代表者は……」

　西山の視線の先を追って目を見開く。こちらに歩いて来たのはふたりの女子、仲なか村むら愛あい美みと赤あか城ぎ泉いず美みだった。そして彼女たちの姿は真っ白なワンピース姿。それも極度に丈たけの短いワンピースだ。あのセクシャルなコスチュームで何をしようというのだ。





　水着ＤＥバトル

　魔王との対決に使うシステムの名称である。

　対決の場は妹せの尾お邸プール。恋愛値が一定以上の女子を二人選出し、ひとりを代表者、ひとりをサポートの協力者とする。

　勝敗の判定は、本人のギブアップ宣言か、判定者のＴＫＯで決定する。






　ふたりを間近に見て相葉は絶句した。なんという姿をしているのだ。

　胸が大きく女性らしい体つきの愛美と、スポーツで鍛きたえたスレンダーな赤城の姿は好対照だった。着ているワンピースは大きめのシャツのような感じで、眩まぶしいばかりの足が露ろ出しゆつしている。その下はやはり水着なのだろうか。しかし……。

「……わかってるなあ」

　相葉は感心した。いきなり水着でなくこうして何かを着て登場というところが素晴らしい。下に水着を着ているのだからどんなに短いスカートでもモラル的には問題はない。もしも下に何も着ていなかったら、とかいう想像力も働いてしまう。

「相葉もいるんだ」

　赤城が視線を合わせてうつむいた。

「相葉もいるのね」

　愛美がこちらを見て舌打ちをした。そんな愛美の冷たい視線にずきんと胸が痛む。しかしと思う。慣れてくるとその痛みが少しだけ心地いい、うん悪くない……。

「あの、本当にこの格かつ好こうでやるんですか？」

　赤城が訴える。千ち種ぐさはというと、平然と椅い子すに座ってトロピカルジュースを飲んでいる。

「夏といったら水着じゃないか」

「それにしても、この格好はちょっとどうかと。もう少しなんとかなりませんか？」

　魔王の愛美でさえも困惑している。

「不満ばかり言うんじゃないよ。これは戦いだ。衣装など気にせずもっと必死になれ」

「でも私たちが必死になる必要がないっていうか、不健全っていうか。ねえ、みんな？」

　赤城が周囲の女子たちに呼びかける。

「うん、確かに」西にし山やまや春はる野のもうなずく。

「先輩、せめて衣装をチェンジしてあげてはどうですか？」

　本ほん田だ有ゆ華かが提言し、赤あか城ぎも追従する。

「そうです、まずこのスカート短すぎま──」

「甘えるな！」

　いきなり千ち種ぐさがばしんとテーブルを叩たたき、皆はびくっとした。

「フリードリヒ・フォン・シラー曰いわく。人生は退屈すれば長く、充実すれば短い、と。それはスカートも同じだ。充実した人生を送りたくばスカートの丈たけは短くするべきだ。短いスカートで充実した夏を送るのだ」

　千種はすっと立ち上がる。

「この夏も男子たちは全力で戦っている。お前たち女子もそれを受け入れろ。そして全力でこの夏を過ごすのだ」

「でも……」

「クラスというのは契約だろ。男子と女子はどんなときでも助け合う。男子は女子を守り戦い、女子はいつまでも可愛かわいくあるという契約じゃないか」

　相変わらずの硬軟織り交ぜた千種の説得だった。

「で、でも、さすがにノーブラは……」

　愛あい美みのつぶやきに相あい葉ばは驚きよう愕がくし椅い子すから転げ落ちた。

「着けてないんですか？　それってちょっとマズくないですか？」

　何か予期せぬ事故があった場合、最悪の、いや最高のことが起こってしまう可能性がある。

「だからこそ本気で戦え。自分のおっぱいを守るのは自分自身なのだ」

　千種は平然と語る。

「でも、もしも見えちゃったら」と、さすがに魔王の愛美も困惑している。

「おっぱいを守るその薄っぺらい布地。──それが夏だ」

　千種の言葉に、誰もが「はあ？」といった顔をする。

「高校生たちは危機感を持っていない。男はおっぱいを無造作に扱い、女子も今まで厳重に守っていたおっぱいを自らさらけだす。つまり夏のおっぱいは布きれ一枚という状態にさらされているのも同じ」

　千種は少しだけ寂しそうに空を向く。

「私がお前たちと過ごす時間はあと半年しかない。だからこそ伝えたいものがある。理解してもらいたいんだ、自分自身の大切なものと向き合い、この夏を必死に生きろと。何があっても、夏だから大丈夫だ──夏だから」

　夏だから、ですむ問題なのだろうか。夏という言葉にそこまで背負わせていいのだろうか。

「おっぱいをもっと危険にさらせ。そして全力で守るのだ。その過程で大切なことに気づくだろう。守ることせず安売りする馬ば鹿かな女は不幸になる。また危険にさらさず守り続けるだけの女にも幸せは訪れない。私の言いたいことはわかるか？」

「はあ」と、赤あか城ぎと愛あい美みが相づちを打つ。

「そうだ、おっぱいに価値をつけるのは──女自身なのだ」

　千ち種ぐさは爽さわやかに微ほほ笑えんでいる。赤城と愛美の顔には、「何を言っても無む駄だだ」といった表情が浮かんでいた。

「頼む、戦ってほしい。クラスの男子たちのためにも頼む」

　佐さ々さ木きが赤城の前で土下座をした。

「そこまで言うなら……」

　赤城は佐々木の熱意と千種が作ったうやむやな雰ふん囲い気きに押され、しぶしぶ納得したようだ。それにしても佐々木の土下座は芸術的だった。千種がクラスに介入してから、相あい葉ばたちの土下座力はどんどん上がっているような気がする。

「戦いの場はプールだ。それぞれフロートに乗って戦ってもらう。直接攻撃は不可。与えられた武器でしか攻撃はできない。戦意喪そう失しつ、そしてプールに落ちても敗北となる。ではフロートに乗るんだ」

　なるほど、と思った。佐々木はこの対決にて運動神経が重要だと察していたのだ。だからこそ赤城を選択した。赤城は陸上部でいてスポーツ全般も得意であり、あらゆる競技に対応できるからだろう。

　西にし山やまや春はる野のらのサポートで愛美と赤城がフロートに乗る。お互いのフロートはロープで結ばれているので一定の間隔を保って浮かんでいる。

「武器を渡してやれ」

　千種に促うながされ、プールのふたりに投げられたのは銃じゆうだった。いや──水鉄砲だ。魔王を倒す武器と称された水鉄砲。愛美もそれを手に取っている。

「気をつけろ。そのワンピース、水で溶ける紙でできているからな」

「え？」

　プールにいる千種以外のすべての人間が目を丸くした。

「ええっ！」

　愛美と赤城が悲鳴を上げる。

　水に溶ける衣装でノーブラ。リアリティが感じられず相葉はぽかんとする。結果的にどうなるかとの論理的思考が積み上がっていかない。だが相葉はその論理を、夏だからしょうがないとの言葉で埋めることにした。そうだ──夏だから！

　とにかくこれでバトルの全ぜん貌ぼうがわかった。羞しゆう恥ち心しんを利用した戦いなのだ。水で相手のワンピースを溶かしていくというのだ。

「安心して！　見ない、絶対に見ないから！　相葉も見ない！」

　赤あか城ぎに叫さけんだのは佐さ々さ木きだった。

「う、うん、見ないから」相あい葉ばもぎこちなくうなずく。

「相葉のほうは信用できないんだけど」

　赤城は真っ赤な顔をしている。

「これだけじゃない。観客を用意している」

　千ち種ぐさが手を上げると、こちらにぞろぞろと歩いてくる集団があった。まるでゾンビのような生気のない集団は……。

「お前ら！」

　七組の男子たちだった。内うち田だはいないが、それ以外の廃人たちがプールに歩いてくる。

「魔王の呪のろいでゼロになった男子たちだ」

　男子たちの目は虚うつろだった。外界からの情報を遮断しようと自らの感覚を鈍にぶくしている、死者に近い存在だ。彼らはふらふらと歩きプールサイドに座り込んだ。

「心を壊したこいつらにも利用価値がある」

「鬼め……」

　まだ彼らを利用しようというのか。

「では始めろ。バトル開始だ！」

　千種が開始宣言をした。いきなりの合図に皆は慌あわてる。

「撃うつんだ。頑張って、頼む！」

　佐々木が叫ぶ。佐々木や西にし山やま、春はる野のや本ほん田だら協力者は、銃じゆうの弾だん倉そう、つまり水鉄砲のタンクを補給する役割のようだ。取り外し型のタンクは大量に用意されている。

「やだあっ」

　甘い吐と息いきを含む悲鳴と共にバトルが開始された。プール上での水鉄砲の撃ち合い。真夏の太陽の光を受けてキラキラと水が飛び交う。それは神こう々ごうしいまでの光景だ。

「バランスに気をつけて。落ちないように！」

　佐々木が補給タンクを投げながら赤城に叫さけぶ。赤城は空っぽになった弾倉を投げすて素早く入れ替える。スムーズな動きは、さすが七組の運動神経ナンバーワンだった。

　一方愛あい美みの動きはぎこちない。バランスを取るのに精いっぱいで、水鉄砲を撃つこともままならない。魔王とはいえ所しよ詮せん女の子だ。

「おお！」

　相葉はごくりと唾を飲み込んだ。愛美の体に水がかかる。濡ぬれたワンピースが体に張りつき、彼女の曲線的な体のラインを露ろ出しゆつさせている。腰回りのラインの美しさ。そして足を伝って垂れていく水……。

「勝てる、勝てるぞ！」

　佐々木が叫ぶ。代表者に赤城を選択した佐々木のファインプレーだったかもしれない。このまま攻撃を続ければ魔王を倒し呪のろいも消え失うせる。元の夏休みが戻ってくるのだ。

　しかし、それでは佐さ々さ木きがお姫様──唯ゆいを助けだすことになる。

　相あい葉ばは空を見上げる。どうすればいい？　どちらを応援すればいい……。

　そんな相葉の苦悩をよそに戦いは激化する。二つのフロートはプールの中央で揺ゆれている。バランスを取りつつ、主導権を握っているのは赤あか城ぎだ。

「ああっ」

　愛あい美みが悲鳴を上げた。ワンピースの裾すそが裂けている。紙製は本当だったのだ。濡ぬれてダメージを受けたワンピースのスカートには、スリットのように亀裂が入っている。

「いいぞ、もっと攻撃して！」

　戦いは佐々木側に流れがある。そもそも愛あい美みは性格からしてこのようなバトルに向いていない。女の子をぎゅーっと凝縮してできたのが愛美のようなものだからだ。色っぽい体に可愛かわいらしい顔つき、可愛いものと甘いものが好きで、笑え顔がおが綺き麗れいで優しく穏やかでいい匂においがする。そんな愛美に罵ば倒とうされるのも意外に悪くない……。

　一方赤城は所属する陸上部で毎日勝負をしている。日常では爽さわやかではきはきとした性格のいい女の子だが、勝負事には燃えるのだ。最初は戸惑っていた赤城だが今は熱中している。愛美に水をかける赤城の表情はどこか楽しそうだった。

「いいぞ、いいぞ！」

　相葉は声を上げてしまった。水をかぶった愛美の姿は素晴らしい。羞しゆう恥ちと怯おびえの混じった表情。濡れた髪と体、何より足が素晴らしい。体の水滴と伝って流れる水の筋が、愛美の足を色っぽく装飾している。

「相葉君、うれしそうですねえ」

　いつの間にか横に妹せの尾おが立っていた。

「いや違うよ。友達を応援しているだけだから。脚フェチってわけじゃないから」

　相葉は必死で否定し「どっちも頑張れ！」と、声を上げる。

　ふとプールサイドを見る。プールサイドは静まり返っている。あの廃人たちは目の前にこれほど幸せな光景があるというのに反応しない。やはり心を失ってしまったのか。

　そんな中、戦いはさらに動く。

　攻勢に出ているのは赤城だ。赤城は運動能力を高さを生かして水を発射する。

「あ、あ……」
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　愛美が顔を真っ赤にしている。スカートの亀裂は大きくなり、その下の布地が顔を出す。アンダーの水着は薄いピンクだ。

「おおっ」

　相葉はぐっとこぶしを握る。水着だとわかっていても──素晴らしい。焦じらして焦らしてやっと見えた水着、というのが重要だ。つまり結果でなく過程が光っている。

　赤あか城ぎはさらに攻撃を続ける。愛あい美みが弾だん倉そうの入れ替えに戸惑っている隙すきを狙ねらい、ついにあの部分を攻撃した。それは──胸だ。

「あっ」

　愛美がはっとしたように悲鳴を上げる。大きく膨ふくらんだバスト部分に水が直撃したのだ。上側の水着は着けていない。そんな事実は愛美にとってプレッシャーのはずだ。故ゆえにこのバトルが始まってから守り続けていた部位だった。しかし、赤城の放った水は的確に胸を捉とらえた。

　固まる愛美に、赤城はさらに水を撃うち続ける。

「気をつけて、ガードが空いてる！」

　その声は佐さ々さ木きの警告だった。攻撃に夢中になるあまり、ずっと腕でガードをしていた赤城の胸が空いてしまった。

「わっ」

　赤城の胸に水がかかった。愛美のカウンターが決まったのだ。

「おお！」

　声が聞こえた。それは、ずっと静かにしていた廃人たちからだった。両者の胸に水がかかった瞬しゆん間かんに反応したのだ。何な故ぜ今になって……。

「おっぱいチケットの呪のろいだ」横に立つ千ち種ぐさが言った。「あいつらの心は空っぽの状態だ。傷つきすぎて外界からの干渉を拒こばんでいる。だから洗脳は簡単だ。心の底に根を張っていたおっぱいチケットが復活したのだ。つまりあいつらの心を占しめているのはおっぱいだ」

「なんだと……え？」

　相あい葉ばはプールに視線を戻して顔をしかめた。

　様子がおかしかった。明らかに攻勢に出ていた赤あか城ぎが戸惑っている。

「あ……」

　相葉は違和感に気づいた。それは愛あい美みの胸だ。愛美の胸に当たった水は、大きな膨らみに弾はじかれ散っている。一方赤城の胸に当たった水は、生き地じに吸い込まれていた。ダメージを受けているのは明らかに赤城だった。

「防水？」相葉は千ち種ぐさを向いた。

「魔王のアドバンテージだ。魔力によって攻撃を無効化しているのだろう」

「汚い」

　胸部分に防水スプレーを塗っているのだ。だから水が弾き返される。

「おおー」

　廃人たちが赤城を見て声を上げる。

「や、やだ」

　赤城が両腕で胸をガードした。周囲の視線に耐えきれず防御してしまった。そして攻勢に回ったのは愛美だ。攻撃を捨てた赤城に向かって撃うつ、撃つ、撃つ。

「反撃して。攻撃するんだ」

　佐さ々さ木きが必死に叫さけぶ。しかし赤城は両手で胸を押さえている。

「まずいぞ」

　相葉は唇くちびるを噛かむ。この戦いで大切なのは絶えず相手にプレッシャーをかけ続けることだ。愛美の胸がたとえ防水でも、水をかけ続ければいつかはダメージを受ける。愛美を守勢に回らせることで戦意を喪そう失しつさせることができる。しかし、守るだけでは絶対にこのバトルに勝てない。

「頼む、攻撃してくれ！　負けないでくれ」

　佐々木の声が悲痛なものに変わっている。ここで負けたら佐々木も死ぬのだ。魔王の魔法によって恋愛値がゼロになる。

「お前ら、反応するな！」

　佐々木が男子たちに怒鳴るが、彼らは瞬まばたきもせずじっと視線を向けている。相葉はそんな男子たちの姿を見て胸を痛めた。手に届くことのないおっぱいを物欲しげに見つめている光景は、悲惨だ、あまりに惨みじめだった。魔王の呪のろいを解くことができなければ、この光景が日常に持ち越される可能性がある。心を砕くだいたまま高校生活を過ごすことになる。

「守るな！　守ると逆にダメージを受ける！」

　相葉は赤城に叫んだ。手で胸を押さえると、水を含んだ生き地じが破れてしまう。

「佐々木、ぼうっとするな。声を出せ、弾だん倉そうを補給しろ！」

　相あい葉ばに怒鳴られ、佐さ々さ木きは震える手でタンクの補給を再開する。

　しかし赤あか城ぎは守勢に回っている。両手で胸を守り攻撃ができていない。

　手て拍びよう子しが聞こえた。その音はプールサイドの男子たちのものだった。理性を失ったロボットのような廃人たちが、本能だけでおっぱいを求めている。

「やめろ、プレッシャーをかけるな！」

　しかし相葉の声は彼らに届かない。

「ああん」

　赤城の悲鳴に佐々木の顔が硬直した。

　ずるっと赤城がバランスを崩したのだ。落ちたら──負けだ。

　赤城の体がプールに……いや、寸前でしゃがみこみ落ちることは回避した。しかし、フロートが大きく揺ゆれて赤城はしがみつくのに精いっぱいだ。そんな間にも愛あい美みは攻撃を続ける。

　這はいつくばるようにしている赤城は背中から水をかぶっている。転んだショックでスカートの裾すそは無残に破れ、薄いブルーの水着が露ろ出しゆつしている。スポーツで鍛きたえた無む駄だのない腰から足のラインが露あらわになっている。

　そんな恥ずかしい格かつ好こうに気づいた赤城は、四つん這いのまま必死で腰部分を隠そうとする。

「赤城さん駄だ目めだ！　下は水着だから大丈夫！　確かに色っぽいけどパンツじゃないから！」

　相葉の声は届かない。赤城はこのシチュエーションに羞しゆう恥ちを感じている。

「佐々木、なにぼーっとしてるんだよ！」

「……駄目だ、もう負ける」

　佐々木は真まっ青さおな表情で首を振る。

「ふざけんな！　魔王を倒して夏休みを取り戻すんだろ。諦あきらめんな、てめえが信じなくてどうするんだ」

　相葉が佐々木の胸ぐらをつかんだとき、悲鳴が聞こえた。

「きゃっ」

　赤城が濡ぬれたスカートの裾を引っ張ったために、びりっと破けてしまったのだ。こうなるともう赤城になす術すべはない。両手で自分の体を抱きしめるようにフロートにぺたんと座り込む。完全なる戦意喪そう失しつ。

　顔を真っ赤にする赤城と目が合った。

「駄目だ、諦めたら駄目だ！」

「……相葉、見ちゃだめ」

　か弱い声は敗北宣言だった。フロートの赤城にタオルが投げられる。

「勝負は決まった。魔王の勝利だ」

　千ち種ぐさの宣言に、佐々木が膝ひざから崩れ落ちた。

「ああ……」

　膝ひざをついた佐さ々さ木きが真まっ青さおな空を見上げる。そんな佐々木のもとに、黒いワンピースに着替えた愛あい美みが近寄ってくる。

「私に歯向かった人間はどうなるか……わかりますね」

　愛美が右手を上げる。

「やめて、やめてくれ」

　佐々木が悲痛に呻うめく前で愛美が右手を振り下ろした。

「あああああああ！」

　佐々木が機器を見て絶ぜつ叫きようする。対象者すべての恋愛値のダウン。そしてゼロへ。

「その数値はお前の高校生活となる。このゲームは学生生活が凝縮したものだからだ。現実の高校生活もゼロへと収束するのだ」

　千ち種ぐさが冷たい視線で佐々木を見下ろしている。

「嫌いやだ、そんなの嘘うそだ……」

「ところがこれは現実だ。リアル・ザ・ワールドなのだ。お前は高校生活で女子に軽けい蔑べつされ無視され惨みじめな時間を過ごす。恋人などは作れずおっぱいも揉もむことない。そして惨めな高校生活を送ったその傷は一生消えることはない。つまりお前は一生おっぱいを──」

「やめろ！」

　相あい葉ばは千種に怒鳴り、佐々木の体を支えてやった。

「やめてください。もう充分でしょ！　佐々木、しっかりしろ佐々木」

　相葉は震える佐々木の手をしっかり握ってやる。

「俺は嘘うそをついていた」それは相葉に向けた佐々木の懺ざん悔げだった。「おっぱいを揉みたい気持ちを否定し、まず女の子と付き合うことを考えた。揉みたい気持ちを悪だとしてないことにした。でも本当は揉みたかった……」

「喋しやべるな、わかってる、俺にはわかってる」

「俺は今やっとわかった。この世界に恋愛なんてものは存在しない。人間が有りもしないものに勝手に名前を付けただけのもの、つまり矛む盾じゆんなんだ。俺たちはそんな存在しないものに突き進んだ。そこは暗黒の宇宙だった。上下も光もない無の存在……」

「佐々木、しっかりしろ」

「相葉、お前は大丈夫だ。なぜならおっぱいチケットを持っているからだ。暗黒の宇宙の中で正気を保つには足場が必要だ。無から人間を守る母なる地球。そうだ、つまり物質であるおっぱい、おっぱいチケットは地球──いやガイアだったんだ」

　佐々木の目から光が消えていく。

「お前は戦った。休め、あとはゆっくり休め、夏休みを楽しめ！」

「俺は疑っている。おっぱいは本当にあるのかと。俺たちは騙だまされていたんじゃないか？　ないものをあるように思い込まされていたんだ。おっぱいがなければ、目の前の女子だって虚像の可能性がある。そんな疑問が膨ふくらみ胸が破裂しそうなんだ。だから俺は数字のほうを見つめてしまった。俺は弱い人間だった」

「しっかりしろ、俺の目を見ろ、戻ってこい」

「俺はもう駄だ目めだ。この世界で信仰してきた数字が消えてしまった。つまり大地を失った。俺の精神は永遠に宇宙空間をさまよう……」

　佐さ々さ木きはすっと目を閉じた。自らを守るために心を閉ざしたのだ。彼は暗黒の宇宙空間をさまよい、凍りつき……思考を放棄した。

「間違ってる！」

　相あい葉ばはぐっと唇くちびるを噛かんで立ち上がる。佐々木は確かに相葉の敵だ。しかし喩たとえるなら同じ競技に熱中しているライバルであり、お互いを理解し合える存在だった。座っているベンチは違えども、同じ方向を見つめていた仲間だった。

「私は戦いの場を与えただけだ。そしてお前たちは自らの意思でこのゲームに参加した。目先の甘い利益だけ見つめてリスクを見て見ぬ振りをした。それは自分自身の愚おろかさに他ならない」

　だからって違う。こんなのはあまりにひどすぎる。

「安心しろ。この廃人たちは私が引き取り世話をしよう」

　千ち種ぐさが膝ひざを抱かかえて座る男子たちに視線を向ける。

「駄目だ。俺が世話をする。俺たちの気持ちは千種さんにはわからない。この傷の深さは男にしかわからない。女にはわからないんだ！」

　相葉は佐々木を抱きしめた。

「心は……俺たちの心は壊れやすい。繊細でか弱くひびが入りやすい。壊れてしまったら決して元に戻らない」

　それでも皆を元に戻してやりたいと思った。平和で平凡だった夏休みに戻してやりたい。

　だけど平和で平凡な高校一年生の夏休みはどこにあるのだろう。

　……ねえ、どこにあるの？
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　河原にはずらりと男子たちが並んで座っている。

「こんなことになってるとは……」

「やつらは夏休みから降りたんだ。充実した夏休みを放棄する代わりに、これ以上傷つかなくてすむ」

　相あい葉ばは師し匠しようと共にその光景を見つめていた。七組のほとんどの男子の心は壊れてしまった。心というものはなんて繊細で壊れやすいのだろうと思う。高校生たちは自分たちがこんなにデリケートなものを持っていると気づいていない。もっと大切に扱わねばならなかった。

「くそ、俺がのんびりと夏休みを過ごしているうちに」

「師匠のせいじゃないよ」

　皆は自ら参戦したのだ。遥はるか先に見える光を追って足元に広がる闇やみに気づかなかった。

「相葉は終業式に来なかったから知らないだろうけど、俺たちは黒のＤＶＤを見せられた」

「黒のＤＶＤ？」

「生徒会が編集したＤＶＤだよ。人間の汚い部分を凝縮した内容だった。高校時代におっぱいと向き合わずに時を過ごしてしまった人間たちの末路……」

　相葉は師匠から語られたその内容に青ざめた。

　高校生活のおっぱいを追い続けるあまり揉もめなくなった男たち。高校生で揉めなかった、だから初めて揉むならもっといいおっぱいがいい、との思考スパイラルに陥おちいる。そして期を逃す。最初は、自分の意思で揉まなかっただけ、俺にはもっとやるべきことがあると言い訳する。

「もっと大切なものがあるって自分に言い聞かせるんだ。おっぱいなんかよりも重要なものが存在する。そんなことに時間を費やすのは馬ば鹿からしいって。でも、映像のそいつは必死で自分に言い聞かせている感じで、はたから見ると惨みじめだった」

　相葉は思う。本当におっぱいよりも重要なものは存在するのか、と。それは敗者の言い訳に過ぎない。どんなに理論武装しようとも滑こつ稽けいすぎる。

「でも彼らの視界にはいつでもおっぱいがある。だから揉んでみようかと何回も思う。でも、高校生活のおっぱいを揉まなかった人間たちは──求めすぎる」

　その葛かつ藤とうを相葉は手に取るように理解できた。最初に揉むおっぱいは素晴らしいものでありたい、だから妥だ協きようできない。原因は光を放ちすぎるクラスメイトのおっぱいなのだ。あまりに眩まぶしすぎて高校生活を終えても光は消えない。

「そして揉めない焦あせりと葛藤は怒いかりに変化する」

　揉めない運命に怒りを向けるのだ。自分が揉めないのは学校や社会が悪い、世界の陰いん謀ぼうだ……。そのはけ口はネットや飲み屋だ。おっぱいを揉んだ人間にも矛先は向かい人間関係の悪化。さらにはおっぱいを持っている女性自体を否定しだす。

「おっぱいを持っている人間は悪魔だ、なんて言ってて……怖かった」

　黒のＤＶＤ。なんと恐ろしい映像なのだろうか。表に出してはいけない存在だ。

「そして怒いかりは深い悲しみに変化する。胸の奥に溜たまっていたどす黒いものが溢あふれだし──絶ぜつ叫きようするんだ。あの慟どう哭こくが耳を離れない。でも、もうどうにもならない」

「やめてくれ、やめてくれ……」相あい葉ばは必死に耳を塞ふさぎ問う。「……そこに希望はないのか？」

「強い感情は一時的なものだ。すぐに悲しみは終わる。次に彼らがすることは神に祈ること。すがるんだ。世界や宇宙の真理に助けを求める」

　だが神にすがっても救いはない。彼らは高校時代にすでにおっぱいという宗教を捨てたからだ。救いは──ない。

「そして最後にすべてを受け入れ許容する。まるで道端に咲くタンポポのようにただ生きる。考えることをやめるんだ。それが敗者の人生」

「なんて残酷な。たかがおっぱいを揉もめないだけで、彼女がいないだけで……」

　だから皆は焦あせっていたのだ。そして恋愛という霧きりの中に突っ込んでいった。

「最後に千ち種ぐささんが、戦え！　揉みたかったら獰どう猛もうに社会に反抗しろって叫さけんでた」

「ああ、その場にいなかったけど、その光景がたやすく目に浮かぶ」

「俺もひどいと思う。あんまりだ……」

「泣くな師し匠しよう。もう泣くな」

　相葉が師匠の肩に手を添えると、彼は涙をぬぐってうなずいた。

「うん、だから俺は岩いわ崎さきさんがいてよかったなあって、心底思ってるんだ」

　師匠はすっきりとした笑え顔がおを見せる。

「ということで頑張って。俺はもう部外者なところがあるから、みんなから距離を置いて温かい目で見守ることしかできないからさ。じゃあ、岩崎さんと約束があるから」

　そう言い師匠は相葉の肩をぽんと叩たたいて立ち去っていった。




　　　　＊




「あの野郎！」

　相葉がカウンターにコップをガツンと叩きつけると、端に座る田た中なかがびくっとした。

「相葉君、田中さんが怯おびえてるから」

　カウンター越しにカオリがたしなめる。

「カオリさん、アイスコーヒーおかわり！」

「飲みすぎると体に悪いよ」

　それでも仕方なさそうにカオリがアイスコーヒーを用意する。

　ローズの店内は静まり返っていた。七組の男子たちの姿はなく、常連の田中だけがいるという、いつもの光景に戻ってしまった。

　もうゲームを続行している者はいないのだ。傷ついた男子たちは心を閉ざし、一方師匠のような恋人のいる勝ち組は幸せな夏を過ごしている。男子たちをもてあそんだだけの残酷なゲームだ……。

　いや、これは現実なのでは？　未来に起こりうる現実だ。どのピースからはめたとしても同じ絵が出来上がるように、バラバラの時系列を完成させればひとつの未来に収束する。たぶんこのゲームが行われなくとも、男子たちは何かに失敗したのだ。そして女子たちの信頼を失った。いや、何も起こらない可能性すらある。恋愛という幻想に振り回され惨みじめな結末を迎えることになる。

　愛想をつかした女子たちは七組の男子たちを捨てる。もうあの笑え顔がおを自分たちに向けることはなくなる。クラスという契約が破棄されたのだ。女子は優しく純真に微ほほ笑えみ、男子は勇敢に戦い正義を貫くという契約が終わる。

　痛みを感じ胸を押さえた。針が突き刺さったかのように胸が痛い。同じクラスだからといって、七組の女子たちを所有物のように思ったことはないが、同じ感情を共有し楽しい時間を過ごしたかった。男子たちに失望し、七組の時間を作業にしてほしくない。しかし……。

「そもそもなんであんなゲームが認められるんだ。今こそＰＴＡとかの出番だろうが。ねえカオリさん、なんで俺たちはおっぱいを揉もんじゃいけないんだろう。もっと自由でよかったんじゃないかな？　そうしたら悩む必要はなかった」

「難しい質問ね。きっとそれは国の策略かもね。大人たちは子供が楽しそうにしているのが許せないの。自分たちがつまらない青春時代を送っていたことを認めたくない。だからこれが普通なんだとルールを作るの」

　カオリが新しいアイスコーヒーをカウンターに置く。

「それで、相あい葉ば君はもうゲームをやめるの？」

「うん、もうやってられないよ。女子たちは千ち種ぐささんの口車に乗って演技した……」

　数値によって態度を変えるという残酷な行動だった。

「演技なんてしてないわよ」

　振り向くとまどかが立っていた。

「実際に演技してただろ。恋愛値によって笑顔を変えた。たった一ポイントの増減でも態度を変えた」

「それは愛あい美みちゃんだけ。愛美ちゃんは魔王だからね。そして他の女子たちには、ファンタジー設定のゲームをやっていると教えてあっただけよ。恋愛ゲームの情報は持っていない」

「でも現に……」

　男子たちは恋愛値の増減に一喜一憂していた。たった一ポイントであっても、向ける笑顔が変わると言っていた。

「いいえ、彼女たちは恋愛値という数値は知らない。すべての恋愛値は私が管理し、恋愛値の増減によってイベントなどがある場合、その都度私から指示を出すシステムだった」

「俺への態度だって変だった。最初のあの不自然な態度を覚えている」

　マリや赤あか城ぎ、奈な々なの態度はおかしかった。まるでおっぱいチケットの件がなかったかのような雰ふん囲い気きだった。おっぱいを揉ももうとした相あい葉ばに自然な笑え顔がおを向けてくれたではないか。

「女子たちはね、相葉を許したのよ。あれはゲームだったからって。逃げて引きこもった相葉と違って、彼女たちは相葉とやり直す努力をしたの。大切なクラスメイトだから、あんなことで関係を崩したくないってね。それを演技だと責めるの？」

　カタンとコップが倒れた。カウンターからコーヒーが流れ落ちても動けずにいた。女子たちが相葉に向ける表情がフラッシュバックする。あれらは彼女たちの優しさだった。こんな自分を七組に受け入れてくれたのだ。

　……汚けがれていたのは自分たちだ。

　男子たちも勘違いしていた。数値を見て女子のすべてを知ったような気になっていた。女子そのものでなく数値を見てしまった。最初は女子と交流するための単なる目安だったかもしれない、しかし数値という存在は徐々に肥大し男子たちを支配し始めた。いつの間にか数値越しに女子を見ていたのだ。女子の表情や感情は毎日変化するものだというのに……。

「うっ、うう……」

　相葉は呻うめいた。歯を食いしばっても涙がぽたぽたとたれ落ちてしまう。この状況は当然の報むくいではないか？　真実を見失った男子たちは闇やみに落ち、ずっと逃げ続けていた相葉は深い霧きりの中に迷い込んでしまった。

「あなたが目にした汚い部分は、自分自身のものだったのよ」

「なんで今頃言うんだ。もっと早く言ってくれればよかった」

「ゲームのルールだもの。そしてゲームはもう終わりでしょ」

　まどかはテーブルに寄りかかりながら、片手でキーボードを打っている。

「待て」

　相葉の叫さけびに、まどかはエンターキーの上で指をぴたりと止めた。

「まだ完全に終わってないだろ。俺が残ってる」

「あなたは諦あきらめたじゃない。自分の部屋に戻って引きこもりを再開することね。残された私の仕事は後処理だけ。ゲームでの人間関係が現実になる……」

「そんなことはさせない」

　相葉は立ち上がった。このゲームによって歪ゆがんだ人間関係を現実にすることはできない。平和で楽しかった日常を取り戻さねばならない。

「今さら相葉に何ができるというの？　きっとこのゲームがなくても、あなたの人間関係はこうなったはず。ほんの少し傷ついたら引きこもり、斜に構えて恋愛を否定する。自分の小さなプライドだけを守り、気づくと三年間が終わっているの」

「じゃあ、助けろよ」

「はあ？」

「俺を助けろ。幼おさな馴な染じみだろ？」

「私はニュートラルなゾーンに立っているのよ。なんだかんだで千ち種ぐささんは相あい葉ばに甘かったけど、私はそうはいかないわ。甘ったれないで自分でやりなさい」

　まどかの態度は冷たく、相葉はうつむいた。

「……そうだ、俺が馬ば鹿かじゃなくてもっと力があったらこんなことにならなかった。リア充の夏休みなんかいらない、お願いだ」

　泣き声が聞こえた。見ると田た中なかの持つ競馬新聞が震えていた。

「そうだ戦うんだ。相葉ちゃんは俺のようになっちゃいけない」

　田中は泣いていた。

「俺は揉もめる、大人がおっぱいを揉むのはたやすい。金を払えばそんな店に行けるから。でも、イチャイチャしてる高校生を見ると涙が出るんだよ。お前らは金を払わずに、ずるいって。俺がこの前に行った店は一時間五千円で五十回ぐらい揉んだけど、一回に百円ずつ払っているってことなんだよね。ひと揉み百円なんて計算している俺惨みじめ……。だから相葉ちゃんを助けてやってくれ」

「田中さんは黙だまってて」

　まどかは呆あきれるように首を振る。

「人間関係も俺の能力の一部のはずだ。まどかは俺を助けてくれる」

「幼馴染みっていうだけよ。小さい頃は確かに助けられたけど、それは子供のとき。私たちはもう高校生なの」

「未来を買う。幼馴染みのまどかをもっと大切にする。もっと力をつけて必ず守る。絶対に信頼を裏切らないまどかの幼馴染みとなる約束をする」

「……もう。ルール違反よ」

　顔を上げると、まどかは困ったように苦笑いをしていた。

「元の夏休みに戻す方法は一つだけ。それは物語を完結させること」




　　　　＊
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　──物語の完結。

　それは佐さ々さ木きの行動を引き継ぐことだ。つまり魔王を倒し、平和と愛の象徴である姫君を世界に取り戻す。そうすることによって魔王の呪のろいは解かれる。

　この物語によって傷つき精神を崩壊させた男子たちも元に戻る。ゲームの毒はゲームで取り除かねばならない。心理学的にいうと折り合いをつけねばならないらしい。ルールの中で恋愛シミュレーションゲームを終わらせる、ということだ。その終わりはバッドエンドではなく、ハッピーエンドが求められる。

「残り時間は少ないわ。広く浅くではなく、ターゲットを絞しぼるの。恋愛値を上げることによって、魔王討とう伐ばつのヒントが手に入るようになっているから」

　まどかの言葉だった。確かに残り時間は少ない。ゲームの開催期間は七月中。現在は七月二十九日。明日には花火大会が予定されており、これは夏祭りと同じく恋愛値を大きく上げられるイベントだ。そして最終日の三十一日には魔王討伐を果たさねばならない。

　魔王である仲なか村むら愛あい美みの呪いも解く必要がある。もしもこのままゲームを終えれば、日常でも彼女は魔王のままかもしれない。役柄を終えても心の片隅に残っている。ゲームの役柄はゲーム内で終える必要がある。

「そして、もっとリラックスして笑え顔がおを浮かべなさい」

　相あい葉ばは街中を急いでいた。目指すは街の公園だった。

　時短システムで恋愛値を上げることは諦あきらめていた。目の前で一種のバッドエンドを見たからだ。たぶん、あのシステムが使えるのは序盤だけであり、プレイヤーを破滅に導くトラップなのだ。つまり実際に行動するしかない。

　いや、これが本来の姿だ。人間関係は実際に対面せずには変化しない。

　相葉は公園にたどり着き一息ついた。入場料もかかる大きな公園で、フェンス越しに中を窺うかがうと青々とした芝しば生ふが広がっており、夏休みだけあって沢たく山さんの人々がいる。周囲を見回してみるが、公園の入り口周辺に彼女の姿はない。

　失敗は許されない。

　相葉は呼吸を整える。おっぱいチケットでもそうだったように、生徒会主催のゲームはフェアだが冷酷でもある。男子たちは希望を手に入れるチャンスがあるが、反して絶望も背後にある。現にゲームに失敗し惨みじめな高校生活を送った人間も少なくない。

　残りの高校生活を作業にしたくなかった。男子は馬ば鹿かばかりで、担任も情じよう緒ちよ不安定で面倒なクラスだったが、それでも七組が好きだった。それは失ってはいけないものだ……。

「相葉君？」

　声に振り返ると、そこには小さな女の子が立っていた。

「奈な々なっち」

　ポニーテールがぴょこんと揺ゆれた。薄いピンクのノースリーブに紺色のプリーツスカート、白いミュールを穿いたすらりとした脚がとても眩まぶしい。

「待った？」

「いや、今来たところだから」

　相あい葉ばがターゲットに設定したのは牧まき野の奈々だった。ミニゲームにおいて妖精役をやっており、なんらかの情報を持っているはずだ。そしてそれらを含めた交流において、恋愛値も序盤より微増している。

　もうひとつ奈々の恋愛値を増やすべき理由がある。それは魔王との対決だ。佐さ々さ木きが対決に赤あか城ぎを選んだのは間違っていない。フロート上でのバトルは最低限の運動神経が必須だからだ。つまり奈々はパズルを完成させる重要なピースなのだ。

「どうしたの？」

「あ、ごめん、中に入ろうか」

　もうコミュニケーションは始まっているのだ。どうやって変化させているのか不明だが、この交流によって恋愛値が増減する。相葉は入り口で入場券を二枚買った。

「いいよ、払うから」

　財布を出そうとした奈々を制する。このような些さ細さいなことでも数値に影響するはずだ。

　ゲートをくぐった相葉はふわふわとした空気を感じた。園内を歩く人々は笑え顔がおで満たされ、時間が緩やかに流れている。カップルの姿が多い。芝しば生ふに座ったり手を繋つないで歩く男女はとても幸せそうだ。

　お前たちは気楽でいいよな、と思った。この公園に相葉ほど人生を賭かけている人間はいないはずだ。もしもここで失態をさらせば高校生活の歯車がずれることになる。それほどの覚悟を背負って相葉はこの場にいるのだ。

　相葉は汗をぬぐって歩きだす。あまりの緊張感で頭がくらくらとする。クラスの男子たちの未来を背負っているかと思うと体がとてつもなく重く感じられてしまう。

　相葉と奈々は公園内のレンガ道を歩く。コンクリートの街中と違って、緑の多い公園内の風は爽さわやかだ。雰ふん囲い気きはとてもいいはずだ……。

「…………」

　沈ちん黙もくだった。眩まぶしいばかりの空間だが、相葉の周囲には重々しい空気がまとわりついていた。失敗してはいけないという緊張感から唇くちびるが動かない。

「あのさっ」

　相葉は意を決して口を開く。

「今日はいい天気だね」

「いい天気ですね」

「犬がいるね」

「いますねえ」

「夏だねえ」

「夏ですね」

「…………」

「…………」

　女子と会話するという行為はなんと困難なのだろうか。教室では他愛のない会話はできたはずだが、こうして外に放りだされるとどうしていいかわからない。しかし何か話さないわけにはいかない。何か会話の糸口は……。

「あ、そうだ、ジュースを飲もう」

　相あい葉ばは自販機に走った。ちょうど喉のどが渇かわいているし、ジュースでも飲めば時間を繋つなげる。が、先ほど入場料を払ってしまったので、相葉の財布は空っぽだった。

「……くそ」

「あ、私が出すから」

　自販機にもたれかかる相葉を見て、気を遣った奈な々ながジュースを購入してしまった。

「はい、どうぞ」

「ご、ごめん」

　奈々におごらせてしまった。これはマイナスポイントになってしまう。相葉は冷たいオレンジジュースを流し込んだが、あまりの失態に味すら感じない。挽ばん回かいしなければならなかった。

「ねえ、あそこで遊ぼうか？」

　ジュースを飲み終わり、相葉は芝しば生ふのエリアを指さす。丸太を組み合わせた遊具が並ぶアスレチックエリアで子供たちが遊んでいる。

「奈々っちは身軽だからゴールできるよ」

「でも、スカートだし」

　奈々は困惑した顔をしている。

「遊んでる女の子たちは気にしてないよ」

「……子供扱いしないでください」

　奈々がふくれっ面つらをし、相葉は顔を歪ゆがめる。

　男子たちが直接会うことを避けていた理由がわかった。相葉の目には恋愛値ゲージがはっきりと見えていた。そして会話に失敗するたびにそれが下がっていく。公園はこんなにも笑え顔がおで満ちているのに、胸が張り裂けそうでとても苦しい。

　会話は空転し相葉は沈ちん黙もくする。隣を歩いていた奈々は、ちらりと相葉に視線を向ける。

「……なんで私を誘ったんですか？」

　冷たい風を感じた。なんで奈な々なを誘ったのだろう。その理由のほとんどは打算ではないか。このようなデートは失敗するに決まっている。

　相あい葉ばと奈々は視線を逸そらし、沈ちん黙もくしたまま立ち尽つくす。

「やっぱりアスレチックやろうかな」

「でも、スカートが」

「相葉君には一回見せてるし」

　奈々が気を遣ってくれているのが、痛いほどわかった。

「じゃ、じゃあ、ボートに乗ろうか」

　相葉はカオリから無料チケットをもらっていたことを思いだした。

「ボートですか？」

「あ、ごめん、嫌いやだった？」

「いえ、ボートに乗りましょうか」

　奈々はぎこちなく笑え顔がおを作った。

　相葉と奈々は特に会話もなくボート乗り場に行く。奈々の表情は硬かった。それは無理もないかもしれない。特に付き合っているわけでもない相葉に、いきなり二人きりで公園に呼び出されたのだ。それは冷静に考えてみればおかしことだった。

　チケットを渡し、相葉と奈々はボートに乗り込む。ボートは手て漕ごぎのノーマルタイプだ。ペダルタイプのスワンは無料チケットでは借りられなかった。

　オールを回し池に漕ぎだす。夏休みだけあってボートは沢たく山さん稼働している。皆が楽しげにボートで遊ぶ中で、目の前の奈々の表情は硬かった。

　子供たちの歓声は遥はるか遠くから潮しお騒さいのように聞こえる。沈黙のボート上で相葉は反省していた。このボートから降りたら奈々を帰してやるべきだ。相葉の打算で奈々の時間を使うことは許されない。目の前の奈々は画面の向こうのキャラクターとは違うのだ。

「……今日はごめん。なんか急に誘っちゃって」

　相葉が謝ると奈々ははっとしたように顔を上げた。

「いえ、それはうれしかったです」

　奈々は硬い表情で返答する。うれしいという感情と対極にある表情だ。

「やっぱり戻ろっか」

　一言謝りたかっただけなので、もう用はすんだ。

「いえ、せっかく乗ったんですし……」

　いきなりぐらりとボートが揺ゆれ奈々が悲鳴を上げる。

　カップルが乗るボートがぶつかってしまい、大学生らしき男性が謝っている。カップルのボートをオールで押してやると「ごめんね」と、離れていった。

　向き直ると、奈々が必死にボートの縁ふちをつかみ、ぎゅっと目をつむっていた。

「奈な々なっち？」

「私……泳げなくて」

「そっか、だから……あ」

　奈々は両足を広げている。

「奈々っち、足」

　自分の格かつ好こうに気づいた奈々が「きゃっ」と、急いで足を閉じる。ボート上には妙みような空気が流れた。沈ちん黙もくした。
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「あのさ、俺は一回見たことがあるから大丈夫だから」

「でもあのときは仕事っていうかイベントでのパンツだったし。今はプライベートでいろいろ違うと思うんですよね」

　奈々の恥ずかしがり方に相あい葉ばは思わず笑ってしまった。

「もう、ひどい」

　ふくれっ面つらをしていた奈々だが、相葉ともう一度視線を合わせると噴きだしてしまう。しばらくふたりで笑った後、奈々はふうっと息を吐はいた。

「ずっとお礼を言いたかったんです」

　相葉は首を傾かしげる。

「魔王の部屋のことです。私って水もそうだけど怖いのも苦手なんですよね。最初は遊びだったけど、男の子たちがみんな必死で怖くなっちゃって。それを相あい葉ば君が気遣ってくれて」

「そうだったんだ」

　魔王の部屋で真まっ青さおな顔をしている奈な々なを思いだした。

「じゃあ無理に協力する必要なかったのに。どうせ千ち種ぐさ先輩が無理やりやったんでしょ」

「でも男の子たちと遊ぶのは楽しいから。千種先輩はエッチなゲーム強要するし、わがままで自己中心的で何言ってるかわからない人だけど、ちょっと感謝してるんだ。私って昔から気が弱くて、あんなことがないと男の子たちと話せなかったし」

「ボートだって苦手だったら断ってよかったんだよ」

「でも、相葉君とボートに乗りたかったから」

　奈々ははにかむように笑う。

「あとね、あのとき相葉君にわざとぶつかったんだ」

「学校で？」

「うん。男の子たちがなんかゲームしているって聞いてて、まずは出会ってから始まるとか言ってたから……あ、ゲームのことは言っちゃいけなかったっけ」

「そっか」

　いつの間にか自然に会話できていることに気づいた。恋愛値という数値は人間関係の雑音だった。こうして時間を共有するだけで楽しいのだ。相葉は奈々を怯おびえさせないようにゆっくりとボートを漕こぐ。水上の風が気持ちいい。空の青さや木々の緑が目に入る。この公園もいい場所だと感じられた。

「あと、私は相葉君と昔に会ったことがあるんですよ」

「高校入学前に？」

「中学のときでしたかね。公園で犬に襲われてるのを助けてもらいました。高校で一いつ緒しよのクラスになってびっくりしたけど、相葉君は気づいてくれませんでしたよね」

「公園？　犬？」

　相葉は思いだした。深夜に相葉の近所の公園に遊びに来ていたペスのことだ。ペスはじゃれているだけだったが、女の子は小さかったためにさぞ恐ろしかったことだろう。

「あの子って、奈々っちだったのか。小学生かと思った」

「子ども扱いしないでください」

　奈々がふくれっ面つらをする。アスレチックでの表情と同じだった。そうだ、さっきも別に奈々は気分を悪くしていたわけじゃなかった。

　なんて奈々は可愛かわいいのだろうと思った。この子は俺のクラスメイトなんだと自慢して回りたいぐらいだ。そんな彼女を打算で誘ったことを猛もう省せいした。恋愛値などという数字なんてどうでもいい。ただ目の前の女子と楽しい時間を過ごせられればそれでよかったのだ。

　相葉は、クラスメイトの男子たちを助けるために行動している。ゲームを完結させ、元の夏休みを取り戻さねばならない。

「でも、まっいいか」

　相あい葉ばはボートを漕こぎながら気持ちを切り替えた。こうして目の前の女子との時間を大切にし、細々と生きていこうと思った。他の男子たちの学校生活はよく考えたら、別に好きな連中でもなかったし、所しよ詮せん他ひ人と事ごとだし……。

「私、早く大きくなりたいな」

「奈な々なっちはこのままでいいよ」

　奈々のつぶやきに相葉はそう答えた。この夏のように、輝く時間はとても短く戻ってこない。奈々のこの状態も、もう見ることはできなくなるのだ。

「小さいままでなんかいいことありますかね？」

「小さな穴を通り抜けられるとか」

　奈々は「あはは」と笑いこちらを見た。

「相葉君もこのままでいてほしいなあ」

「と言いつつも、本当に変わらなかったらやなんでしょ」

「ううん、本当に変わらずにいてほしい。相葉君はこのままでいて」

「じゃあ、またスカートめくり的なことをしたらうれしい？」

「も、もう、それは別の話だよ。今も何をやっているのかよく知らないけど……あ、言っちゃ駄だ目めなんでした」

　奈々はペロッと舌を出した。

「奈々っちは、このクラスが好き？」

「うん。七組になってよかった、かな」

　なんて可愛かわいらしい笑え顔がおなんだろう。この笑顔を守ってあげたい。

「だから頑張って。私、頑張ってる相葉君のことが」

「好きなの？　本当に？」

「い、いえ、ただいいなって、ふわっとした感じの印象ですけど……きゃっ」

　興奮した相葉が立ち上がってしまい、ぐらっとボートが揺ゆれた。

「あ、ごめん！」

　相葉はしゃがみこみボートを安定させる。

「はあ、すごいどきどきしてる」

　胸を押さえていた奈々が顔を上げ、どきりとした表情になった。相葉は思わず怯おびえる奈々を抱き支えていたのだ。

「あ、えっと、変な気持じゃなくて」

「うん、わかってる」

「え、奈々っち？」

　奈な々なはすっと目を閉じた。どうしていいかわからず相あい葉ばは固まった。目の前には微かすかに唇くちびるを震わす奈々の顔がある。まるで妖精のように可愛かわいらしい奈々に相葉は引き寄せられ……。

「人魚が持っているらしいです」

「へ？」

　奈々の発した言葉に相葉はぽかんとした。

「魔王を倒す武器は、お姫様の友達の人魚が持っていると。人魚と仲良くなったらもらえるみたいです」

　あちらの世界のことだ。佐さ々さ木きが手に入れた魔王を撃うつ銃のことを言っている。

「だから諦あきらめないで。そしてお姫様を助けてあげて」

「わかった、頑張るよ、俺。奈々っちのためにも絶対にあきらめないで頑張る！」

「うん、頑張ってね」

　奈々が微ほほ笑えむと光の粒が散ったような気がした。
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　人魚。

　確かに魔王の居城においてもその話は聞いた。佐々木が手に入れた武器は、もともと妖精が人魚からもらってきたという設定だった。そして魔王や妖精がこちらの世界に来たように人魚たちも来ていると。

　その人魚が誰であるかはわからない。奈々も知らないらしかった。

　ただわかっていることはいくつかある。まずは武器がなければ魔王と戦う資格が手に入らないということだ。よって人魚を探す必要がある。

　また、人魚の見当をつけたとしても、恋愛値を上げる必要が生じるはずだ。本来なら奈々のヒントも恋愛値を上げねばもらえなかった。つまり人魚を探し、彼女の恋愛値を上げること。そしてやっと魔王と戦う準備が整うのだ。魔王を倒せば彼らを元に戻せる……。

　相葉は河原に立っていた。相変わらずそこには抜け殻となった男子たちが並んで座っている。彼らはこうして砕くだけた精神を修復しているのだ。身じろぎせずに日差しを浴び、少しずつバラバラの精神をくっつけていく。この状態からみだりに動かしてはならない。今の彼らの精神状態は真っ白なのだ。周囲からの干渉を受けやすい状態故ゆえに、こうしてぼんやりと景色を眺ながめていることが望ましい。

　相葉は一番端はしに座る内うち田だの肩に手を置いた。

「大丈夫だ、俺が必ず元の夏休みに戻してやる」

「……ほんと？」

　それは内田の声帯が発したか細い声だった。

「ああ本当だよ。俺は一いつ瞬しゆんたりとも見捨てようと思ったことなんてないよ」

　相あい葉ばの声に抜け殻のような男子たちが反応した。

「所しよ詮せん他ひ人と事ごとだしって、俺たちを見捨てると思ってた」

「ありがとう、ありがとう」

「相葉は優しい。優しいクラスメイト……」

「馬ば鹿かだなあ、俺たちは友達じゃないか。仲間を見捨てるわけないだろうが」

　相葉ははっきりとそう言った。気になることもあったのだ。それは唯ゆいのことだ。これだけ街を歩いても彼女の姿は見つからない。そして設定だとしても、女子たちは唯ゆいを初めからいないことにしている。

　唯はどこにいるのだ？

　こうして街を走り回っても、どこか没ぼつ頭とうできていない自分がいた。このゲームを成功させて唯と恋人になりたい、との考えはなかった。彼女にそんな視線を向けたことはなかった。ただ、この半年間唯は教室の隣の席にいた。隣で微ほほ笑えんでいた彼女は、相葉の心の中でいつの間にか大きな存在となっていた。だからこそ、ただ会いたい……。

「相葉」

　突っ立つ相葉は、小さな声を聞いた。その声の主は空を見上げるようにして横たわる佐さ々さ木きのものだった。彼の視線は真まっ青さおな空を突き抜け遥はるか暗黒の宇宙を漂っていた。

「魔王を倒す武器を、探しているのか？」

「そうだ佐々木。お前が脱出ゲームで手に入れたあれだ。人魚が持っていることは調べがついた。でも人魚が誰だかまでは……」

「俺もその情報は手に入れていた。だから、夏祭りでも……」

　そこまで言って佐々木は口をつぐんだ。

「どうした佐々木？　はっきり言ってくれ」

　しかし返答はない。代わりに誰かが口を開く。

「立ち去ってくれ」

「え？」

「眩まぶしすぎるんだ。俺たちはお前と話しているだけで胸が痛くなる。頼むからそっとしておいてくれ」

　痛々しい言葉だった。彼らはか弱い心を無防備に露ろ出しゆつした状態なのだ。強い刺激を与えてはならなかった。川べりの景色を見つめ心を選択しなければならない。

「ごめんな。なんか天気が悪くなってきたから早く帰れよ」

　相葉は河原を歩きだした。あまりにも惨みじめな彼らの姿だった。もしもずっとあの状態のままだったら、クラスもぎくしゃくするだろう。男子と女子のピースはずれたままで学校生活を送ることになる。それは例外なく相葉にも影響し、幼おさな馴な染じみのまどかとの距離は開き、マリとの会話もなくなり、唯ゆいの笑え顔がおを見ることもなくなる。

　だとしたらやはりゲームを完結させねばならない。では人魚は……。

　そのとき相あい葉ばは気づいた。相葉よりゲームを進めていた佐さ々さ木きは魔王の設定を女子から聞いたのだ。そして人魚の話もだ。すでに脱出ゲーム前に武器を手に入れようと動いていた可能性が高い。

　魔王を倒す武器も存在するのです。王国の魔法使いも魔王が姫君を追ったと知り、お姫様と仲の良い人魚たちをこの世界に飛ばしました。なぜなら人魚は魔王を倒す伝説の武器を持っているからです。

　相葉は奈な々なの言葉を思いだした。

　お姫様と仲のよい人魚……。

　相葉は河原を走り街に出た。どちらにしろ相葉には選択の余地はなかった。短期間で恋愛値を上げるにはギャンブルをする必要がある。

　住宅街を駆かけ抜け、相葉が向かった先は駅前の商店街だった。路地に入って相葉は呼吸を整える。花が飾られた店先に彼女がいるのが見えた。

「マリたん」

　水やりをするマリに声をかけると、彼女は立ち上がる。

「相葉君、どうしたの？」

「明日、マリたんの二時間がほしい。一いつ緒しよに花火大会に行きたい」

　マリが人魚設定である可能性はある。唯とマリはクラス内でも仲がよいように思える。そして同じ水泳部でもある。水泳部と人魚という設定もあるかもしれない。七組の水泳部の女子は他には坪つぼ井いがいるが、相葉は恋愛値どころか攻略対象にもしてない。よって選択の余地はなかった。マリの恋愛値をイベントで一気に上昇させるしか方法はないのだ。

　たとえ生徒会が用意したイベントであっても利用するしかなかった。

「うん、いいよ」

　昔から変わらない笑え顔がおでマリはうなずく。
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　ゲームの進行状況はどうでしょうか。そんなあなたに耳よりの情報があります。

　七月三十日は花火大会の開催日なのです。

　ふたりで夜空に咲く大輪を見つめれば、恋愛値大幅アップ間違いなし。

　夏の思い出を胸に刻みましょう。






　七月三十日。

　ゲームの終了まであと二日。この二日間で相あい葉ばは魔王を倒す準備をしなければならなかった。しかし、天は相葉を見離した……。

　……雨。

　この日は激しいまでの雨だった。分厚い雨雲が関東エリア全体を覆っていた。

　窓の外から雨音が聞こえる。相葉は湿気と熱気に満ちた自分の部屋にいた。狭い室内はすし詰めだ。膝ひざを抱かかえて座り込む男子たちがぎっしり詰まっている。雨でも河原にいた彼らたちを回収して、とりあえずこの部屋に避難させたのだ。

　相葉はそんな混こん沌とんとした部屋の中で絶望する。花火大会というのは年に一度しかないライブ的イベントだ。様々な状況によって左右されやすく、貴重な瞬しゆん間かんを共有できるが、それ故ゆえに脆ぜい弱じやくでもある。恋愛値を大きく上げることができるがリスクもあるという両もろ刃はの剣つるぎだった。

　これでは魔王を倒すどころか、対たい峙じすることさえできやしない……。

　薄暗いこの密室がバッドエンドそのものに感じられた。この雨は運すらも相葉を見離したということだ。このまま学校生活が再開すれば、相葉を含む男子たちは女子から愛想をつかされ、惨みじめな学校生活を送るのだ。そして卒業式の日にこう言う。

　ああ、何もない学校生活だったなあ。

　部屋にすすり泣きの声が聞こえた。気づくと相葉の頬ほおを涙が伝っていた。その涙が男子たちに感染してしまったのだ。現在の彼らはとても外部の刺激に影響を受けやすい。

「大丈夫だから、なんでもないから。ほら、綺き麗れいな景色見ましょうね。ほら海！」

　相葉はコントローラーを操作して、ゲーム画面の海を見せた。未だにユウカの水着選択画面だが、ビューイングシステムを使って視点を変えることはできるのだ。静かな海を見て彼らの表情は穏やかになる。ある意味洗脳されやすい、無む垢くな赤子のような彼らの姿だ。

「落ち着け」

　相葉は自分に言い聞かせた。戦えるのはもう自分だけなのだ。相葉の心が折れた瞬間にすべては終わる。もしも女神が相葉に微ほほ笑えむのならば、雨がやむ可能性がある。花火大会はまだ中止になっていないはずだ。やれることだけをやって、あとは天運に任せる。

　道のりは険しい。まず雨がやみ、マリとのデートを成功させなければならない。そして恋愛値を指定の値まで上昇させる。さらにマリが人魚である必要がある。

　マリから武器をもらったとしても問題山積だ。相葉はまだ魔王攻略の糸口をつかんでいない。こちらのプレイヤーは恋愛値の高い奈な々なかマリとなるだろう。赤あか城ぎはすでに魔王と対決しているために選択できない。彼女は向こうの世界でのナイトだったのだが、魔王に敗退したため魂は消滅し、普通の女子高校生に戻ってしまった。

　フロート上の対決なので、運動神経の高い奈々がベストだが、それでも問題がある。恥ずかしがり屋の奈々がその対決を受け入れてくれるか。受け入れてくれたとしても、魔王の力は強大だ。まず魔王の鎧よろい。水を弾はじき返す防水システムがある。あれをどうすればいいのか。対してこちらの鎧よろいはあまりにも脆ぜい弱じやくだ。赤あか城ぎのワンピースは無残に打ち砕くだかれてしまった。

　どうすればいい、魔王攻略の糸口はどこにある？

　解答が出ないまま時間だけが過ぎる。雨がやむ気配はなかった。まるで七組の男子たちの心を表現しているかのような、雨、雨、雨……。

　たとえゲームであっても失敗すれば、たぶん高校生活においておっぱいを揉もむことはできないだろう。いつかは揉むだろうがそれは偽物だ。偽りの膨ふくらみで自分をごまかし生き続ける。本物を知らずに、知った振りをして人生を過ごすのだ。それは妥だ協きようだ。折り合いをつけた人生、そんなの嫌いやだ、嫌だ……。

　……雨はやまない。

　夕方になって、雨脚はさらに強まった。
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『花火大会中止のお知らせ』

　掲示板にはそんな張り紙があった。

　河か川せん敷じきに人影はまったくない。雨音だけが惨みじめに響く中で、相あい葉ばは壊れかけのビニール傘がさを持ち突っ立っていた。

「残念ね」

　振り返るとビリジアンの傘を差したまどかが立っていた。

「夜にはやむって天気予報で言ってたのだけどね」

「まだわからない」

「花火大会は中止なの。それは変わらない。風か邪ぜを引くから家に戻りましょ」

　まどかの表情は優しげだった。

「家には戻らない。まだ終わっていない」

「……相葉はよく頑張ったわ。前の相葉なら途中で諦あきらめてた。でも、天候はどうにもならないわ。もしもこれによってゲームが失敗しても、できる限り私がフォローするから」

「このゲームは高校生活の縮図なんだ。このゲームに失敗すれば、高校生活も同じ結果に収束する。卒業してから、あの惨めな高校生活は運が悪かった、俺のせいじゃない、って言い訳するんだ。大事なのは結果なんだ。それは世界の厳格なルールだ」

「やるだけやったならいいじゃない」

「女にはわからない。これは男のプライドの問題なんだ。いつでも俺たちは本気だ。たかがお遊び、なんてものはありえない」

　相葉は淀よどんだ川に視線をやる。運が悪かったらからしょうがない。いったんそんな考えを受け入れれば、その呪じゆ縛ばくは一生解けることはないだろう。ずっと頑張った振りだけをする人生になる。やるだけやったからいいだろう、と、そんな妥だ協きようの思考だ。

「そして俺たち男子には責任がある。戦い続ける契約をしたんだ」

　クラスという契約において男子たちは本気で戦い続けねばならない。体育祭に文化祭、授業や日常のコミュニケーションすら。必死に戦う男子たちを知らずに高校生活を終えた女子は、たぶん一生男を理解することはないだろう。たとえ結婚しても、心の底ではどこか冷めている。恋人や夫を軽けい蔑べつし侮ぶ蔑べつするような大人になる。

「あのときだって、俺たちは本気だった。だから女子たちもゲームに協力してくれた」

　女子たちが協力してくれたのは、男子たちの気持ちが本物だったからだ。少々ベクトルが違おうが純真なまでの熱が凌りよう駕がした。

「だからパンツを見せたのではないと思うけど」

「俺は七組というパズルのピースを埋める」

　相あい葉ばが探さねばならないパズルのピースは唯ゆいだ。教室でいつも笑っていた彼女がいないだけで違和感が生じてしまう。唯は最後のピースなのかもしれない。最後にはめるピース故ゆえに、それ以外の部分をしっかりと組む必要がある。つまり七組の女子たちと良好な関係を築かねばならないのだ。

　相葉は川を見つめながら立ち続けた。雨はやむどころかどんどん激しくなってくる。もうすぐ、本来なら花火の開始時間が近づく。しかし、雨はやまない……。

「……相葉」

　横にずっと立っていたまどかが再び声をかける。

「もう行きましょう。花火大会は始まらない」

「そうだな、行こう」

　相葉はうなずいた。そのまま川に背を向け、まどかと並んで歩きだす。

　ふたりは無言で街中を歩く。雨の街は全体が霧きりで覆われたかのようにぼやけている。人ひと気けもなく雨以外の音も聞こえない。このまま街ごと雨に溶けて流されてしまいそうに錯覚する。しばらく歩いてからまどかが口を開く。

「ねえ相葉、やっぱり生徒会は辞やめようかな」

「なんで？　千ち種ぐささんからパワハラとか受けた？」

「最初はみんなのためにって思ったの。もちろん生徒会が所持するデータにも興味があったのよ。でも、それだけじゃない」

　まどかは相葉の壊れた傘かさを押しのけ、自分のビリジアンの傘に相葉を入れる。そのままふたりで身を寄せ合うようにして歩いた。

「何もない高校生活って怖いと思ったの。だからクラスという容器を動かすべきだと思った。チケット争そう奪だつ戦も馬ば鹿かでエッチなゲームだったけど、なんとなくクラスが動いた気がしない？　あのときは偶然綺き麗れいな模様ができたけど、歪いびつな模様ができることだってあるのよね」

「俺はおっぱいチケットがあってよかったと思ってるよ」

　おっぱいチケットがなければ真実は見えなかった。おっぱいについて考えることのできる時間はとても短いのだ。この三年間で答えは出ないかもしれないが、それでも探し続けたい。たとえ歪ゆがんだ模様になろうとも、視線を逸そらし続けるよりはいい。

「でも、相あい葉ばが取り返しのつかないことになったら。ゲームが原因で女子たちから気持ち悪がられて無視されて、日陰の大根のように静かに腐っていく高校生活を歩んだら責任を感じる。学校を卒業しても、相葉には同窓会のお知らせすら届かない」

「そうしたらまどかのを揉もませてくれればいいよ」

　冗談だったが、まどかが押し黙だまってしまう。気まずい雰ふん囲い気きのままふたりは歩く。この傘かさの下だけ、気まずい沈ちん黙もく、という霧きりが漂っているかのようだ。相葉は通り過ぎがてら壊れた傘をゴミ捨て場に投げると、まどかの傘を持って歩く速度を上げる。

「もしも、それで相葉の心が満たされるのなら……」

「いや、やめとくよ。それはルール違反だから。揉むときは打算や情けとかの雑音を入れちゃいけないんだ。きっとそう思う」

「ねえ相葉、どこに行くの？　そっちの道は違うわ」

「いいんだ、こっちでいい」

　相葉が傘を持っているため、まどかはついてくるしかない。

「俺はまだ諦あきらめていない。ルールに殉じゆんじて最後まであがく。高校生活でも同じだ。卒業間際まで答えが出なくても、最後の一日までおっぱいチケットと向かい合う」

　道の先にこじんまりした神社が見える。

「ここって」

　まどかが気づいたようだ。ここは相葉たちが通っていた中学校だ。道沿いに大きなフェンスがあり、その向こうが学校の屋外プールなのだ。

「憶えてるか？　小学校の時によくプールに忍び込んで遊んだよな」

　屋外プールは厳重な柵さくに囲まれているのだが、一か所だけ小さな穴が空いている。茂しげみに隠された場所なのでずっと放置され、相葉の在学中も修理されることはなかった。

「小学校時代は小さかったから、私がぎりぎり通り抜けられて、中から鍵かぎを開けられたのよね。でも、今はもう無理ね」

　まどかはフェンス越しのプールを見つめている。数段のステップを上がったところに非常口の大きな鉄扉がある。小学生時代はここから出入りしていた。

「どうしたの？」

　立ち止まった相葉に、まどかが不審げな視線を向ける。

「そろそろ花火大会の開始時刻だな」

　相葉はまどかの腕時計を確認した。

「この二時間は買っている。俺は思ったんだ。たとえ失敗してもその二時間は全力を尽つくさなきゃって」

　雨降る道路に視線を向けると、こちらに歩いてくる人影を見つけた。傘かさやレインコートは全体的にパステルカラーでふわふわとした雰ふん囲い気きがある。人影は相葉たちの前で立ち止まると、すっと傘を上げてみせた。

　ニコッと笑ったのはマリだった。

「ほんの少しだけ予定がずれたけど、行こう」

　相あい葉ばを誘導すると同時に、プールへの鉄扉が開いた。







「なんでおっぱいを揉もんじゃいけないんだと思う？」

「勝手に揉んだら社会生活が混乱するからでしょ。そういうことするには男女の信頼関係が必要で、少しずつ制約を取り外していかねばならない」

　相葉とまどかは雨のプールサイドで対話していた。

「でも、おっぱいチケットはそうじゃない。社会のルールや常識に囚とらわれない存在なんだ」

「相葉って、ついに私に面と向かっておっぱいって言うようになったわね」

「おっぱいチケット争そう奪だつ戦で俺はクラスメイトと戦った。でもわかったんだ。真の敵は社会とか大人が作り上げた常識だって」

「いつの間にかスケールが大きくなっているのね」

「大人たちに、どうしておっぱいを揉んじゃいけないのか、と、問いかけても答えない。それはおっぱいと向き合ったことがなく、明確な哲学を持っていないからだ」

　嘲ちよう笑しようして馬ば鹿かにする大人も、大きな溜ため息いきを吐ついてから諭さとす大人も、浅い思考と自分の薄っぺらさを悟さとられないように演技しているだけだ。おっぱいと向かい合う子供を馬鹿にして優位に立っているだけなのだ。

　おっぱいと向かい合う時間はとても短い。

　相葉はその意味が少しだけわかるような気がした。真正面から向き合うには熱が必要だ。そして社会の常識を打ち破る力と大きな熱量が。

「だから俺は世界と戦う決意をした。おっぱいチケットを握って戦う」

　相葉は傘かさをプールサイドに放り投げる。

「ちょっと、相葉」

　濡ぬれるまどかが顔をしかめる。

「これも常識だ。濡れるのは駄だ目めとか、全部大人が作ったルールだろ」

「ちょ、きゃー」

　相葉はまどかの手を握って、そのままプールにダイブする。

「もう、馬ば鹿か！」

　服のままプールに飛び込んだまどかが憤慨している。

「どうせ濡ぬれるんだからいいだろ」

　相あい葉ばがへらへら笑っていると、プールサイドに二つの人影が現れる。

「あ、気持ちよさそう」

　競泳水着に着替えたマリと、その横にはスクール水着の奈な々ながいる。

「早く入りな。マリたんのために貸し切ったんだから」

「貸し切ったわけじゃないでしょ。不法侵入よ」まどかが憮ぶ然ぜんとする。

「夜だし、こんな雨の中で見つかるわけがないって」

　花火大会は行われなかったが、マリとの二時間は残っていた。そして相葉はここをデート場所として選択したのだ。マリはうれしそうに笑ってプールに飛び込む。弧こを描えがいて水に飛び込むその姿はイルカを連想させた。

「奈々ちゃんもおいでよお」

　水面から顔を出したマリが奈々に呼びかける。このプールを貸し切るキーが奈々だった。フェンスのあの穴から侵入するのは成長したまどかではもう無理だった。しかしクラスで一番小さな奈々はぎりぎり通り抜けられたのだ。たぶんあと少し成長していたら無理だっただろう。パズルのピースはどうにかはまったのだ。

「カナヅチだったまどかも、恥ずかしいからってこのプールで練習したんだ。俺がゆっくり教えてやるから大丈夫」

「でもお……」

　奈々はプールサイドの縁ふちに座って、恐る恐る足に水をつけている。

「私が少しずつ教えてあげるからおいで。相葉は意外にスパルタだから」

　服のまま苦笑いしていたまどかが、奈々の手を取った。

「相葉君、マリが貸し切りプールで泳ぎたいって言ったの、憶えてくれてたんだね」

　マリのふわっとした髪は首と肩に貼りついており、いつもと雰ふん囲い気きが違ってどきりとする。

「本当はちゃんとしたプールや綺き麗れいな海を貸し切りたかったんだけど……」

　マリの姿が消えている。再び潜もぐったのだ。マリは水の中のほうが動きがスムーズだ。

「……え、マリたん？」

　しばらく待ってもマリが浮かび上がってこないので心配になった。雨音が響く真っ暗なプールは底が見えず恐ろしくなる。まるで底なしの闇やみだ……。

「うわっ」

　悲鳴と共に相葉は水に沈んだ。必死で水面に顔を出すとマリが笑っていた。

「へへっ、転ばすのうまいでしょ。コツがあってね、最初に軽く前に押すと足を踏ふん張るから、その瞬しゆん間かんに足を蹴けりつつ後ろに一気に引っ張るの。なかなか難しいんだよ、やってみる？」

　相あい葉ばはマリの体をつかんで転ばそうとしたがうまくいかない。マリはむきになる相葉の腕からするっと抜けて泳ぎ去る。

　相葉はマリを追いかけた。真っ暗なプールの中でマリを逃がしたくなかった。離すと戻ってこないような感覚に襲われ、必死にマリの足をつかむ。

　相葉はマリと水中で抱き合うようにもがいて浮かび上がった。少しだけ水が器官に入ってしまい咳せき込む。塩素の臭においに顔をしかめながら横を見て目を丸くする。マリが水面に仰あお向むけに浮かんでいた。

「ちょっ、どうした？」

　マリは気を失ったかのように浮かんでいる。焦あせった相葉が体を揺ゆすると、マリは目を開けてくすっと笑った。

「驚いた？」

「もう少しで人工呼吸をするところだったよ」

「知ってる？　人魚にキスをすると人間になるんだよ」
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　人魚という言葉に相葉はどきりとした。

「人魚姫は溺おぼれた王子様に人工呼吸してキスしたときから人間になったの」

「マリたんもキスしたら人間になるの？」

「……してみる？」

　浮かんだままのマリがすっと目を閉じた。

「え、え？」

　相あい葉ばは周囲を見回す。闇やみと雨によってまどかたちはこちらの様子がわかっていない。意を決してマリに向き直った瞬しゆん間かん、相葉は派手に転び水に沈んだ。

「なんてね。キスするのは私の王子様だけなの」

　マリは泳ぎ去っていく。







「……雨がやんだねえ。こうやっていると、なんだか水と一体になった感じで気持ちいい」

　プールに浮かぶマリが呟つぶやいた。相葉も浮かんだままま空を見つめる。雲間から月明かりが差し込み空が銀色に照らされている。波立つプールもキラキラと光っていた。

　水に体を委ゆだねていると、空に浮かんでいるかのようだ。この安あん堵ど感はもともと生命が海から誕生したからだろうか。もしかしたら未来に、水に惹ひかれて海に戻っていく人間もいるかもしれない……。

　私の姪めいっ子は人魚なんです。

　唯ゆいの声が聞こえた気がした。それは一年七組となって初めてのホームルームで、ひとりずつ自己紹介をしていき、唯の順番になったときの彼女の第一声だった。

　三年前に姪っ子にプレゼントあげたんです。そうしたらすっごく喜んでくれて、あまりのはしゃぎように私もとってもうれしくなって……。プレゼントは彼女が好きなアニメキャラクターグッズで、お化粧コンパクトで変身できるんです。綺き麗れいにラッピングしてアニメのシールとか貼ってプレゼントしました。

　でもおかしいんです。いつまでたっても彼女はプレゼントを開けようとせず、喜んでばかりでした。いつまでたっても開けないから、どうしたのって聞いても姪はきょとんとした顔をするばかりでした。

　そうなんです。姪はプレゼントを開けるものだと知らなかったんです。




　相葉は唯の自己紹介に心を奪うばわれた。抑よく揚ようをつけた話し方とくるくる変わる表情を見ていると、こちらまで楽しい気分になった。もしかしたら唯は、ぎこちない儀礼的な自己紹介の時間を打開したのかもしれない。おかげで他の生徒の自己紹介も滑なめらかになり、クラスメイトと打ち解けるのも早かった。

　なんで姪が人魚だったのだろうか。そのラッピング自体がプレゼントだと勘違いした姪と人魚の共通点は……。そうだ、そんな映画のシーンがあったからだ。プレゼント開けることを知らずに、ただ好きな人からもらったという行為自体を喜んだ人魚のシーン。

　それから私は姪をよくプールに連れていきましたと語っていた。そしていつの間にか自分も泳ぐのが好きになっていた、と。

　ですから、一いつ緒しよに水泳部に入ってくれるとうれしいです。

　唯ゆいはそう締めくくっていた。

　相あい葉ばは月を見上げながら思う。彼女は今どこにいるのか。同じ月を見ているのか。

「空の月はこっちの世界もとても綺き麗れいね」

「え？」

　隣のマリを見ると水面に浮く胸が呼吸と共に上下している。

「なんかこのまま溶けて泡になってしまいそう」

　マリは月明かりを反射する瞳ひとみをこちらに向けた。

「今日はありがとう。こうして月明かりの下で泳いでいると、向こうの世界のことを思いだしちゃう。泳いだあとはサンゴに座って歌を歌っていたんだ」

「マリたん？」

「私はお姫様がこちらの世界に飛ばされたから後を追ってきたの。私は魔王を倒す武器を持っているからね」

「マリ、まだそれを言う条件を満たしては……」

　プールサイドに座るまどかが割って入る。

「でも、こんなデートをしちゃったら、もうしょうがないよ。花火を見るよりもきれいなビーチに誘われるよりも、ぐっときちゃった」

　マリはくすっと笑うと潜もぐっていく。水面下の魚影は相葉の周りを遊泳してからざばんと顔を出す。

「そう、私は人魚だったの」
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　さて、恋愛ゲームもついに最終日となりました。

　すでにハッピーエンドを迎えたプレイヤーも数多くいるでしょう。

　そうでない人にもまだ時間もチャンスも充分にあります。

　それでは思い出に残る夏休みを！






　七月最終日は晴れだった。空には積乱雲、大音量の蝉せみの声、陽かげ炎ろうで揺ゆらめくアスファルト、溢あふれる子供たち、街はうっとうしいまでに夏を主張していた。

　チリンとチャイムの音が聞こえた。豪邸のチャイムは音まで品格がある。しばらく待つと、インターホンから声が聞こえた。

『相あい葉ば君かな？』

　それは妹せの尾おでなく愛あい美みの声だった。

「うん、招待状はある」

　すでに愛美は待機しているようだ。相葉が今日来ることを知っている。

『メンバーは？』

「マリたんと奈な々なっち。まどかもいる」

　相葉の後ろには三人がいる。二人選択できる協力者は恋愛値の高いマリと奈々だ。まどかは見届け人としてついてきている。もう後戻りできない。夏休み、いや七組男子の学校生活を賭かけての戦いが始まる。門をくぐり芝しば生ふを進むと、プールサイドでペスと妹尾が出迎えてくれた。

「間に合ったんだね、よかった」

「借りるよ、テーブル」

　相葉はパラソル付きテーブルにリボンが結ばれた包みを置いた。これは人魚であるマリから渡されたもので中には水鉄砲が入っている。魔王の居城で見たものとまったく同じ包装だ。バトルにはこの他の道具は使ってはいけないと説明されている。

「よくたどり着いたな。期待どおりだぞ、相葉」

　ビーチチェアに寝ていた千ち種ぐさが体を起こした。

「当然ですよ。たとえどんなゲームであっても、俺は負けない」

　相葉は三人に向き直った。

「マリたんや奈々っちにはなんの得もない馬ば鹿かげた戦いだけど、俺はどうしても勝たなきゃいけないんだ。だから、頼む」

　相葉が言うと、マリと奈々はにこりとうなずいた。

「私は見届け人だから、手伝えないわよ」と、まどか。

「いいよ、充分手伝ってもらったから」

　やれるだけの準備はした。ここまで到達するのに相葉の力だけでは不可能だった。魔王と対決するだけでも奇跡だ。しかしこれで満足してはいけない。魔王を倒し姫を取り戻さねば意味がない。そうすることでゲームは完結し、七組という組織は元の状態に戻る。

「マリが戦う、でいいのか？」千ち種ぐさが聞く。

　フロート上で直接水を掛け合うバトルはマリが行うことになった。本当なら奈な々ながよかったが、やはり一夜漬けでは水の恐怖は完全に克服できなかった。

「ええ、奈々っちは俺と後方支援をします。弾だん倉そうはそっちで用意してくれてるんですよね」

「バトルはバージョンアップさせている。名づけて、水着ＤＥバトルαアルフア」

「はあ？」

　千種がぱちんと指を鳴らすと、プールに何かが降ってきた。ふわふわとバウンドしながらプールサイドに落ちてくるそれはスイカ、いやスイカ柄の風船だった。ベランダから風船を投げ落としている。倉庫からも大量の風船が出てくる。運んできたのは本ほん田だ有ゆ華か、春はる野の典のり子このふたりだ。魔王の部下役の配役はまだ続行されているようだった。

「基本的ルールは変わらない。フロートに乗った代表者が戦意喪そう失しつした時点で勝敗が決定する。そして弾倉補給のフォローだが、銃の弾倉はこの中にある」

　千種が風船を指さす。よく見ると風船の中に弾倉が入っている。

「なんでわざわざ風船に……え？」

　風船を拾い上げようとした相あい葉ばは顔をしかめた。風船はつるんと滑すべって相葉の手から逃げていく。なんだ今の感触は……。

「ローショ……いや、ぬるぬる混合液か」

「未だにぬるぬる液が余っててね」千種がにやりと笑う。「そして風船を割るのに手を使ってはいけない。そうだ、体で挟はさんで割るのだ」

　スイカ風船が転がるプールサイドで皆は沈ちん黙もくした。

「見てくださいこの雰ふん囲い気き。ポカーンてなっちゃいましたよ」

「私はその雰囲気がすごい好きだぞ」

「なんでこんな馬ば鹿かなルールを加えたんです？」

「スイカを割ったらリア充になると言ってたのはお前らだろう」

　風船を挟んで抱き合うようにして割るというシステムだ。ちらりと振り返ると、奈々とマリは明らかに困惑している。いや、本田や春野、まどかでさえも呆あきれている。

「先輩、もう大人なんですから」と、まどか。

「そうっすよ、わざわざ複雑にしなくてもいいじゃないですか、馬鹿だなあ」

　相葉の言葉に、千種はふてくされたようにそっぽを向いた。

「じゃあいいや。そんなに馬鹿にされるんならやめちゃおうかな。あやふやのまま終わりでもいいかなって思っちゃった」

「え、え、いや、いきなり拗すねられても」

「いちごミルク食べて帰ろっと」

「……やりましょう！」

　相あい葉ばは声を張った。

「やるの？」

「はい、やります、やらせてください！」

「じゃあこのゲームをセッティングした私を褒ほめてくれる？」

「今のは距離感というかスタンスを間違えただけで俺はやりたいんです。いろんなゲームを考えつく先輩を俺は尊敬してます。美人だしスタイルいいし、性格は置いといても女の子らしいところあるし頭脳明めい晰せきでいい匂においがするし黒ストッキング」

「で、どっち？」

「αアルフアのほうでお願いします」

「いいだろう、そこまで言うのなら始めようじゃないか」

　千ち種ぐさがビーチチェアから立ち上がった。

「この戦いはパンツのようなものなのだ。タンスにしまわれたパンツはただの布きれであり、女子のスカートと羞しゆう恥ちによって隠いん蔽ぺいされた時点で価値が生じる。つまり困難が大きいほど目指すものの価値が高まる。女はそれを知っててパンツの価値を高めている。パンツも人生も作業ではなく困難に立ち向かう戦いだ。困難があるほど勝者のご褒ほう美びも輝く」

「あの、別に価値を高めてるとかはないですけど……」

　か細い声で春はる野のが反論する。

「春野、じゃあお前はなんでわざわざ可愛かわいらしいパンツを買うんだ？　本当に見せたくないならズボンを穿はいたり、色気のない安いパンツでいいだろ？　でも昔は母親に下着の購入を任せていたが最近になってチュチュアンナとかで買うようになったな」

　千種に耳打ちされた春野は、一いつ瞬しゆんで顔を真っ赤にした。

「自分で買うようになったきっかけは、エクストリームスカートめくりやパンチラ軍人将棋のあとじゃないか？　もしかして異性の目を意識しだしたとか？　でなければ内気なお前があんな生き地じの少ないパンツを買うはずはないよな」

「そ、そんなんじゃ……」

「私は責めてるんじゃない。それでいいんだ。見せるためではないが、見せるために可愛らしいパンツを穿く。パンツというのは矛盾なんだ。高校三年間でパンツという矛盾に立ち向かわねばならない。その期間はとても短い。だから私が協力する、私は決して可愛い後輩を見捨てることはない」

　内気な春野が色っぽいパンツを購入したことも驚きだが、千種はなんでそれを知っているのか。これではいくら優しい言葉をかけたところで恫どう喝かつではないか？　しかし、春野は「優しい先輩」などと呟つぶやき顔を赤くしている。男子たちだけでなく女子たちも千種に洗脳されているのかもしれない。七組はまるで羊の群れだ。か弱いまでの羊の群れに、千種という狼おおかみが侵入した。七組の女子たちは優しく思いやりがあるが、あまりに純真すぎる。

「あの、話を戻しませんか？」さすがにまどかが口を挟はさむ。「つまり、バトルにスイカ割りというか風船割りという要素が加わるのですね」

　生徒会に入って千ち種ぐさと多く触れ合っただろうまどかは慣れたものだ。

「魔王側は本ほん田だと春はる野ので風船を割る。服装はチャックなどの金属突起がなければ自由だ。相あい葉ば側はどうする？」

　千種は意見が受け入れられたものだとして話を進める。相葉はちらりと奈な々なを見た。

「風船を割るくらいなら」

　奈々は安あん堵どした表情だった。慣れとは恐ろしいものだった。この程度では安堵、の部類に入ってしまっている。

「あの、練習させてくれませんか？　風船ポジションとか確かめたいんです」

　相葉は言った。これは予定外の要素だ。いきなりやるにはリスクがある。

「いいだろう、十分だけ時間をやる」

　千種が意外な寛容さを見せたので、風船を拾って奈々に向き直る。

「奈々っち、おいで」呼ぶと、奈々がとことこと寄ってくる。

「ジャージはチャックがついてるから脱いだほうがいいよね」

　奈々はジャージの上を脱いでシャツ姿になった。奈々と向き合い息を呑のむ。本当に奈々を抱きしめていいのだろうか。いや、これは勝負だ。淫みだらな気持ちなど一片も混じっていない。

「いくよ」と、相葉は奈々を抱き寄せようとする。

「あ、あの、風船を忘れてますけど」

「あ、そうか、そうか」

　焦あせりのあまり風船を忘れていた。相葉は風船を自分の胸に添える。

「えっと、とにかく割ってみよう」

　お互いの背せ丈たけに差があるので、相葉は自分のみぞおちに風船をセットする。奈々が遠えん慮りよがちに風船を挟むようにして相葉に身を寄せる。ちょうど胸の膨ふくらみ部分に風船が当たった。

　……沈ちん黙もく。

「あのさあ、なんで見てるの？」

　視線が集まっている。春野と本田も練習せずに視線を向けていた。

「えっと、なんか微ほほ笑えましいなあって。奈々ちゃんと風船って可愛かわいらしい取り合わせだし」

　妹せの尾おは温かい眼まな差ざしを向けていた。

「ここからどうしたらいいんですかね」

　奈々が突っ立ったまま困っている。

「まず風船に圧力をかけないと。お互いの背中に手を回すの。抱き合うように」

　まどかが助言する。抱き合うようにと簡単に言うが……。

　奈な々ながそっと背中に手を回してきたので、相あい葉ばもそうする。

「どこ？　まどか、どこを触さわればいいわけ？」

「力の入れやすいところでいいでしょ。でも、優しく扱うのよ」

「力の入れやすいとこってどこ？　まどか助言してよ、ねえ、どうすれば？」

「自分で考えなさいよ」

　相葉は少々パニックになった。ぬるぬると滑すべる風船を挟はさんで奈々と抱き合っているという非日常が焦あせらせる。

「遠えん慮りよしなくていいですから」

　奈々はもぞもぞと動いている。風船が滑るために必死でポジションを探さぐっている。風船は奈々の小さな二つの膨ふくらみに挟まれるようにして動きを止めた。奈々の唇くちびるが震えているのが見える。風船の破裂の恐怖と羞しゆう恥ちが混在した表情だ。怖くて恥ずかしいけど頑張らなきゃ、という奈々の心の声が聞こえて相葉の心臓が高鳴る。

「いいよ、力を入れていいから」

「うん、いくよ」

「……あっ」

　風船の弾力に負け、奈々が尻しり餅もちをついてしまった。風船は割れずに足元に転がる。

「ほら、相葉がしっかり奈々ちゃんを抱きしめないから」

　まどかに批判され、相葉は急いで奈々を起こす。

「ごめん、今度はちゃんと上う手まくやるから」

「いえ、初めてだからしょうがないです」

　相葉は再び奈々と挑戦する。今度は風船を挟んでしっかりと奈々を抱き寄せる。これはゲームだと言い聞かせて奈々を抱きしめる。

　風船はふたりに挟まれ圧縮され、奈々の胸の中でうごめく。「わっ」と、奈々が声を上げ、風船はすぽっと抜け出てしまう。それは何回やっても同じだった。ぬるぬるの風船を割ることができない。これでは弾だん倉そうの補給が不可能だ。

「理論的に割れないんじゃないか？」

　相葉はまどかに怒いかりをぶつける。

「荷重バランスが重要なんじゃない？　まず滑らないように固定して一気に割る」

「簡単に言うなよ、無理だって」

「あっちのペアはできてるわよ」

　同時に破裂音が聞こえた。見ると本ほん田だと春はる野のが風船を割ったところだった。びっくりしたね、と笑いあっている。余裕の表情だった。

　どういうことだ？　どうして相葉には割れず彼女たちには割れるのか。単純な力では相葉のほうが断然強いはずだ。しかしこちらは何度試しても割れやしない。彼女たちにあって自分にないものはなんなんだ？

「胸か！」

　相あい葉ばは本ほん田だと春はる野のの風船ポジショニングの妙みようを目まの当たりにした。風船はふたりの大きな胸にすっぽりと挟はさまっている。ぬるぬるを凌りよう駕がするおっぱいだ。

「胸がないから割れないのか。くそ、おっぱいがあれば……」

　はっと横を向くと、ふくれっ面つらの奈な々なが睨にらんでいた。

「違う、そういう意味じゃない。風船を割ることはできなくても、奈々っちには別のいいところがいっぱいあるし」

　フォローしたが、奈々とでは風船が割れないことは確かだった。胸がない同士では、ぬるぬる風船を割るのは不可能だ。では……。相葉の視線はマリを捉とらえた。いや、実際に捉えたのはマリの胸だ。あのおっぱいは風船を固定するストッパーとなりうる。しかしそうなると、マリと奈々の役割を入れ替えねばならない。

「時間だ」

　千ち種ぐさの声に我に返る。見るといつの間にかプールサイドにあの白いワンピース姿の愛あい美みが立っていた。魔王の登場だった。

「やっぱり私と戦う気なのね。でもあなたは負けるのよ」

　愛美は肩にかかった髪を払って微ほほ笑えんだ。すっかり魔王役にも慣れたようで、冷たい笑みと口調にぞくりとさせられる。もしも相葉が敗退しゲームが終わったとしても、もとの愛美に戻れるのだろうか。深層で魔王を日常まで持ち越す可能性がある。あのパーフェクトガールと称された愛美を失ってしまうのだ。

「そうはさせない。俺は必ず魔王の呪のろいを解いてみせる」

　この戦いは愛美のためでもある。ゲームを完結させ、すべてを元通りにする。ゲームで作られた魔王はゲーム内で倒さねばならない。

「では用意をしてもらう。どっちが魔王と戦うナイトとなるのだ？」

　千種に言われ、マリが小さくうなずく。

「──私です」

　前に進みでたのは奈々だった。

「どうして？」

「私は風船を割る胸を持ってないですし。すいませんね。小さくてすいません」

「あ、いや、でも、奈々っちは泳げなくて水も怖いのに」

「昨日練習したから大丈夫です」

　奈々は気丈に笑った。

「私このゲームの意味が未だによくわかってません。でも、相葉君が本気だってことだけは理解できだ。だから私も精いっぱいやろうって、全力で高校生活を送ろうって思ったの。それを教えてくれたのは相あい葉ば君だよ」

「……奈な々なっち」

　相葉はまどかを呼び寄せ準備の補佐を頼む。

「まどか、奈々っちの準備を手伝ってやってくれ。あの作戦通りに頼む」

「ええ、任せて」

　まどかはうなずくと、奈々の手を引いていく。ふたりを見送ってから相葉はマリに向き直る。奈々が戦い、マリが後方支援に回ることになった。

「そして、わかっていただろうが、今回もギャラリーがいる」

　ぞろぞろと敷地に入ってきたのはもちろん七組の男子たちだ。

「やはり、お前ら」

　この廃人たちがゲームの要かなめだ。バトルの趨すう勢せいは女子の羞しゆう恥ちによって揺ゆれ動く。そのための道具になり下がった。

　これでゲームの骨格は前回と同じなのだとわかった。だが不安要素もある。それは慣れだ。魔王の愛あい美みはこのゲームが二回目であり、奈々よりも羞恥心が薄れている可能性が高い。さらに愛美の体は魔力によって守られ、重要な胸部分は防水仕様でダメージを受けにくい。その堅城をどう崩すか。

　相葉の思考をよそに、男子たちがプールサイドに座り込む。戦いの舞台が整っていく。少しばかり予定がずれたがどうなるか。風船割りはうまくできるか、マリと奈々の入れ替えはどう作用するか、唯ゆいは取り戻せるのか。

「相葉君」

　見ると柱の陰から奈々がぴょこんと顔だけ出している。

「奈々っち、おいで」

　相葉に呼びかけられ、奈々はもじもじと歩いてくる。

「おお……」

　男子たちがわずかに反応した。

　相葉は舌打ちする。胸がないといっても、奈々は廃人たちが目を奪うばわれるほどに可愛かわいらしく無防備な姿だった。彼女の恥ずかしがっている姿は、罪悪感と共に興奮を生じさせる。

　だが、悪いことばかりではなかった。ワンピースはフリーサイズで奈々には大きい。丈たけも愛美にはミニだが、奈々にとっては膝ひざ下したとなる。

　奈々は薄っぺらいワンピースを気にしている。このゲームのライフゲージは精神力だ。心が折れた時点でゲームオーバーとなる。

「水の上だと思わなければいいから」

「落ちてもさあ、絶対にすぐに助けに行くから安心してね」

　そう相葉とマリが言うと「負けないから大丈夫」と、奈々はぎこちなく笑う。

　相あい葉ばは少しだけ罪悪感を持った。自分のために危険を冒してもらわねばならない。

「本当はふたりにこんなことをやらしちゃいけない気がする。だって、俺たちが何をやっているのかもわかってない状態だよね。でも、こうして付き合ってくれている。そんな優しさに俺は、いや、俺たちはずっと甘えてた」

　相葉はマリと奈な々なに語り掛ける。

「でも、どうしても勝たなくちゃいけないんだ。だから……」

「わかってる」マリがニコッと笑う。「相葉君が必死で頑張ってるなら、私もそうするから」

「真ま面じ目めなこと言うの相葉君らしくないよ」

　奈々もやっと表情を緩めた。

「始めるぞ」

　千ち種ぐさに促うながされ、愛あい美みと奈々はプールへと進む。水着ＤＥバトルの経験者である愛美は、慣れた感じでオールを漕こぐ。

「頑張れ！」

　相葉とマリの声に押され、怯おびえながらも奈々はフロートに乗った。脚が震えているのがここからでもわかる。それでもなんとかプール中央へ漕ぎだした。

　これで第一段階はクリアした。奈々は水は苦手だがバランス感覚はかなり高い。水の撃うち合いになれば互角に戦えるはずだ。

　愛美と奈々がプール中央のセットポジションにつく。微かすかに波打つプール、散らばる風船、構える相葉とマリ、見守るギャラリー。号砲が鳴り庭の鳩はとが飛び立った。
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　舞う水しぶきは真夏の太陽の下でキラキラと宝石のように光る。

「おお」

　男子たちが顔を上げる。水しぶきがお互いの体にかかった。奈々は水上でも問題なく戦えている。だとしたら相葉は自分のやるべきことをやるしかない。

「いくよ、マリたん！」

　奈々に弾だん倉そうを補給しなければならない。考えている暇はなかった。

　マリがジャージを脱ぎシャツ姿になる。相葉はマリの胸に風船を押しつけ固定すると、抱き合うように彼女の背中に腕を回した。

　マリを抱きしめ、いいのか？　と思った。風船越しとはいえマリの胸に触れることになる。いや、まず抱きしめるマリの体の感触が異様によい。柔らかすぎず、それでいて弾力がある。

「もっと強くしていいよ」

　風船が割れず、マリが呻うめくような声を出す。ポジションが悪いのか、風船は歪ゆがむもののなかなか割れない。横目でプールを窺うかがうと、ふたりは距離を取りながら水を掛け合っている。まだ様子を見ている段階だ。

「ああん」

　マリが声を上げる。つるんと風船が滑すべり飛んでいってしまった。相あい葉ばは急いで別の風船を拾い上げる。マリの感触を味わっている暇はなかった。一時の快楽によってすべてを失ってしまうことになる。

「そっと、ゆっくりと動かそう」

　相葉は慎重に風船を圧縮する。焦あせっては駄だ目めだ。

　序盤は静かに始まった。奈な々なと愛あい美みはジャブを打ち合うようにお互いの距離と攻撃のタイミングを計っている。

「奈々っち、よけちゃ駄目だ。手のひらで防いだほうがいい！」

　前回のゲームを目撃した相葉は助言した。水をよけると大きくバランスを崩してしまう。

「まずは割らないと」

　マリに言われて向き直る。ただ幸運なのは春はる野のペアもまだ風船を割っていない。

「ゆっくりでいい。まだ力を入れなくていい。お腹なかあたりで挟はさもう」

　相葉は作戦を変えた。ぬるぬるのまま風船を割ることは困難だ。ふたりのお腹あたりでまずはぬるぬるを拭ぬぐうのだ。それから割るしかない。

「そっとやろう。プールサイドに落としたら濡ぬれちゃうから」

　相葉はマリと抱き合いながら慎重に風船を拭う。間近でマリの吐と息いきが聞こえ妙みような気分になる。変なことを考えては駄目だ、これは戦いなのだ。

「もうそろそろいいかな？」

「うん、じゃあ風船をゆっくり胸のあたりに移動させよう。そこで割る」

　ふたりはもぞもぞと動いて風船を移動させる。少し力を入れてみるが、今度は風船は滑らない。いけそうだった。

「やん！」

　プールで悲鳴が聞こえた。それは水を掛けられた愛美のものだった。まだ水は重要な部分を濡ぬらしてはいないが、精神的優位に立ったのは明らかに奈々だった。優勢を察した奈々はさらに攻撃を仕掛ける。

「いけそうだ」

　相葉はぐっとこぶしを握った。ゲーム二回目の愛美が有利だと思っていたが違ったのかもしれない。慣れで羞恥が薄まらず、逆に水を掛けられる恐怖感が増えたのだ。

「それはどうかな」

　言ったのは戦況を窺っている千ち種ぐさだ。風船割りにおいて違反がないか横で見ている。

「奈々っちが攻めてますよ」

「この段階の水の掛け合いでダメージは与えられない。問題はいかに精神的に優位に立つか、それだけだ」

「だから奈な々なのほうが……」

　相あい葉ばは言葉を止める。悲鳴を上げる愛あい美みに違和感を持ったのだ。相葉は愛美のパンツを二度も見ている。つまり彼女の恥ずかしげな表情を二度も見たことになる。羞しゆう恥ちや諦あきらめ、絶望などの感情が一気に爆発した瞬しゆん間かん、それは愛美の深層に隠された真実だった。

　しかし今の愛美の表情は違う。あれは偽物だ。

「罠わなだ！　奈々っち攻めすぎるな！」

　相葉が叫さけぶのと奈々が顔を歪ゆがめるのと、ほぼ同時だった。

　奈々の銃じゆうから発射された水は、か弱い放物線を描えがいて落ちる。優位に攻めていた奈々の水がなくなったのだ。そして今まで怯おびえていたはずの愛美がにこりと笑って体勢を立て直す。

　──弾だん倉そうだ。お互いの弾倉補給が停止しているのを察しての作戦だったのだ。先に奈々に撃うたせ、水を空にさせる。

「え、え？」

　奈々はトリガーを引くが、スカスカと空転し水は出てこない。愛美は補給も考えむやみに銃を撃たないが、奈々への精神プレッシャーとしての役割は十分に果たす。奈々は自分の体を抱きしめるようして守り、助けを求めるように視線をこちらに向けた。

「急ごう。割るしかない！」

　このままでは奈々の戦意が喪そう失しつしてしまう。相葉とマリはうなずき必死に風船を潰つぶす。しかし割れない、割れない……。

　それでも相葉とマリは続ける。相手がマリで幸運だったのは、彼女は少々とぼけたところがあり、こういった行為をあまり恥ずかしがらないところだ。だからこそやるしかない。相葉はマリの体を強く抱きしめ風船を押し潰す。

「ああ……」と、マリが苦しげに喘あえぐ。

「我慢して、もう少しだから」

　パン、と破裂音が響く。しかし風船はマリと相葉の間に挟はさまったままだ。振り向くと、春はる野のと本ほん田だがきゃっきゃと声を上げていた。先に割られてしまった。女子同士なので、接触に遠えん慮りよがない。それを確認した愛美の攻撃がさらに激しさを増す。悲鳴を上げる奈々は防戦一方だ。

「まだ風船が滑すべって……」

　歪ゆがんだ風船がマリの胸から抜けてしまいそうだ。相葉は顎あごを使って必死に風船を固定する。もうこのまま割るしかない。すぐ目の前には歪んだ風船とマリの胸がある。どれが風船でどれがマリの胸かもわからない。マリの胸が風船に押されるようにして相葉の顔に……。

　激しい破裂音に相葉はのけぞり、そのまま腰から崩れ落ちた。

「やったあ、割れたよ」

　マリがピョンピョン飛び跳はねて喜んでいる。

「と、とにかく奈な々なっちに」

　相あい葉ばはマリから弾だん倉そうを受け取りプールへ走る。弾倉にプールの水を入れてから蓋ふたをした。

「相葉君！」

「奈々っち、いくよ」

　相葉はプールサイドギリギリに立ち、そっと下手投げで弾倉を放る。と、投げてからその失敗に気づく。

「守って！」

　愛あい美みはこの瞬しゆん間かんを狙ねらっていた。奈々が弾倉を取るために胸のガードを開ける瞬間をだ。あまりに待ちわびた弾倉補給のため、奈々の動作も大きくなっている。

「あっ」

　弾倉を受け取った奈々が声を上げる。愛美の放った水が胸にクリーンヒットしたのだ。

「おお！」と、ギャラリーの歓声が上がった。

　だが、奈々に動どう揺ようはない。空の弾倉を投げ捨て入れ替えた。

　愛美が千ち種ぐさを向き、両手を広げてアピールする。

「重ねてます。ワンピースの下にもう一枚」

　濡ぬれてわかったのだろう。確かに奈々のワンピースの胸部分は同じ素材を重ねていた。長方形の紙を胸に巻き、リボン紐ひもを利用して簡易ブラジャーを作ったのだ。つまり胸部分の鎧よろいは二重になっている。

「反則では？　指定の武器以外持ち込んではいけないはず」

「問題ない」と、千種は首を振る。

「奈々っち、今だ！」

　相葉の声に押され奈々が反撃する。動揺している愛美の体に水が掛かった。流れが変わった瞬間だった。

「マリたん、どんどん割っていこう」

　愛美が動揺しているうちがチャンスだ。風船を割りまくって弾倉を補充してやるのだ。

「よくわかったな」

　千種が戦況を見守りながら相葉を向く。

「あの包みをよく見たらワンピースと同じ素材だって気づきましてね」

　水鉄砲は長方形の紙に包まれリボンで結ばれていた。戦いにこれ以外の持ち込みは不可とされている。だとしたら逆にこれを全部使ってもいいのでは、という発想に至ったのだ。

　ヒントは唯ゆいの話だ。たぶん、このゲームは唯をどれだけ知っているかが、彼女を取り戻すキーとなる。

「あのエピソードがヒントだったんですよね」

　人魚へのプレゼントのエピソードだ。

「ああ、私の好きなエピソードだよ。重要なのは中身ではないという暗あん喩ゆになっている」

「ええ、そうです」

「ふたりっきりの部屋で、女がスカートをまくり上げていたが、男はそれを見て喜んでいるだけだった。男は無む垢くで純粋すぎてパンツは脱がすものだと知らなかったんだね」

「いやいやいや、俺の聞いた話は別だったような」

　とにかくこれでやっと互角だ。防水仕様の愛あい美みと二重の防御の奈な々な。精神的には奈々のほうが有利かもしれない。

「だが、魔王の心臓は堅く守られているぞ。それをどうする？」

「正攻法しかないですよ。奈々っち、胸だアイミンの胸を狙ねらって！」

　作戦は単純で明快だ。防水加工といっても限度がある。水を掛け続ければ陥落するはずだ。そのためには水の補給も重要だ。

　相葉とマリは風船割りに没頭する。少しずつ慣れてきたのか割れるようになってくる。

「割れる、割れるぞ」

　夏の日差しでぬるぬるが乾いているのだ。これだったら補給も問題ない。相葉はマリの体を使って強引に風船を押し割る。流れがこちらにきていた。

　プール上で飛び交う水、水、水！　光の粒が魔王の胸に襲い掛かる。大半は胸に弾はじかれるか、流れて愛美のお腹なかの生き地じに吸収される。ダメージを与えるまでにはいたっていないが、それでも水の粒は途切れることなく飛び交う。お互いのワンピースはぺったりと体に貼りついている。まだ重要な部分は透けてはいないが、それでも少しずつダメージが累積していった。

「あっ」

　弾だん倉そうをキャッチした奈々の声だった。びりっとスカートが避けてしまったのだ。まるでスリットが入ったかのように、奈々のすらりとした右足が露ろ出しゆつしてしまう。

「それ以上亀裂を入れたら駄だ目めだ！」

　相葉は叫さけぶ。これは小柄な奈々のハンデだった。小さいために弾倉をキャッチするときに、どうしても愛美よりも動作が大きくなってしまう。

「きゃん」

　腰回りを防御した奈々の胸に水が掛かる。

「奈々ちゃんは、足よりも胸を守ったほうがいいんじゃない？」マリは心配げだ。

「いや、大丈夫だ。重要な部分は守れている。それに風船割りのコツもつかんできた」

　重要なのはバランスより単純な力なのだ。滑すべりにくくなってきた風船は強引に押し割ったほうがいい。たとえ滑って割れなくとも回数をこなせばいい。

　見ると春はる野のと本ほん田だには疲れが見える。ふたりは部活も文化系で体力があるほうではない。徐々に風船が割れなくなってきている。

「リズムよくいくよ。どんどんいこう」

　相あい葉ばは戦況を見守りながら風船割りを続ける。風船をふたりで挟はさんで抱き合い一気に潰つぶす。序盤にあった照れもなくなってきている。だとしたらあとは作業だ。

　だが、押し割ろうとした風船がすぽっとふたりの体から逃げていく。

「もう一回」

　風船をマリの胸に挟んで潰す──割れない。さらに潰す──割れない。さらに挟んで潰す。パンと風船が割れ、バランスを崩した相葉は衝撃を感じてよろめいた。割った勢いでマリと接触してしまったのだ。

　唇くちびるに触れてみると、少しだけ切れている。しかし気にしている暇はない。相葉は弾だん倉そうを拾い上げプールに走り、水を補充し奈々へと慎重に投げた。

「奈な々なっち、その調子！」

　プール上の戦いは五分五分だった。愛あい美みはスカートにダメージを受けているものの、防水の胸は完全に守られている。奈々は全体的に水を掛けられているが致命傷にはいたっていない。両者とも戦意はまだ喪そう失しつしていない。

　しかしマリのもとへと駆かけ戻った相葉は異変を察知した。

「マリたん！　どうした？」

　マリがへたり込んでいた。見ると口元を押さえてうつむいている。顔が火ほ照てっており、耳まで真っ赤だ。

「暑くなった？　熱射病かも」

　相葉がマリの額ひたいに手を添えようとすると、マリは後ずさるように立ち上がった。

「なんでもないの。ちょっと、ほんのちょっとだけぶつかっただけだし」

　マリは顔を赤くしたまま、両手をぶんぶんと振っている。

「どっかぶつけた？　痛かった？」

「ううん、痛くはないの。痛くはなかったけど……」

「じゃ、じゃあ続けよう」

　撃うち合いは過熱している。戦況は小さな要素で激しく傾くだろう。だとしたら補給だ。水を切らしてはならない。

「……え、マリたん？」

　なぜかマリがもじもじとしている。唇に指先を添えるような仕草をしながら、こちらを見ようとはしない。瞬まばたきが多くなり呼吸も乱れている。

「やっぱり熱射病に？」

「平気。うん、続けよう」

　マリは自分の胸に風船を押し当て続きを促うながす。しかし先ほどまでとは明らかに様子が違った。相葉の背中に回す腕は遠えん慮りよがちになり、力を入れようとすると逃げる仕草をするため、風船がすり抜けてしまう。完全にマリの腰が引けてしまっている。

「どうしたのマリたん？　頑張らないと」

「うん、頭ではわかってるんだけど」

　風船のぬるぬるが乾き始めて割れやすくなっている。今がチャンスなのに。

　再び割ろうとするが、マリの腰はやはり引け気味だ。

「奈な々なっちに水を補給してあげないと」

「でも、でも」

「割らないと負けちゃうんだよ」

「駄だ目め……」

　マリは両手で相あい葉ばの体を押し拒絶する。

「な、なんで？」

　相葉はマリを見て息を呑のむ。彼女の目にじわっと涙が浮かんでいた。

　あまりにやりすぎてしまったのだ。風船を割るという名目のもと、マリの体を利用しすぎてしまった。客観的に見ればこの行為はおかしかった。風船を割りつつマリの感触を楽しんでしまった気配を察知したのだ。風船を割る代わりに大切なものを失ってしまった……。

「早く水を！」

　声に振り向くと、奈々が両手を広げていた。水がなくなったのだ。替えの弾だん倉そうを要求している。そんな間に奈々は愛あい美みの攻撃にさらされる。二重の鎧よろいもそろそろ危険水域だった。

　流れの変化の予兆だった。ワンピースの危険な状態を察知し、奈々の動きも鈍にぶくなっている。二重ということは透けるのを防ぐが、そのぶん水を吸い込みやすいということだ。重くなったワンピースの胸部分は、根こそぎ落ちてしまう。

「ごめん、どうしても勝たなきゃいけないんだ」

　相葉はそう訴え、体を硬直させるマリを抱きしめる。一いつ瞬しゆんだけ抗あらがう仕草を見せたマリだが、「ああっ」と呻うめいて相葉に体を委ゆだねた。相葉は棒立ちするマリの体を使って強引に風船を潰つぶす。何も考えるな、考えずにただ風船を割れ……。

　風船が破裂した。

　マリの荒い呼吸が聞こえる。彼女はうつむき目を逸そらしたまま弾倉を差しだす。破裂した風船は、まるでふたりの関係を表現しているかのように思えた。

　相葉は無言でそれを受け取るとプールへと走った。

「早く！」

　奈々に急せかされ、相葉は弾倉を放り投げる。

「しまった！」

　焦あせって投げたためにコントロールが狂ってしまった。弾倉は奈々の頭上を飛び越えて──奈々がジャンプして弾倉をキャッチする。着地と同時にフロートがぐらりと揺ゆれる。しかし奈な々なは驚異的なバランス感覚で体勢を立て直した。

「きゃっ」

　奈々が悲鳴を上げた。今の一連の動作で右の肩かた紐ひもがぶつっと切れたのだ。水を吸い込み重くなったワンピースは崩壊間際だ。

　それでも奈々は弾だん倉そうを入れ替え再び攻撃する。

「頑張れ、頑張れ奈々っち！」

「もう限界よ」

　まどかがタオルを投げる準備をしている。

「まだだ、まだ大丈夫。タオルは投げるな」

「奈々ちゃんと愛あい美みちゃんの状態を比べてみなさいよ。逆転は不可能」

　ずたずたの奈々に対し、愛美のワンピースは形を保っている。未だに防水が機能しており、胸にかかった水は吸い込まれずにすべてお腹なかに流れた。

「まだいける。負けてない」

「負けよ。現実を見つめなさい。あなたは奈々ちゃんを犠牲にしているだけ。そんなの奈々ちゃんが許しても私は許さない。一生軽けい蔑べつするわよ」

「違う、まだいけるんだ」

　このまま負けるわけにはいかない。これはたかがゲームじゃなかった。高校生活の縮図なのだ。ゲームだから今回はいいや、という思考は危険だ。今回は本番じゃない、そう言い続けて高校生活は終わる。本番が来ることなく卒業するのだ。

　……たぶんおっぱいは揉もめない。高校を卒業してから揉めるかもしれないが、それは偽物だ。本物を知らないまま揉むことになる。どうしておっぱいを揉んではいけないんですか？　と、相あい葉ばはそんな子供の質問に馬ば鹿かにした笑えみで返答するような大人になる。

「相葉、負けを認めなさい。どうやったって勝てやしないもの！」

「いや、悪くないぞ」

　千ち種ぐさの声だった。まどかが怪け訝げんな顔をする。

「なんでです？　状況は火を見るよりも明らかで──」

「だとしたら牧まき野の奈々が自分から負けを認めるだろう。しかしまだ心が折れていない」

「そんなの……奈々ちゃんが無理して、我が慢まんしているだけです」

「何な故ぜ我慢できるか──。まどかは違和感に気づかないのか？」

　千種はプールサイドに並ぶギャラリーたちを向いた。男子たちは静かだった。奈々や愛美のむきだしの太ももや、濡ぬれてラインを露あらわわにする体を見ても反応しない。奈々の胸が見えそうな状態でもほとんど声が漏もれない。

「ギャラリーが静かだわ」

　まどかがやっとそれに気づいた。

「そうだ、確かに奈な々なっちの胸は危ない状態だけど、もっと大事な部分はどうにか隠している。戦況は互角なんだ」

「どういうことだ？　やつらは私が洗脳したはずだ。黒のＤＶＤやサブリミナル映像を見せて、深層心理におっぱいを組み込んでいる。それなのに……」

「奈々っち、撃うてえええ！」

　奈々の水は愛あい美みの胸に当たるが弾はじかれる。この弾だん倉そうが空になれば奈々は負ける。勝負の終しゆう焉えんまでのカウントダウン。それでも奈々は水を撃ち続ける。最後の戦力を駆く使しして魔王の胸に襲い掛かる水、水、水。水は大きな膨ふくらみを伝ってその下に……。

「あっと」

　愛美の声には悲ひ壮そう感も焦あせりもなかった。胸の下の生き地じがわずかに破れてしまったか、そこは大勢には影響ないだろうと平然としている。しかし、そうではない人間がいた。

「おお！」

　反応したのはギャラリーだった。

「え？」

　その反応に愛美が動どう揺ようした。何が彼らの興味を惹ひいたのかわかっていない。彼らの視線はズタボロの奈々ではない。明らかに愛美に向かっている。

　その隙すきを狙ねらってさらに奈々が水を掛ける。弾倉の水も残りわずかだ。それを撃ちきれば、奈々は降参するしかない。もう風船は割れないし、弾倉をキャッチすることもできない。

「頼む、頑張れ。撃て、撃て、水、水！」相葉はぐっとこぶしを握る。

「うおおおお！」

　ギャラリーが立ち上がり歓声を上げた。

「え、え、なに？　なんなの？」

　泣きそうなのは愛美だった。彼らの視線をすべて集めて愛美は戸惑っている。初めて見せる魔王の心の揺ゆらめきだった。

「どういうこと？　今までじっとしていたのに」まどかも驚いている。

　愛美は訳が分からず、胸や足を隠す仕草をする。そんな行動が弱っていたワンピースをさらに破いてしまうことになった。

「おお、すごい、すごい！」

「やめて、見ないで！」

　どこを隠していいかわからない愛美が泣きそうになっている。

「細工をしたな」千ち種ぐさが鋭い視線を向ける。

　相葉はうなずく。

「でも細工なんて。指定のアイテム以外は使ってないことを確認してるわ」

　まどかはまだわかっていない。

「こいつはゲームの土台ごと変えたんだ」

　同時にギャラリーが激しく沸わき立った。

「おおおお！　アイミンのが見えた、アイミンの……隠されていた部分があ！」

　愛あい美みはギャラリーの視線を追って自分の体を見る。防水機能は維持されており胸は完全に守られている。胸を襲った水はお腹なかに流れ生き地じに吸い込まれていた。その水を含んだお腹の部分が破れ露ろ出しゆつしているのは……。

「……まさか、ここ？」

　アイミンが両手で隠したのは無防備に露出していたおへそだった。

「──フェチを変えたな」

　千ち種ぐさが言った。

「そうです。俺も千種さんと同じように、あいつらを洗脳したんです。薄暗い部屋に閉じ込めて、ずっと刷り込んだ。フェティシズムを上書きしたんですよ」

　廃人となった彼らを相あい葉ばは部屋に引き取った。そしてそこで延々とあのゲームの映像を流したのだ。ビューイングシステムで視点を変え、アップにしたのはユウカの──。

「個性的であることに気づいたんです。そして日常生活では見ることのできない部分。プールの授業もスクール水着、普段は制服で守られ意外に目撃できない。もしかしたらそこも存在しないんじゃないかって疑ってました」

「本当にあったんだ！」

　廃人たちの目が輝いている。相葉は彼らをへそフェチに洗脳したのだ。アップにしたおへそを見せて、「クラスメイトのおへそってどんなんだと思う？」と、一晩中彼らの耳元で囁ささやいた。「おっぱいを見る前に、まずはおへそを見ないか？」と、ずっと刷り込み続けたのだ。

　おへそはおっぱいの代替だ。ヘロイン中毒者をモルヒネ投与で治療するように、おっぱい病をおへそで治療した。

「おへそってフェチランキングでは隠れ上位に入る存在なんです。いったん刺激すれば深い世界にダイブする。ただのお腹の窪くぼみではなく、とっても個性的で女子によって形が違う。ちなみに俺的にいえば、おへそは皮ひ膚ふではなく内臓器の一部なんです。ということは、本当は見てはいけない部分を見せているわけですよ。そんな興奮をあいつらに教えたんです」

「私は意外に評価するぞ」

「ちなみに俺の好きなおへそはナタリーで、彼女の価値が高いのは子役時代にちょっと見せたことがあるだけで露出が少ないからなんです。アイミンのも同じく縦へそっていうか、形が素晴らしく思った以上ですよね、ね、千種さん」

「あんまり興奮するな。今日は外でやってるんだから」

　この戦いでは奈な々なにはおへそを守るように言い聞かせている。裾すそが裂け脚が露出しても、奈々のおへその防御はぎりぎり維持されていた。胸が二重になっていたために、水がすべて胸で吸い込まれ、お腹なか部分の生き地じは無事だったのだ。

　そして奈な々なが愛あい美みの胸を正面から狙ねらい続けたのは、胸の防水機能を利用して、お腹にダメージを与える戦略だった。

「クラスメイトのおへそって本当にあったんだ。二次元だけの存在じゃなかった。世界は嘘うそを吐ついていなかった」

　ギャラリーの男子たちが涙ぐんでいる。

「だったら、おっぱいも存在するんじゃないか？　おへそがあったんだ、おっぱいだって本当に世界にあるかもしれない！」

　沸わき立つギャラリーを横目に、奈々は弾だん倉そうに残った最後の水を撃うつ。一方の愛美は必死でおへそを隠している。奈々も愛美も限界を超えて立っている。

「だが、まだ終わりではない。私が愛美を魔王役に選んだのには理由がある。あいつは簡単に勝負を放棄しないぞ。そんな血筋だからな」

　千ち種ぐさは冷静に戦況を見つめている。

「愛美ちゃん！」

　本ほん田だが愛美に弾倉を投げた。愛美は弾倉を入れ替え水を放つ。終局を迎えても、水の勢いは衰えない。夏のプールで飛び交う水と官能的な悲鳴。

「頼む、魔王を倒してくれ」

　思った以上に愛美が耐えている。魔王のプライドが羞しゆう恥ちを上回っているのだ。魔王の心臓を打ち抜くには水がもっと必要だった。あと少し、あと少しでいい……。

「相あい葉ばくーん」

　奈々のか細い声が聞こえた。ついに水が切れてしまった。

　さらに弾倉がいるが、しかし……。

　向き直った相葉の目に映ったのはうつむくマリだった。それを見て相葉は絶望する。嫌いやがるマリにこれ以上無理強じいすることはできない。目の前の光景は明らかにバッドエンドだった。マリに見放され、戦う奈々を見捨ててしまう。こんなことならユウカにオイルを塗り続ける夏にすればよかった。それなら誰も傷つかなかったのに。

「奈々っち、すまない」

　まだ戦う意思のある奈々を相葉は見捨てることになる。この時間に相葉ができることは自分を呪のろうことだけだった。目の前の女の子すら助けてやれない、間抜けで無力な自分。

　水を失った奈々は撃たれるままだ。魔王の放つ水は奈々の鎧よろいを削り落としていく。奈々の顔から戦意が喪そう失しつしていった。こうなったら相葉にできることはひとつだった。彼女が惨みじめな姿をさらす前にすべてを終わらすしかない。

「俺の負け──」

　まどかに宣言しようとしたとき、相葉の体はマリに抱き寄せられていた。

「諦あきらめちゃ駄だ目め！　駄目だよ」

「マリたん？」

「奈な々なちゃんだってあんなに頑張ってるんだから」

　マリの必死な眼まな差ざしに圧され、相あい葉ばは彼女の体を抱きしめる。

　風船越しにマリの体の震えが伝わってきた。ここまで相葉を拒絶しつつも、奈々を助けるためにマリは耐えている。

「ごめん、マリ……」

　マリを抱きながら思う。なんて女子の体は柔らかいのか。力の抜けたマリでは風船が割れない。さらにぬるぬるした風船を割り続けていたため、マリの体もぬるぬるしている。これでは割れない、風船は割れない。ふたりは抱き合いながらぴったりと合わさるポジションを探さぐる。しかし割れない……。

「離さないで……もっと、もっと乱暴にして、いいから」

　マリの顔と相葉の顔は、ほんの数センチの距離しかなかった。

　相葉は力を込めてマリを抱きしめた。目の前のマリはマリでないような気がした。このまま抱きしめ続けたら壊れてしまうのでは？　ふわふわとした笑え顔がおを向ける無む垢くなマリがいなくなる。この夏を境にマリが消えてしまう。マリを抱く相葉から力が抜ける……。

「んん、あ、ふああ」

　しかしマリは相あい葉ばを離さなかった。顔を真っ赤にしながらもぎゅっと相葉にしがみつく。激しい鼓こ動どうが聞こえた。それは自分自身のではなく、風船越しに伝わるマリの心音だった。鼓動は相葉のものとぴったりと合わさり、抱き合っている感覚がなくなっていく。まるでひとつに重なってしまったかのようだ。これが水着ＤＥバトルαアルフアなのか──。

　マリが甘い吐と息いきを吐はき潤うるんだ瞳ひとみを閉じる。次の瞬しゆん間かんふたりはぴたりと重なった。パズルのピースのようにマリの体と相葉ははまったのだ。マリは額ひたいをこつんと相葉の胸につけると、崩れ落ちるようにへたり込んだ。

　カランと弾だん倉そうが転がる。風船が割れた。

「……行ってあげて」

　相葉は弾倉を拾うとプールに向かって走る。

「ななーっち！」

「見ないで、相葉君！」

　奈な々なの状態はひどかった。スカートの裾すそは破け、濡ぬれた生き地じはぴったりと体に貼りついている。さらに最も重要な胸の部分は危険領域に入っていた。ワンピースの両肩かた紐ひもも完全に切れている。水を吸った服の重さに耐えられなくなっているのだ。

「いいから、受け取るんだ」

「無理だよお。手を離したら、大変なことになっちゃう。すっごく大事件に！」

　奈々は右手に銃じゆうを持ち、左手で胸を押さえている。

「奈々ちゃん、降参して！」

　愛あい美みが無情に水を掛ける。武器がなければ攻撃されるがままだ。心が折れた時点で敗北する。

「奈々っち、投げるから手を離して。大丈夫、気合でなんとかなるから！」

「無理、無理！　そんなの無責任な精神論よ！」

「できる、一いつ瞬しゆんで受け取るんだ。チアリーディングみたいな感じで」

「チアはこんなことしないの。見ないで、相葉君の目が怖い！」

「怖くない！　ほら、こんなに俺は楽しそう。だから弾倉だけ受け取って！」

　たぶんこれが最後の弾倉となるだろう。あのマリの態度によって相葉の心は砕くだけていた。もう彼女を乱暴に扱い風船を割ることはできない。それに奈々の服も限界だ。奈々の恥ずかしい姿を衆目にさらすわけにはいかなかった。

「投げるよ、いくよ！」

「ちょっと待って、待ってったらあ」

「頼む奈々っち、受け取ってくれ。取り返しのつかないことになったら俺が一生かけて償つぐなうから。だから投げるよ！」

「どう償ってくれるの──待って、まだ投げないで！」

「投げるよ、３、２、１……」

「ちゃんと言って！　一生かけて償つぐなうっていう計画を詳細に話して！」

「それっ、いったよ、受け取って、頼む！」

　相あい葉ばは懇こん願がんしながら弾だん倉そうを投げた。弾倉は放物線を描えがいてフロートに向かうが、奈な々なは自分の胸を押さえるのに精いっぱいだ。

「あ、ああああ……」

　落ちる、水に落ちてしまう。

　寸前、弾倉はキャッチされた。一いつ瞬しゆんだけ左手を外し奈々が受け取った。そのまま素早く空になった弾倉と入れ替える。

「ああん、見ないでよお」

　ずるっと胸の生き地じがずれ、奈々が半泣きになっている。

「頑張れ、頑張れ、頑張れ奈々っち、頼む、頼む！」

　奈々は必死でワンピースを押さえながら水を放つ。必死なのは愛あい美みも同じだった。破れたおへそ部分を隠しながら反撃する。

「負けたくない、こんなんで負けたら……」

　相葉はプールサイドに膝ひざをついて祈る。

　ここで負けると相葉は高校生活の大半を失う。何もしなかったよりも被害は甚じん大だいだ。マリとの関係を壊し、奈々に羞しゆう恥ちを植えつけ、周囲の女子たちの信頼をすべて失う夏となる。残りの高校生活において、惨みじめにさらした空洞を埋める術すべはなく卒業を迎え、相葉は言う。

　──ああ、つまらない高校生活だったなあ。

「嫌いやだ、そんなの嫌だよお……」

　相葉の目から涙が垂れ落ちる。惨めな高校生活は嫌だ。こんなことなら外に出なければよかった。窓を開けなければよかった……。

「立てよ、相葉！」

　祈っていた相葉は誰かに殴なぐり飛ばされた。頬ほほを押さえ顔を上げると、目の前には佐さ々さ木きが立っている。いや佐々木だけではなかった。廃人だった男子たちが立ち上がっている。

「お前が信じなくてどうする。祈って現実逃避してどうする。応援しろよ、祈ってる暇があったら声を出せ！」

「……お前ら、正気に戻ったのか」

　男子たちの目に光が蘇よみがえっていた。

「相葉、立って声を出そう。俺たちも手伝う。一いつ緒しよに信じよう」

　男子たちに肩を借りて相葉は立ち上がる。

「おへそを見たからか？　それで目を覚ましたのか？」

「いや、違う」佐々木が首を振った。「俺たちを地獄から引き戻してくれたのは物質じゃなく真理だ」

　男子たちの視線の先には水を掛け合う愛あい美みと奈な々なの姿がある。

「俺たちは疑っていた。恋愛という形のないものを疑い、そしておっぱいという物質すら疑った。故ゆえにすべてを失った。最後に自分の存在すらを疑い闇やみに呑のまれてしまった……」

　彼らは自分すらを失い宇宙空間をさまよう座標となったはずだった。

「でも気づいたんだ。すべてを疑い否定したものを取り払っていくと、疑っている自分自身だけが残るって。そして目の前の光景に心を奪うばわれる自分自身がいる、と。こうして心を動かす自分は存在するんじゃないかって思ったんだ。つまり俺は存在するし、目の前の光景だって──現実だ、本物だ、目の前の夏は実際にあるんだ！」

　相あい葉ばはプールに目をやる。見たのは強烈な光だった。太陽よりも眩まぶしい光を放つ女子たちの姿。──夏だ、これが夏だ。夏は男子たちを覆っていた黒い霧きりを焼き尽つくした。

「奈々っち、頑張れ！」

　降り注ぐ夏の日差し、肌を伝って滴したたる水、震える唇くちびるから漏もれる声、破れていくスカート、露ろ出しゆつされる白い肌、空間を飛び交かう光の粒、水、水、水、さらに水……。

「いけ、いけ、いけえ！」

　水しぶき舞う目の前の光景は宇宙座標を揺ゆらめく原子の集合体に過ぎないかもしれない。しかし、その情報に意味づけをするのは自分自身なのだ。つまり人間は世界を作ることができる。いや、人間の中に宇宙があるのだ。

「いけええええええ！」

　相葉と男子たちの声が重なった。

　奈々の放った水が降り注ぎ愛美は目を閉じる。赤らんだ頬ほほと潤うるんだ瞳ひとみは魔王のものではなかった。濡ぬれたワンピースの肩かた紐ひもが切れ、愛美は自らの体を両手で抱きしめる。手から水鉄砲が離れ、フロートでバウンドしてからプールに落ちた。

「もう、駄だ目めぇ……」

　目の前の愛美はクラスメイトの女子へと戻っていた。

　相葉は爽さわやかな風を感じた。天を仰あおぐと、真まっ青さおな空に立体感のある白い積乱雲が目に映る。こんなにも今年の夏の空はカラフルだったのか……。

　奈々がへたり込む愛美に水を掛け続けている。それは素晴らしいシーンだった。魔王の呪のろいを浄化するごとく降り注ぐ聖なる水、愛美は濡れ続ける。

　その光景を見た男子たちが涙を流している。歪ゆがんだ情報を涙と共に体外に流しだし、自らを浄化しているのだ。濡れる愛美を見つめる恍こう惚こつの時間帯だった。奈々が放つ水は光に昇しよう華かし大地と男子たちを癒いやす。

　相葉も涙した。目の前の光景がたとえ宇宙にとってシンプルに表現できる数字でしかないとしても、これほど完璧な数式は見たことがない。

　だが思う。この光を見るために相葉はこんなにも遠くに来てしまった。確かに相葉は男子たちの心を救った。しかし、マリや奈な々なとの関係は崩壊し、まどかや周囲の女子たちも相あい葉ばを軽けい蔑べつしたかもしれない。それほどにゲームの闇やみに踏ふみ込み大きな代償を支払った。

　大きな風船がプールサイドを転がってきた。それは相葉の足元で割れ、中から出てきたのは魔王が持ち去ったあの人形だった。抱き上げてみると人形から波の音が聞こえた。

　……そうだ、海に戻ろう。

　ずっと相葉を癒いやし続けてくれたあの海。南の海、ユウカ。自分を救ってくれるのはやはりあの場所だけだ……。

　波音が大きくなりプールの光景が変化していく。波がザバザバと流れ込み、足元には砂浜が広がっていく。真っ白な砂浜、紺こん碧ぺきの海、途切れることのない潮しお騒さいと爽さわやかな潮風──あの海だった。

　人形が相葉の腕の中から飛び降り砂浜を歩いていく。そして彼女は波打ち際で人間へと戻った。魔王にかけられた呪のろいが解けたのだ。

　目の前に水着姿の女性が立っている。瞳ひとみを瞬またたきながら微ほほ笑えんでいるのはユウカだった。

「ずっと待ってたの。きっと追いかけてきてくれると思ってた」

「……ユウカ」

「どうしたの？」

「なんか疲れちゃって」

「じゃあずっとここにいればいいよ。ここはあなたを傷つけるものはないよ。ずっと私が一いつ緒しよにいてあげる。この夏ずっと、いいえ永遠に私が一緒にいるから」

　ユウカの微笑みは、どことなく悲しげに見えた。

「でも、これでよかったのかな？」

「どういうこと？」

「俺はみんなのために頑張った。ただ頑張ったんだ。でも……」

「うん、わかってる」

「正しい道を歩いてると思った。でも気づいたらこんな場所に来てた。また元の場所だった。こんなことなら初めから窓を開けなきゃよかった……」

　そうすれば何もない夏休みで終わった。何もない代わりに失うものはなかった。

「そんなことないよ」

　ユウカの声に顔を上げる。

「だって、部屋から出ないと何も始まらないじゃん」

　声はユウカのものではなかった。その声は空間で激しく輝き、虚飾の空間を消していく。

「相葉君」

　目の前には唯ゆいがいた。夏よりも眩まぶしく微笑む唯が立っている。

「あ……」

「どうしたの、相あい葉ば君？」

　涙を流す相葉に、唯ゆいが小首を傾かしげる。

「なんでもないんだ、なんでもない。……でも、よかった」

「ふふ、変なの」

　声がうまく出なかった。いろいろと話したいことがあるのに声が出ない。彼女を前に何を言いたかったのかわからず棒立ちする。それでも目の前の唯は、笑えみを絶やさずに相葉の言葉を待ってくれていた。

「唯ちゃん……いや、高たか橋はしさん」

「うん」

「俺はずっと高橋さんを探してた。高橋さんに……」

　そのとき相葉は悲鳴に我に返った。海も砂浜も一いつ瞬しゆんで散り散りに消え失うせ、妹せの尾お宅のプールへと戻る。

　見たのはフロート上で焦あせっている奈な々なだった。ずるっとワンピースの胸の部分が剥はがれ落ち、急いで奈々は胸を隠す。同時にフロートがぐらりと揺ゆれる。

「わ、わ、きゃあああ！」

　悲鳴と共に奈々がどぼんと水に落ちた。

「奈々っち！」

　相葉は人形を抱かかえたままプールに飛び込んだ。しかし水に沈む奈々を見失ってしまう。

「奈々っち、どこにいる？」

　プールには大量の風船が浮いており奈々を見つけることができない。プールに潜もぐり奈々を探すが奈々はどこにも沈んでいない。

「どこだ、奈々、どこだ！」

「……ここ」

　水面に顔を出すと、奈々が立ち泳ぎをしていた。

「わ、私、泳げるようになったかも」

「すごいぞ奈々っち、よかった！」

「あ、でも、わ、わ、わ……」

　奈々が焦あせっている。水につかったワンピースが散り散りになってしまった。

「見るな！　奈々っちのおへそを見るんじゃねえ！」

　相葉はどうしていいかわからずに、抱きしめるようにして自分の体で奈々を隠す。と、半裸の奈々と抱き合っていることに気づいて慌あわてる。

「ち、違うんだ。ただ隠そうとして、すぐ離れるから、でもそうしたら見えちゃうし──」

「見ちゃ駄だ目め！　でも、離れちゃ駄目！」

　奈々も混乱しながら相葉に抱きついている。

「負けちゃった」

　笑い声に顔を上げると、フロートの上で愛あい美みが微ほほ笑えんでいた。

「魔王の呪のろいを解いてくれてありがとう」

　愛美は奈な々なにタオルを渡す。彼女の笑え顔がおは日常で目にする自然なものだった。彼女の表情を見て相あい葉ばはやっと自分が勝利したことに気づいた。

「あと、それ」

　愛美が濡ぬれた人形を指さす。

「そうだ、高たか橋はしさん。なんで声が……」

　はっと気づいて人形のチャックを下ろすと、中にはあの機器が入っていた。




　高橋唯　[image: 100]




　画面にはそう表示されている。

『……あい、ば、君？』

　濡れた機器から声が聞こえる。相葉は人形越しに唯ゆいと通話していたのだ。虚像の海から引き戻してくれたのは本物の唯だった。

「ほら、ゲームの目的があったでしょ」

　愛美が相葉に耳打ちする。

　相葉は思いだした。このゲームは魔王を倒すことが本線ではなかった。真の目的は──。

「高橋さん！」

　このことを忘れていた。これは恋愛ゲームだった。恋愛値をマックスにすれば必ず告白は成功する。このゲームにおいて相葉は様々なものを失ったが、たったひとつなら手に入るかもしれない。いや、もはや自分にはそれしか残っていない。

「高橋さん、俺と──」

　相葉は大きく息を吸い込んだ。

　次の瞬しゆん間かん、相葉は誰かに足を引っかけられ、水しぶきを上げて派手に転んでいた。ゲホゲホとむせながらプールの水面に顔を出す。何が起こったのかまったくわからず呆ぼう然ぜんとする。

「あー！」

　プールの底に機器が沈んでいた。

「高橋さん──唯ちゃん！」

　拾い上げ呼びかけるが機器からは何も聞こえない。水に濡れ完全に壊れてしまった。

「え、え？」

　相葉は唖あ然ぜんと視線を巡らせる。目の前では胸を隠した愛美が苦笑いし、プールサイドではまどかが溜ため息いきを吐ついている。

「バーカ」

　しかめっ面つらをしたマリが舌を出し、奈な々なを抱かかえて泳ぎ去っていった。

「え、じゃあどうなるの？　俺はどうなるの？」

　相葉は機器を握り呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。
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　真っ白な砂浜、紺こん碧ぺきの海、途切れることのない潮しお騒さいと爽さわやかな潮風。

　相あい葉ばは真夏の海にいた。

　高校一年生の夏休み。一生に一度きりの夏を過ごしている場所は南の島だった。強烈な海の日差しを浴びながらこの場所で過ごしている。東京から離れてどれくらい経っただろうか──。

『もう一週間になるね』

「そんなになるんだね。なんかこっちは時間が止まってるような気がするよ」

　足元を小さなカニが歩いている。潮風と砂の感触は現実感がなかった。

　相葉は緑の公衆電話に十円玉を入れながら会話する。潮風にさらされた公衆電話は錆さびており、ほとんどアダンの茂しげみに飲み込まれていた。

『そっちはどう？　元気にやってる？』

「うん、今はバイトが終わったところなんだ」

　相葉は南の島に来ていた。ローズの店長が夏の間だけ出店するカフェの臨時アルバイトだ。ゲームの資金を捻ねん出しゆつするためバイト代を前借りし続けたため、アルバイトを断れなかったのだ。つまり前借りした未来の時間を今支払っていることになる。

『相葉君、逃げるように島に行っちゃったから、少し話したかったんだよね』

　魔王の呪のろいが解かれた愛あい美みの声はとても綺き麗れいだった。

『ゲームとはいえ、ちょっと悪いことしちゃったかなって。でも、魔王役の私が負けたら、夏休みはエッチなレクリエーションするって言ってたから、絶対に勝たないとって頑張ったの』

「ああ、千ち種ぐささんに強要されたんだ」

『でもね、結構楽しかったのも本当。必死になる男の子たちを見ているのが好きなのかな。だから私も全力で頑張ったの』

「そっか、みんなはどうしてる？」

『生徒会主催の勉強会をやってる。ほら、時短システムで前借りしてたからね』

　時短システムを使ったプレイヤーにとって、八月は支払いの時期なのだ。パラメータ上げに使った勉強などの時間は、夏期講習などを受けねばならないらしかった。よくできているシステムだと思った。こうして勉強などをさせることができるため、教師や親からも生徒会のゲームは認められているのだ。

「じゃあ、やつらはずっと勉強とかか。いや、それの支払いが終わっても……」

　デートなどに使った時間は生徒会のものになる。千種のモルモットとしての時間は、夏期講習よりも地獄を見ることになるだろう。

『でも安心して。女子たちが協力してフォローしてるから。ゲームでちょっと男の子たちが疲れたみたいだから、女の子たちで気遣うようにしてるんだ。空いた時間にバーベキューしたりスイカ割りしたりって』

「くそ、いいなあ。俺もそっちにいたかった」

　相あい葉ばは受話器を握って歯は噛がみした。探し求めていたリア充の夏休みは近くにあったのだ。まるで青い鳥のように、すぐそばにあった。

　結果的にあのゲームは七組の絆きずなを強めることになった。一時期廃人となった男子たちも、女子たちの優しさによって回復しているらしい。当然だ。男子たちの心の傷の深さよりも、女子たちの優しさや可愛かわいらしさの光量は遥はるかに強い。たぶんゲームに失敗しても七組がバラバラになることはなかった。相葉が恐れるほど、七組という枠組みは軟弱ではなかった。

「……あと、ウッチーはどういうことだったの？　ゲームで失敗したわけじゃないよね」

　相葉は核心に触れた。内うち田だは恋愛ゲームに参加していなかったはずだ。

『ウッチーは、少し怯おびえちゃったのかも。私ってお姉ちゃんがいて、そういうことにちょっと厳しいから、すごいプレッシャーをかけちゃったりして傷ついたのかも』

　おっぱいチケットの重圧もあったのだろう。内田がおっぱいチケットを使ったのかはわからないが、内田の胸にほんの小さな疑心が発生してしまった。おっぱいチケットは揃そろえて終わりでないのだ。おっぱいと向かい合う日々の始まりだ。

「ウッチーは安心して。ずっと俺の部屋に閉じ込めてるから。何もない部屋で過ごさせたら、きっとおっぱいのこととか忘れる。真っ白に漂白される」

　内田は魔王との対決の場にも連れてきていない。性的な情報をこのまま遮断し続ければ、真人間になる可能性がある。

「千ち種ぐささんが言うには、今のウッチーは無む垢くな赤子の状態だから、最初に何を見せるかが重要なんだって。綺き麗れいな景色でも見せてやればいいと思うよ」

『うん、そうする。きっとすごい秀才になるよ。彼が向けてたエッチなエネルギーを真ま面じ目めなことに使えばきっと……あ、いらっしゃいませ』

「え、アイミンどこいるの？」

『ローズよ。ちょっといろいろあって、まどかちゃんを手伝ってるの』

「カオリさんは？」

『……えっとねえ、胸を触さわろうとした常連さんの指をへし折っちゃったとかで、病院に連れて行ってるんだ。だから私が手伝っているっていうか』

「そ、そんなことがあったんだ」

　それにしても愛あい美みが手伝う義理はないと思うのだが。

『お客さん来たから電話切るね』

「最後にひとつ聞いていい？」

『うん？』

「アイミンはさあ、その……ウッチーに、揉もませたの？」

『内ない緒しよ』

　電話は切れた。

　相あい葉ばは受話器を置いて振り返る。夕暮れの海は赤く染まっていた。

　人ひと気けのない浜辺を歩く。離島なので観光客も少ない。バイトが終わったあとは浜辺で釣りをするという日々だった。静かに時間だけが過ぎていく。

　しばらく歩くと波間で足を濡ぬらしている人影が見えた。薄うす闇やみの中まるで何も着ていないかのような女性のシルエット、いや、水着姿だ。まさか彼女は……。

　濡れた髪を払いながら振り向いたのはユウカではなかった。

「よお相葉」

　相葉は目を丸くした。

「な、なんでここにいるんですか？」

「生徒会主催卒業旅行のロケハンだよ」

　速はや水み千ち種ぐさは平然と言い、海から上がってくる。

「べ、別に逃げたわけじゃないですよ。確かに夜逃げ同然でしたが」

　相葉は身構える。ゲームの失敗に伴ともない相葉は未来の時間を生徒会に渡している。それが怖かったのも確かだが、それだけが理由ではない。

「胸を張れ、お前はよく戦った」

　千種の微ほほ笑えみは優しかった。

「お前は勝利した。激しく純真に戦ったのだ」

　千種は強引で冷淡で自分勝手でめんどくさい人間だが、それでもフェアなのだなと思った。こういったゲームは可愛かわいい後輩のために行っているのかもしれないし、ただ自分が楽しみたいだけかもしれない。だが本気で戦った人間には綺き麗れいな視線を向けてくれる。

「でも、本当に勝利なんですかね」

　確かに魔王は倒したが、プレイヤーとしてのゴールにはたどり着けなかった。そして相葉は禁きん忌きを冒してしまった。それは恋愛値マックスの人間を放置してしまったことだ。機器が故障しそれ以上見られなかったが、確実に唯ゆいには爆弾がついているはずだ。

　バトルが終わり、その日のゲーム終了時刻まで相葉は街を走り回った。しかしついに唯を見つけることはできなかった。だからその日の夜にこの島に逃げてきたのだ。とりあえず逃げたという理由の他、女子のいない場所に逃げれば爆発しないのではという希望もあった。

「今更恋愛値など気にする必要はないだろ」

「でも、なんか続いてる気がするんです」

　たぶん、マリや奈な々なの恋愛値は下がっている。なぜなら態度がおかしかったからだ。あれからマリは相葉に視線を合わせてくれず、奈々の態度もぎこちなくなった。魔王の呪のろいが解けてもゲームが続いている。

「きっとおっぱいチケットの呪いなんでしょうね」

　ずっと握り続けていたために汚染されてしまった。

「じゃあ、チケットを使うか？」

　千ち種ぐさはすっと相あい葉ばの前に立つ。

「約束どおり揉もましてやってもいいぞ。それでチケットを消滅させればいい」

「千種さんのをですか……」

　相葉はごくりと唾を飲み込む。なんだかこの南の島だったら自然に揉める気がした。相葉は千種に手を伸ばし──空を見上げた。

「それはフェアじゃないです。俺はちゃんと自分でおっぱいチケットの呪のろいを解きます。チケットに書かれた女の子の胸を揉むんです。そのためにはっきりと揉ましてくれって言って、チケットを消滅させます」

「相葉、お前はおっぱいチケットの誘惑に打ち勝っている」

「それにまだ俺はおっぱいのことをわかっていないんです。きっとおっぱいには名前をつけてはいけなかった。名前をつけてわかったふりをした瞬しゆん間かんにあやふやになった。おっぱいは状態表現で物質ではないというのに、愚おろかな人間が名前をつけてしまったから」

　相葉はそっと千種の手を取った。

「俺は境界線すらもわからないんです。たとえば千種さんのどこからどこまでがおっぱいだかも。はっきりと区切りがつけられないってことは、この腕だっておっぱいの可能性がある」

「キモいなあ、怖いなあ」

「とにかくおっぱいは、なんていうか孤独で自由に揉むべきだと思うんです。だから俺は探し求め答えを見つけ、それで唯ゆいに断られたら、改めて千種さんのを揉みます」

「なるほど、冷静じゃないか」

　相葉と千種は海を見つめる。波音は途切れることなく続いている。

「先輩」

「ん？」

「おっぱいって起承転結なんですねえ」

「あー、そうかもね」

　おっぱいに始まりおっぱいに終わる。女子が持っているものだが、それで物語を作るのは男子なのだ。男子と女子の数だけストーリーが存在する。

　波音に混じり砂を踏ふむ音が聞こえた。

　振り返った相葉の時が止まった。波が自分の足を濡ぬらしても冷たさも感じない。背景が粗雑になった気がした。きめの細かかった砂浜はコンクリートのように、紺こん碧ぺきの海もペンキのようにのっぺりと変へん貌ぼうする。すべての情報表現は目の前の女性に集中した。

「高たか橋はし、さん？」

　目の前に立っていたのは高橋唯ゆいだった。白いキャミソールを着た唯がスカートを押さえながら微ほほ笑えんでいる。
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「相あい葉ば君」

　声は空気の振動ではなく、輝く物質として相葉の目に映った。

　空に星が輝き、潮しお騒さいが音楽のように耳に届く。相葉は唯ゆいを見つめたまま動けなかった。動くとすべてが崩れそうな気がした。

「ほら、お前が助けたんだろ」

　千ち種ぐさが軽く相葉の背中を押した。

「な、なんでここに？」

「え？　家族旅行だよ。隣の隣の島だったんだけど、千種さんに誘われて遊びに来たの。相葉君もいたんだね」

「旅行？　いつから？」

「夏休みに入ってすぐ。この前の電話はすぐ切れちゃったね。海辺で通話したんだよ」

「ああ、そうだったんだ」

　だから唯の姿がなかったのだ。そしてゲームにも中途半端な介入となり、本人には何も知らされていなかったはずだ。見えない数字に翻ほん弄ろうされたのは相葉だけだった。

「みんなは元気かな？」

「元気に過ごしてるから心配しないで。でも戻ってきてほしい。そして七組のみんなで遊ぼう。やっぱり高たか橋はしさんがいないとなんていうかしっくりこないっていうか、七組に必要なんだ」

「そっか、うれしいなあ」

　唯ゆいは笑う。この笑え顔がおが最後のピースだ。これがなければ七組という絵は完成しない。こうして唯と再会してわかった。揉もみたいとか恋人になりたいよりも、ただそばにいてほしい。隣の席でただ笑っていてほしい。

「会えてよかった。俺、ずっと高たか橋はしさんに会いたかった。ただ会いたかった」

　相あい葉ばの口から自然に言葉が出た。これだけ伝えたかった。きっと、このために戦い夏に身を焦こがし、この島に来たのだ。

「ね、窓を開けてよかったでしょ」

　唯も自然に微ほほ笑えむ。

　数字ではない現実の彼女が目の前にいる。都会には莫ばく大だいな情報がありよく見えなかったが、この島では唯という情報がはっきりと目に映る。部屋にいれば傷つくことはないが何も手に入らなかった。夏という時間に身を委ゆだねてよかった……。

「電話で探してたって言ってくれてうれしかった。もしかしたら追いかけてきてくれるんじゃないかなあって、ちょっと期待してたんだ」

「高橋さん……」

　相葉が唯に歩み寄ると、すっと唯が後ずさった。いつの間にか笑えみが消えている。

「ん、ん？」

「その電話越しに少しだけ聞こえたけどなんか楽しそうだったねえ。愛あい美みちゃんは、なんかエッチなことされたって言ってたなあ、あとユウカって聞こえたけど誰？」

「ち、違うよ。それって競技っていうか戦いっていうか」

「ふーん、一週間ぶりに部屋から出てみたら、エッチな競技をやってたってこと？」

　唯は頬ほほを膨ふくらませてそっぽを向く。

「いや、そんな直接的なゲームじゃなかったし。スカートもめくったりしてないもん」

「その代わりに、シャツに水を掛けて透けさせたり溶かしたりと、ずいぶん頑張ってたってねえ。マリちゃんに風船割りを強要したり、奈な々なちゃんを半裸にしたりって」

「俺はね、高橋さんを助けたんだ。本当なら……」

　恋愛値だってマックスになっていたのだ。と、同時に気づく。このケースは恋愛値マックスの唯を放っておいたことにならないか。せっかく南の島まで逃げてきたというのに、目の前に唯がいるということは、あの爆弾は……。

「どかーん！」

　唯の声に、相葉は腰を抜かして尻しり餅もちをついた。

「え、え、え？」

「相葉君に変なことされそうになったときのおまじないって、まどかちゃんに教えられたの」

「……ねえ、高橋さんはどこまで知ってるの？」

「さあね、どこまででしょうかね」

　唯ゆいの表情は冷めている。それはまさしく恋愛値の急降下だった。

　せっかく離島まで逃げてきたのに。そしてお姫様を助けだしたというのに、魔王の呪のろいは続いているというのか……。

「でも、私も参加したかったな」

「え？」

　唯はそっぽを向いたまま呟つぶやく。

「必死に頑張る男の子たちや……相あい葉ば君を見たかった、かも」

「唯ちゃん」

　相葉は立ち上がった。

「やっぱり話だけ聞いて。ちゃんと理由を話すから。夏休みに何が起こったか、俺が何をしたか聞いてほしいんだ。思った以上に壮そう大だいな話なんだ」

「たとえ壮大でも、エッチなことばっかした話なんて聞きたくない」

　唯は砂浜を走って逃げていく。

「ちょっと待ってよ！　しょうがないんだよ、だって夏だから！　すべては夏だから！」

「どかーん！」

「うぐっ！」

　相葉は悶もん絶ぜつしながらも唯を追う。

「ねえ、教えて。高たか橋はしさんはどこまで知ってるの？　もしもあのときの電話でさあ、ちゃんと言ってたらどうしてた？　あと、俺のことどう思ってるの？」

「知らない！　なんのことだかわからない！　っていうか質問は一つにして！」

「じゃ、じゃあ、えっと──赤と青どっちが好き？」

「なによそれ！」

　相葉は暮れた浜辺を走る。

「待って、高橋さーん」

「どかーん」

「ぐわっ」




　走るふたりを千ち種ぐさは微笑みながら見送る。

「おっぱいについて考える時間は思った以上に短いぞ。相葉、お前はたった三年間で答えを出さねばらない。中学生以下は未発達、大学生以降になれば利害関係が混ざりだす。つまり純粋に向かい合えるのは高校生だけなのだ。高校生活が終わったときにもう一度聞こう。おっぱいについての答えは出たのか、お前の三年間はどうだったのか、と」

　日は沈み、空に星が輝き始めた。




　　　　＊




　──東京、相あい葉ば宅。

　真っ白な砂浜、紺こん碧ぺきの海、途切れることのない潮しお騒さいと爽さわやかな潮風。

　内うち田だは真夏の海にいた。

　閉めきられた部屋の中で、彼がじっと目に映していたのはあの仮想世界だった。

　赤、それとも青？

　画面にはそんな選択肢が表示されている。

　約二週間表示され続けたユウカの問いだった。

　内田は無表情のままコントローラーを手に取り選択ボタンを押した。

「……おお！」

　内田の目に光が蘇よみがえった。







　あとがき




「なんでおっぱいを揉もんではいけないのでしょうか？」

　あなたがこの質問に面したらどう返答するだろうか。あなたが大人の立場で高校生から問われたとしたら。

「揉んでいいんじゃないか」と投げやりに答えるだろうか。「ただし、俺の大事なおっぱいを揉んだら許さないけどな」と付け加えるか。「社会的なルールだから」「勝手に揉まれたら、悲しむ人間が出てくるだろ」あたりは倫理的で模範的解答だろうか。

　答えは人によって様々であろう。返答する人間の数だけ答えがあるのかもしれない。

　ただ、言うまでもなくこの高校生の質問は狡こう猾かつである。

　問う側は答えがないとわかっており、大人の反応を楽しんでいるだけなのだ。この質問の答えによって相手を推おし量ろうとしている。

　なぜなら現実にこの世界でおっぱいは揉まれ続けているからだ。そして揉む人間は少なからず罪を背負っている。純真潔白の状態で揉むことは不可能であり、それでも揉まれ続けるという矛む盾じゆんである。

　さらにこの世界にはたくさんのルールがある。高校生活を縛しばる様々な校則、各家庭や友達同士の約束に社会的な法律。莫大な禁きん忌きがあるというのに、おっぱいを持ちだすのは、その質問がセンセーショナルで派手だからに過ぎない。つまり解答を求めているのではなく、大人を困らせたいという小汚い側面がある。

　作中で相あい葉ばも同じ質問をしている。

　では彼も同じく狡猾な人間なのだろうか。その真実は不明だが、言えることは彼はおっぱいと正面から向き合ったということだ。彼は高校生活においてタブーとされているおっぱいを直視し求め続けた。その矛盾に気づいたのは、おっぱいチケットの存在があるからだ。

　彼はおっぱいチケットと向き合い、戦い、涙した。口から漏もれたその質問は、疲労した末の嗚お咽えつだったのかもしれないし、焦あせりからの愚ぐ痴ちでしかなかったのかもしれない。

　相葉はおっぱいチケットを握り続け、自分が汚れていくことを知っているのだろう。だからこそ「なんで自由に揉んではいけないのか」との疑問が口をついた。

　彼は、おっぱいチケットを握りつつも、それを否定し続けている。純粋無む垢くでしがらみのない状態で揉みたいと願っている。

　だがそれは不可能だ。

「純真なまま揉みたい、でも揉みたいと思う自分は汚れている」

　彼は過去、すでに自身で解答を出しているからだ。
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日生まれの水瓶座のＢ型。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で第13回電撃小説大賞＜金賞＞を受賞し、念願の作家デビュー。今回はおっぱいチケットに取り憑かれた男たちの魂を鎮めるため靖国神社からお届け。でもこちらもＡＭＷのすぐ近くですよ？
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植うえ田だ 亮りょう

イラスト描いたりゲームの原画とか背景描いたり色塗ったり……、いろいろとマイペース気味でやってます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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